
 

〔その他関連施設等研究活動〕 

（1）附属病院輸血部 

1．研究の概要 
輸血療法は現代医療に不可欠な治療手段であるが，その実態は最も普及した「移植医療」である。他人

の臓器 (造血・免疫系・幹細胞) を最小限の検査で移入するので，致死的な副作用・合併症や難治性 (致
死性) 新興・再興感染症の伝搬など，なお今後も引き続いて克服するべき新たな課題は出現すると予想さ

れる。既知のウイルス感染症のウインドウ期献血，スクリーニング法が未開発，あるいは問診の無効性の

故に，他方では，最小量の輸血療法あるいは安全な代替療法を模索せざるをえない。自己血輸血療法やサ

イトカインの利用，人工血液などの開発である。 
当院では手術患者の自己血をすべて輸血部医師の管理の下に，貯血を行っており，この事は適正な，最

小限の輸血療法を推進する上で基礎となっている。また，危機的大量出血の際に適切に凝固因子を補充す

る目的で，クリオプレピシテートの作成にも着手している。高次救命医療センターを受診する高度外傷患

者の救命に少なからず寄与しているものと考える。平成 26 年度からは自己フィブリン糊自動作成機器を

いち早く導入した。本邦での導入施設が限られており, 使用実績を国に報告している。また，自己フィブ

リン糊の有効性に関して，そのフィブリノーゲン値などを測定し，凝固および創傷治癒に至る過程を基礎

的に検討する予定である。 
造血幹細胞移植において重要な役割を担っている。難治性造血器悪性疾患を中心にその役割は増してお

り、末梢血幹細胞採取及び保存、骨髄移植時の血球血漿除去、臍帯血の保存などを行い、さらには臨床研

究として顆粒球採取も行う。移植経過において血清を定期的に保存し、臨床研究を行っている。 
 

2．名簿 
臨床講師：

臨床講師：

北川順一 
二宮空暢 

Junichi Kitagawa 
Soranobu Ninomiya  

3．研究成果の発表 
消化器病態学参照 

4．研究費獲得状況 
消化器病態学参照 

5．発明・特許出願状況 
消化器病態学参照 

6．学会活動 
消化器病態学参照 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
消化器病態学参照 

8．学術賞等の受賞状況 
消化器病態学参照 

9．社会活動 
消化器病態学参照 

10．報告書 
消化器病態学参照 

11．報道 
消化器病態学参照 
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12．自己評価 
評価 

平成 25 年 1 月から管理料 I を取得し、加えて、平成 29 年 4 月から輸血適正使用加算が算定可能とな

った。適正使用加算は平成 30 年も継続できている。また，自己 FFP からクリオシールシステムを用い

たフィブリン糊の作成が軌道に乗り，同種 FFP からクリオプレピシテートの作成を確立した。さらに、

平成 28 年 1 月からアルブミン製剤を輸血部にて管理するようになった。従来以上に輸血部が臨床に寄与

する場面が増えてきている。 
造血幹細胞移植分野においては，平成 28 年 1 月には，新しい遠心型血液成分分離装置 Spectra Optia

を導入し，幹細胞採取を中心とした細胞治療分野の充実が図れている。 
今後も，中央診療部門として各診療科の臨床の手助けが少しでもできればと考えている。 
 

現状の問題点及び対応策 
輸血医療はすなわち移植医療であり，そのリスクに関して大学の臨床医といえどもまだ十分に認知さ

れている状況にはない。また適切な輸血療法 (赤血球製剤や血小板製剤の輸血適応，新鮮凍結血漿の適

正かつ有効な使用方法) に関する教育が，十分なされていない。特にこれからを担う若手医師に対して，

適正で安全な輸血療法に関する卒後教育を徹底する必要がある。平成 24 年度から岐阜県合同輸血療法委

員会が発足し，今後は各施設のみに教育や啓蒙活動を委ねるのではなく，県全体として均一的に輸血教

育を行う方向性が確認された。また，その活動が評価され，平成 26 年度には厚生労働省の血液製剤使用

適正化方策調査研究事業に岐阜県として初めて採択された。  
平成 24 年度から輸血部の教員が 2 人体制となり，医学研究を推進していく上で，今までと比べると大

変改善されたといえるが，専任技士の不足が懸念される。また輸血細胞治療学会の認定医，認定技師が

岐阜県は非常に少なく，今後認定資格を持った人材を育てていく上でも常勤技師の増員が必須と思われ

る。 
 

今後の展望 
造血幹細胞移植のドナーソースとして末梢血幹細胞が用いられることが多くなり，幹細胞採取件数が

増加することが予想される。骨髄バンクドナーでの末梢血幹細胞採取認定は取得しておらず, 今後認定

の取得を目指す。また，ハイリスク移植が増えるため，顆粒球輸注やドナーリンパ球輸注などの機会が

増えることも予想され，これらに対応していく必要に迫られている。 
近年，癌患者の再発に対して DLT (donor lymphocyte transfusion) などの細胞治療が有効な手段と

なってきた。輸血医療の安全性に対する国民の強い懸念と関心の高まりに加え，今後は DNA レベルで

HLA (human leukocyte antigens) を一致させたドナーのリンパ球輸注による固形癌治療など，更なる

治療法の開発，研究の必要性は高い。 
また造血幹細胞移植後の急性移植片対宿主病を適応症とする, ヒト間葉系幹細胞(MSC)を利用した再

生医療等製品「テムセル®HS 注」が今後当院でも使用可能となるが, 輸血部での管理が必要である。こ

のように, 細胞治療が行われるようになっていく中で, 輸血部における管理体制を構築していく必要が

ある。 
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（2）附属病院病理部 

1．研究の概要 
病理部では，病理形態学および分子病理学の知見を駆使した臨床研究を腫瘍性疾患（特に癌ゲノム診療

に関わる基礎的研究とその臨床応用），炎症性疾患ともに展開するとともに，膠原病モデル組換え近交系

マウスを用いた自己免疫疾患の感受性および発症メカニズムに関する基礎研究を遂行し，共同研究で界面

活性剤二重膜によるナノベシクルを用いた新規 drug delivery system の開発，さらには無細胞蛋白合成

を用いた蛋白機能の解析や新規治療薬候補の開発を行っている。病理部内のみならず，腫瘍病理学講座，

形態機能病理学講座，臨床各科，愛媛大学，ハイデルベルク大学，ドイツ国立癌研究所との共同研究によ

り研究に幅を持たせている。 

2．名簿 
教授： 
臨床教授： 
臨床講師： 
併任講師： 

原  明 
宮崎龍彦 
酒々井夏子 
波多野裕一郎 

Akira Hara 
Tatsuhiko Miyazaki 
Natsuko Suzui 
Yuichiro Hatano 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 宮崎龍彦. 組織の固定について モデル動物の最適な固定法をもとめて. 組織細胞化学 2016(日本組織細

胞化学会 編), 東京：日本組織細胞化学会；2016 年：191－205. 
2） 宮崎龍彦. 第４章 免疫系, アレルギー, 移植, 第 11 章 難病・代謝障害. In：深山正久., editor. はじめの

一歩の病理学 第２版, 東京：羊土社；2017 年：60－82；194－218. 
3） 宮崎龍彦. 第３章 血管病変の成因と病理, B.血管炎 5. 壊死性血管炎. In：日本脈管学会., editor. 臨床脈

管学 第１版. 東京：日本医学出版；2017 年：28－29. 
4） 宮崎龍彦. 組織の固定について モデル動物の最適な固定法をもとめて. 組織細胞化学 2017(日本組織細

胞化学会 編), 東京：日本組織細胞化学会；2017 年：17－32. 
5） 石津明洋, 高橋 啓, 菅野祐幸, 宮崎龍彦, 由谷親夫, 鬼丸満穂, 小川弥生, 吉木 敬, 直江史郎, 岩淵啓一, 

川上民裕, 古川福実, 小倉 礼, 伊藤泰広, 吉田眞理, 勝野雅央, 能勢眞人, 松本俊治, 澤井高志, 佐藤英俊. 
ウェブ版血管炎アトラス：厚生労働省科学研究費補助金・難治性疾患克服研究事業 難治性血管炎に関す

る調査研究班；2017 年.  
URL: http://www.vas-mhlw.org/html/pathology/atlas/index.html. 

6） 宮崎龍彦. 2. ANCA 関連血管炎の病理組織. ANCA 関連血管炎 診療ガイドライン 2017(有村義宏, 丸山彰

一, 本間栄 編), 東京：診断と治療社；2017 年：155－158. 
 

著書（欧文） 
1） Miyazaki T, Nakata H, Kato K. Development of Tumor-Specific Caffeine-Potentiated Chemotherapy 

Using Span 80 Nano-Vesicles DDS. In: Latosinska JN, Latosinska M, editors. The Question of Caffeine. 
Rieka, Croatia: Intech; 2017. pp107-125. ISBN 978-953-51-3273-8. 

2） Tomita H, Kanayama T, Niwa A, Noguchi K, Ishida K, Niwa M, Hara A. Cancer Stem Cells and 
Aldehyde Dehydrogenase 1 in Liver Cancers. In: Updates in Liver Cancer. Abdeldayem H, ed. InTech;  
2017:29-47. 

 
総説（和文） 

1） 宮崎龍彦. 血管炎症候群の疾患感受性, 日本腎臓学会誌 2014 年；56 巻：124－130. 
 

総説（欧文） 
1） Kobayashi K, Tomita H, Shimizu M, Tanaka T, Suzui N, Miyazaki T, Hara A. p53 expression as a 

diagnostic biomarker in ulcerative colitis-associated cancer. Int J Mol Sci. 2017;18:E1284.  CS 3.73 
2） Hatano Y, Fukuda S, Hisamatsu K, Hirata A, Hara A, Tomita H. Multifaceted Interpretation of Colon 

Cancer Stem Cells. Int J Mol Sci. 2017;18:E1446.  CS 3.73 
3） Ishida K, Tomita H, Nakashima T, Hirata A, Tanaka T, Shibata T, Hara A. Current mouse models of 

oral squamous cell carcinoma: genetic and chemically induced models. Oral Oncol. 2017;73: 16-20.  CS 3.81 
4） Miyai M, Tomita H, Soeda A, Yano H, Iwama T, Hara A. Current trends in mouse models of 

glioblastoma. J Neurooncol. 2017;35:423-432.  CS 2.97 
 

原著（和文） 
1） 野田佳史, 五島 聡, 兼松雅之, 木村真樹, 村瀬勝俊, 関野 孝, 酒々井夏, 宮崎 龍. ちょっと気になる

胆・膵画像 ティーチングファイルから(第 28 回) 腎細胞癌の膵転移に対し膵全摘を行った 1 例, 胆と膵 
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2015 年；36 巻：615－617. 
2） 豊吉沙野香, 奥村陽子, 北川順一, 宮崎龍彦, 清島真理子. 【代謝異常症・沈着症・黄色腫】 皮膚症状から

診断に至った全身性アミロイドーシス, 皮膚科の臨床 2015 年；57 巻：253－256. 
3） 小林一博, 藤澤智美, 酒々井夏子, 齊郷智恵美, 鬼頭勇輔, 廣瀬善信, 原 明, 清島真理子, 宮崎 龍. 

Thymoma associated graft-versus-host like disease の 1 例, 診断病理 2015 年；32 巻：18－21. 
4） 高木公暁, 高井 学, 河田 啓, 堀江憲吾, 菊地美奈, 加藤 卓, 水谷晃輔, 清家健作, 土屋朋大, 安田 満, 

横井繁明, 仲野正博, 牛越博昭, 宮崎龍彦, 出口 隆. 転移性腎細胞癌に対してソラフェニブ内服治療中に

心筋梗塞を発症した 3 例, 泌尿器科紀要 2015 年；61 巻：347－351. 
5） 久野真史, 松橋延壽, 高橋孝夫, 市川賢吾, 奥村直樹, 吉田和弘, 宮崎龍彦. 度重なる生検を行い, 診断に

苦慮した痔瘻癌に対して病変内粘液によるイムノクロマトグラフィー法が有用であった 1 例, 日本消化器

外科学会雑誌 2015 年；48 巻：628－635. 
6） 久松憲治, 小林一博, 酒々井夏子, 齊郷智恵美, 宮崎龍彦. 最初に IgA vasculitis が疑われ、多発血管炎性

肉芽腫症の経過中に急激な死の転帰をとり剖検で心破裂が発見された一例, 脈管学 2015 年；55 巻：37. 
7） 亀山絋司, 高井 学, 河田 啓, 堀江賢吾, 加藤 卓, 水谷晃輔, 清家健作, 土屋朋大, 安田 満, 横井繁明, 

仲野正博, 出口 隆, 久松憲治, 宮崎龍彦, 菅原 崇, 石山俊次. 膀胱 Nephrogenic metaplasia の 1 例, 泌
尿器科紀要 2015 年；61 巻：80 

8） 河田啓, 高井学, 亀山絋司, 堀江賢吾, 菊地美奈, 加藤卓, 水谷晃輔, 清家健作, 土屋朋大, 横井繁明, 仲野

正博, 出口隆, 片桐恭雄, 酒々井夏子, 宮崎龍彦. 赤血球増多症を伴ったエリスロポエチン産生腎細胞癌の

1 例, 泌尿器科紀要 2015 年；61 巻：254. 
9） 伊藤満, 加藤元一, 周円, 加納宏行, 清島真理子, 北川順一, 宮崎龍彦, 谷内江昭弘. T 細胞に EB ウイル

ス(EBV)感染が考えられる種痘様水疱症の 1 例, 日本皮膚科学会雑誌 2015 年；125 巻：471.  
10） 野田佳史, 五島聡, 松尾政之, 木村真樹, 村瀬勝俊, 関野孝史, 酒々井夏子, 宮崎龍彦. 【画像で解る胆膵疾

患 Q&A】 (問題 17). 胆と膵. 2016 年；37(特別号)：1003－1005. 
11） 丹羽宏文, 松山かなこ, 高橋智子, 周円, 加納宏行, 清島真理子, 宮崎龍彦. 右肩に発症した Langerhans

細胞肉腫の 1 例. 日本皮膚科学会雑誌. 2016；126(12)：2315－2316. 
12） 松山かなこ , 徳住正隆 , 加藤元一 , 周円 , 加納宏行 , 村上一晃 , 宮崎龍彦 , 清島真理子 . In-transit 

metastasis を来した頭部皮膚有棘細胞癌の 1 例. Skin Cancer. 2016；30(3)：198－202. 
13） 宮崎龍彦. 「特集/ANCA 関連血管炎-最近の話題-」に寄せる 膠原病疾患モデル組換え近交系マウスを用

いた膠原病治療法の開発. アレルギーの臨床. 2016；36(5)：465－469. 
14） 宮崎龍彦. 血管炎症候群の形態学的診断 tips. 診断病理. 2016；33(1)：19－37. 
15） 川村美保 , 丹羽宏文 , 加納宏行 , 宮崎龍彦 , 大西雅也 , 清島真理子 . 潰瘍性大腸炎を伴った annular 

elastolytic giant cell granuloma の 1 例. 臨床皮膚科. 2018；72(1)：57－61. 
16） 清島真理子, 水谷陽子, 宮崎龍彦, 野田徳朗. 【心に残る症例-40 周年記念特別号】<臨床例> ジアフェニ

ルスルホンが奏効した持久性隆起性紅斑. 皮膚病診療. 2018；40(1)：55－58. 
17） 野田佳史, 五島 聡, 松尾政之, 村瀬勝俊, 酒々井夏子, 宮崎龍彦. 画像診断と病理 膵退形成癌. 画像診

断. 2017；37(10)：1000－1001. 
18） 藤井麻美, 徳住正隆, 守屋智枝, 周 円, 加納宏行, 宮崎龍彦, 福本 瞳, 片野晴隆, 清島真理子. 有棘細胞

癌の切除断端に発症した Merkel 細胞癌の 1 例. 臨床皮膚科. 2017；71(10)：766－771. 
19） 棚橋裕吉, 五島 聡, 浅野隆彦, 松尾政之, 大江直行, 岩間 亨, 宮崎龍彦. 画像診断と病理 中枢神経系

原発悪性リンパ腫(びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫). 画像診断. 2017；37(14)：1422－1423. 
20） 石丸大地, 西本 裕, 永野昭仁, 小林一博, 酒々井夏子, 齊郷智恵美, 宮崎龍彦, 大野貴敏. 右足関節部腫

瘍の 1 例. 東海骨軟部腫瘍. 2017；28：45－46. 
21） 周 円, 松山かなこ, 加納宏行, 清島真理子, 徳住正隆, 宮崎龍彦. 一部自然消褪し, 長い経過を辿った顔

面悪性黒色腫の 1 例. 日本皮膚科学会雑誌. 2017；127(2)：188－189. 
22） 岩田至紀, 福田賢也, 須原貴志, 古田智彦, 宮崎龍彦. 傍ストーマヘルニアを有する人工肛門部に発症した

特発性大腸穿孔の 1 例. 日本外科系連合学会誌. 2017；42(5)：823－828. 
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円) 

3） 研究支援代表者：今井浩三(東京大学医科学研究所)，研究支援分担者：中村卓郎，井上純一郎，高田

昌彦，吉田進昭，高橋智，伊川正人，﨑村建司，荒木喜美，八尾良司，真下知士，小林和人，豊國

伸哉，鰐渕英機，今井田克己，二口充，上野正樹，宮崎龍彦，神田浩明，尾藤晴彦，宮川剛，高雄

啓三，池田和隆，虫明元，清宮啓之，長田裕之，旦慎吾，井本正哉，川田学，田原栄俊，吉田稔，

松浦正明，牛嶋大；文部科学省科学研究費補助金 新学術領域研究(研究領域提案型)『学術研究支援

基盤形成』：先端モデル動物支援プラットフォーム；平成 28－33 年度；2,403,960 千円(400,660；
400,660；未定；未定；未定；未定 千円) 

4） 研究代表者：有村義宏(杏林大学医学部), 研究分担者：磯部光章, 小室一成, 中岡良和, 山田秀裕, 長
谷川均, 杉原毅彦, 吉藤 元, 種本和雄, 針谷正祥, 本間 栄, 佐田憲映, 和田隆志, 伊藤 聡, 土橋

浩章, 堀田哲也, 駒形義紀, 中山健夫, 勝又康弘, 天野宏一, 石津明洋, 宮崎龍彦, 川上民裕, 菅野祐

幸, 高橋 啓, 土屋尚之, 藤本昭一, 濱野慶朋, 猪原登志子, 小林茂人, 古田俊介, 高崎芳成, 竹内 
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勤, 藤井隆夫, 要 伸也, 杉山 斉；厚生労働省科学研究費補助金(難治性疾患等政策研究事業(難治

性疾患政策研究事業))：難治性血管炎に関する調査研究(H26-難治等(難)-一般-044)；平成 26－28 年

度；55,315 千円(31,200：24,115：21,703 千円) 
5） 研究代表者：原 明；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：正常及び癌組織幹細胞分化制御機構に

おけるクロマチン構造調節因子 DEK の役割の解明；平成 26－28 年度；3,900 千円(1,500：1,300：
1,100 千円) 

6） 研究代表者：宮崎龍彦；日本成人血管病研究振興財団研究助成金(公益社団法人 成人血管病研究振興

財団)：全身性血管炎感受性における CD72 遺伝子多型の役割の解析；平成 27 年度；500 千円 
7） 研究代表者：針谷正祥(東京女子医科大学医学部)厚生労働省科学研究費補助金(難治性疾患等政策研

究事業(難治性疾患政策研究事業))：難治性血管炎に関する調査研究(17933808)；平成 29－31 年度；

78,000 千円(26,000：26,000; 26,000 千円) 
8） 研究代表者：原 明；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：ヒト・マウスでの右側鋸歯状大腸発癌

の生物学的メカニズムの解明；平成 29－31 年度；3,800 千円(1,300：1,200：1,300 千円) 
9） 研究代表者：原 明；文部科学省 基礎研究医養成活性化プログラム ｢人体を統合的に理解できる基

礎研究医の養成｣ 平成 29 年度; 800 千円 

2）受託研究 
1） 原 明：病理診断のコンサルタント；平成 27 年度；3,436 千円；平成 28 年度；3,362 千円；平成

29 年；2,859 千円：(株)保健科学研究所 
2） 原 明：病理診断のコンサルタント：平成 27 年度；693 千円；平成 28 年度；580 千円；平成 29 年；

585 千円：(株)東海細胞研究所 
3） 原 明：病理診断のセカンドオピニオン；平成 27 年度；3,720 千円；平成 28 年度；4,280 千円；平

成 29 年度；4,335 千円：各医療機関 
4） 宮崎龍彦：難治性血管炎ゲノムマーカーの同定と評価および血管炎の疾患活動性や治療反応性の指

標となる病理学的所見の抽出とそれを用いた病気分類法の開発ならびに評価；平成 27 年度：300 千

円；平成 28 年度：300 千円；平成 29 年度：300 千円：日本医療研究開発機構(AMED) 
5） 宮崎龍彦：SAMIT 試験「漿膜浸潤胃癌症例を対象とした術後補助化学療法の Factorial Design によ

るランダム比較試験：フッ化ピリミジン単独と Paclitaxel→フッ化ピリミジン逐次併用の比較およ

び UFT と TS-1 の比較」バイオマーカー付随研究；平成 27 年度；102 千円：胃癌補助療法研究グ

ループ(SAMIT) ,疫学臨床試験研究支援機構 
6） 宮崎龍彦：MK-3475 (177 試験)の第Ⅲ相臨床試験；平成 29 年度；108 千円：MSD 株式会社 
 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
原 明： 
1） 日本病理学会学術評議員(～現在) 
2） 日本癌学会評議員(～現在) 
3） 日本再生医療学会評議員(～現在) 
 
宮崎龍彦： 
1） 日本病理学会学術評議員(～現在) 
2） 日本病理学会中部支部幹事(平成 28 年 4 月～現在) 
3） 日本病理学会岐阜県代表幹事(平成 28 年 4 月～現在) 
4） 日本臨床細胞学会岐阜県支部幹事(平成 26 年 4 月～現在) 
5） 日本臨床細胞学会東海連合会幹事(平成 29 年 4 月～現在) 
6） 日本血管病理研究会世話人(平成 24 年 10 月～現在) 
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7） 膠原病フォーラム世話人(平成 22 年 7 月～現在) 
8） 岐阜県脳腫瘍研究会世話人(平成 25 年 10 月～現在) 
9） 浜松皮膚病理研究会世話人(平成 29 年 2 月～現在) 

10） 東海小児腫瘍研究会世話人(平成 29 年 10 月～現在) 

2）学会開催 
宮崎龍彦： 
1） 第 2 回岐阜県臨床細胞学会総会(平成 27 年 1 月 24 日) 
2） 第 5 回岐阜県臨床細胞学会例会(平成 27 年 7 月 25 日) 
3） 第 6 回岐阜県臨床細胞学会例会(平成 27 年 10 月 3 日) 
4） 第３回岐阜県臨床細胞学会総会(平成 28 年 1 月 23 日) 
5） 第 7 回岐阜県臨床細胞学会例会(平成 28 年 7 月 23 日) 
6） 第 10 回病理夏の学校 in Gifu (平成 28 年 8 月 20-21 日) 
7） 第 8 回岐阜県臨床細胞学会例会(平成 28 年 10 月 1 日) 
8） 第 4 回岐阜県臨床細胞学会総会(平成 29 年 1 月 29 日) 
9） 第 9 回岐阜県臨床細胞学会例会(平成 29 年 7 月 29 日) 

10） 第 10 回岐阜県臨床細胞学会例会(平成 29 年 10 月 7 日) 

3）学術雑誌 
原 明： 
1） Journal of Oncology；Editorial Board(～現在) 
2） ISRN Pathology；Editorial Board(～現在) 
3） International Journal of Neurology Research；Editorial Board(～現在) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
 
宮崎龍彦： 
1） 第 105 回日本病理学会総会(平成 28 年 5 月, 仙台, シンポジウム「血管炎の病理学」「血管炎の組織

学的診断マーカーの探索」演者) 
2） 第 105 回日本病理学会総会(平成 28 年 5 月, 仙台, シンポジウム「遺伝子組換えから病態へのアプロ

ーチ」「自己免疫病モデル組換え近交系マウスを用いた疾患感受性因子の解析」演者) 
3） 第 29 回北海道腎フォーラム (平成 28 年 7 月, 札幌, 特別講演「膠原病モデル組換え近交系マウスを

用いた全身性血管炎・糸球体腎炎病態と感受性因子の解析」演者) 
4） 第 21 回日本血管病理研究会(平成 28 年 10 月, 三鷹市, シンポジウム「血管炎の実験動物モデル」座

長) 
5） 第 41 回組織細胞化学講習会 (日本組織細胞化学会)(平成 28 年 8 月，仙台, 「組織の固定について モ

デル動物の最適な固定法をもとめて」, 講師)  
6） 第 106 回日本病理学会総会(平成 29 年 4 月, 東京, 一般口演 34「自己免疫疾患」，座長) 
7） 第 106 回日本病理学会総会(平成 29 年 4 月, 東京, ポスター発表 7「循環器 3」, 座長) 
8） 第 22 回日本血管病理研究会(平成 29 年 11 月, 東京, ワークショップ「川崎病」，座長) 
9） 第 42 回組織細胞化学講習会(日本組織細胞化学会)(平成 29 年 8 月，前橋，「組織の固定について～モ

デル動物の最適な固定法をもとめて～」，講師) 
10） 第 53 回日本組織細胞化学会総会・学術集会(平成 29 年 9 月，東温市，一般講演「がん・組織診断」

座長) 
 
原 明： 
1） 第 104 回 日本病理学会総会(平成 27 年 5 月, 名古屋, 若手研究者教育レクチャー「エピジェネティ

クス入門」座長) 
2） 第 54 回 日本臨床細胞学会秋期大会(平成 27 年 11 月, 名古屋, 要望講演「iPS 細胞作製技術を用い

たがん研究」座長) 
 

－400－



 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
原 明： 
1） 岐阜県成人病診断管理指導協議会がん登録評価部会委員(～現在) 
 
波多野裕一郎： 
1） 岐阜県生活習慣病健診指導審議会委員(子宮がん部会)(～現在) 

10．報告書 
なし 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 

病理診断業務に忙しい中，コンスタントに研究を進め，72 報の英語原著論文，4 報の英語総説論文，

25 報の和文原著論文に参画，１報の和文総説論文，２冊の欧文著書，教科書を含む６冊の和文著書を執

筆した。大学院生の学位取得にも貢献できた。また，宮崎は自己免疫疾患，特に全身性血管炎症候群の

専門家として認知され，総説の執筆や依頼原稿，講演依頼を受け，厚生労働省科学研究費補助金 (難治

性疾患等政策研究事業 (難治性疾患政策研究事業))：難治性血管炎に関する調査研究の班員として活動し，

AMED の開発委託も受けている。また、ANCA 関連血管炎のガイドライン改訂，難治性血管炎診療ガイ

ドラインの改訂にも参画している。また，文部科学省科学研究費補助金，新学術領域・『学術研究支援基

盤形成』：先端モデル動物支援プラットフォームの病理支援班メンバーとして活動し，外部資金を受け入

れて他大学の研究支援を通した共同研究にも積極的に取り組んでいる。 
研究の成果としては、界面活性剤二重膜によるナノベシクルを用いた drug delivery system に関する

発明で特許を取得した。さらに，ドイツ国立癌研究所(細胞分子病理学分野)，ハイデルベルク大学(免疫

学分野)との共同研究も進捗しており，2017 年度には共著で Kidney International 誌に論文を発表して

おり，研究に関しても充実していると考える。さらに、積極的に治験を受け入れ，臨床講座が受託した

治験への協力も年間で５０事案(数百症例)程度行っている。また，日本組織細胞化学会主宰の組織細胞化

学講習会では，宮崎が２年連続で講師をつとめ、さらに来年度もすでに講演予定である。さらに、日本

病理学会，日本臨床細胞学会，日本血管病理研究会では幹事を務め，特に日本血管病理研究会では中心

的役割を果たすようになっている。さらに 2018 年度には日本血管炎病因・病態研究会という新たな学

会・研究会を立ち上げ，その世話人としても活動する予定である。 
 
現状の問題点及びその対応策 

病理診断業務の負担が大きく，研究に十分な時間が割けないことが一つ目の問題点として挙げられる。

研究補助を行う非常勤職員の雇用により対応を図っている。また，病理部内には十分な研究スペースが

とれないことも問題点である。これは，腫瘍病理学分野，形態機能病理学分野との共同研究，動物実験

施設のレンタルラボ (机) を借りることにより現時点では対応可能である。また，マウス感染に伴うクリ

ーンアップはほぼ完了した。これらに要した資金のため研究費が必ずしも十分ではない。新たに民間の

研究補助金 (成人血管病研究振興財団) および AMED 開発委託，文部科学省科学研究費補助金および寄

付金を得て，来年度も必要最低限の研究費は確保できた。 
一方で，病理医を目指す若手の入局が相次ぎ，診断・研究を遂行する場所が極めて手狭となり，面積

拡充が必須な状態となった。病理部近傍の使われていなかった廊下のスペースを有効利用するなどして、

診断・研究スペースの確保を図ったが，未だに絶対的な面積不足に悩まされている。さらに癌ゲノム医

療が業務となった場合には、絶対的な面積不足が生じることが危惧される。病理部北側テラス部分への

面積拡充を現実的な問題として検討する必要が生じるものと考える。 
 
今後の展望 

今後も病理診断と研究のバランスをしっかりとりながら，臨床研究，基礎研究を展開していきたい。
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また，研究マインドを持った若手医師の育成にもこれらの研究を活かしていくことを考える。 
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（3）地域医療医学センター 

1．研究の概要 
以下の各項目について研究を進めている。 

(1) 地域連携に基づく医療の質改善に関する研究 
H24 年度診療報酬改定「感染防止対策加算」による地域連携に基づく，院内感染の改善度調査および

特定の地域での予防接種の効果に関する臨床疫学研究：生体支援センターと連携。岐阜県内加算全 58 病

院からのデータ収集継続中。 
(2) 地域医療実態調査研究 

中長期的な医療ニーズと適正な医師配置の根拠となるデータを収集し，提言する (岐阜県全体と，特定

の圏域における調査，診療科別分析も含めて)。岐阜県健康福祉部地域医療推進課および岐阜県病院協会

等を通じてデータ収集・分析中。 
(3) 修学資金制度と岐阜県医師育成・確保コンソーシアムのアウトカム評価研究 
医師育成・確保に与える効果と今後の制度・体制の見直し 

(4) 医師の就労環境改善に関する研究 
とくに女性医師就労支援の取り組みや勤務環境改善によって病院経営に与える影響についての調査研

究 
(5) 地域基盤型教育の充実 

多職種連携教育：IPE(Interprofessional Education)カリキュラム開発 

2．名簿 
教授： 
助教： 
助教： 

村上 啓雄 
操 奈美 
白木 育美 

Nobuo  Murakami 
Nami  Misao 
Ikumi  Shiraki 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 村上啓雄(編集責任者, 策定作業部会委員長). 国公立大学附属病院感染対策協議会編, 病院感染対策ガイ  

ドライン 改訂第 2 版, 東京：じほう；2015 年. 
2） 村上啓雄, 西村佳代子(分担執筆). 慢性閉塞性肺疾患(COPD)「疾患概要」：加藤昌彦編. 医師が知っておき

たい外来で役立つ栄養・食事のポイント, 東京：文光堂；2015 年：142－146. 
3） 村上啓雄, 西村佳代子(分担執筆). 慢性閉塞性肺疾患(COPD)「栄養・食事療法の実際」：加藤昌彦編. 医師

が知っておきたい外来で役立つ栄養・食事のポイント, 東京：文光堂；2015 年：147－153. 
4） 村上啓雄(分担執筆). 「国立大学附属病院感染対策協議会 病院感染対策ガイドライン(医科) 改訂第 4

版」：大久保憲編. はやわかりレビュー！感染対策に必要なガイドラインこれだけは！, 大阪：メディカ出

版；2015 年：21－29. 
5） 一山 智, 村上啓雄, 大友陽子, 西山宏幸(座談会記録). 「アウトブレイク対応と病院の危機管理」Bio Scan 

Fresh and Future, 東京：エルムコム/エルゼビア・ジャパン；2015 年：2－8. 
6） 村上啓雄, 大曲貴夫(分担執筆).「総論 9．医療関連感染とチーム医療」：操 華子編. 感染管理・感染症看

護テキスト, 東京：照林社；2015 年：26－28. 
7） 村上啓雄(編著). 編集にあたって：職種別タスク一覧表つき！ 感染対策チームの全仕事まる見えタスクフ

ァイル, 大阪：メディカ出版：2015 年：3. 
8） 村上啓雄(編著). 総論 ICT 活動とは：職種別タスク一覧表つき！ 感染対策チームの全仕事まる見えタス

クファイル, 大阪：メディカ出版：2015 年：9－10. 
9） 村上啓雄(編著). コラム 01 感染防止対策加算の使い道：職種別タスク一覧表つき！ 感染対策チームの

全仕事まる見えタスクファイル, 大阪：メディカ出版：2015 年：46－47. 
10） 村上啓雄(編著). コラム 10 保健所との日ごろの付き合い方：職種別タスク一覧表つき！ 感染対策チー

ムの全仕事まる見えタスクファイル, 大阪：メディカ出版：2015 年：232. 
11） 村上啓雄(編著). 第 6 章 地域連携・近隣施設のサポート 01 感染防止対策加算を通じた連携：職種別タ

スク一覧表つき！ 感染対策チームの全仕事まる見えタスクファイル, 大阪：メディカ出版：2015 年：234
－241. 

12） 村上啓雄(編著). 第 6 章 地域連携・近隣施設のサポート 02 中小医療機関のサポート－行政機関や保健

所との連携を含めて－：職種別タスク一覧表つき！ 感染対策チームの全仕事まる見えタスクファイル, 大
阪：メディカ出版：2015 年：242－248. 

13） 村上啓雄(編著). 第 6 章 地域連携・近隣施設のサポート 03 その他の連携－在宅医療・介護老人保健施

設等のサポート－：職種別タスク一覧表つき！ 感染対策チームの全仕事まる見えタスクファイル，大阪：

メディカ出版：2015 年：249－252. 
14） 渡邉珠代, 村上啓雄(分担執筆). 門脇 孝, 小室一成, 宮地良樹 監修. Ⅰ 感染症 11．感染性腸炎」日常
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診療に活かす診療ガイドラ UP-TO-DATE 2016－2017, 大阪：メディカルレビﾕー社；2016 年：69－73. 
15） 丹羽 隆, 村上啓雄.「第 2 章 年間を通じて行おう！ いつでも大切！ To Do リスト①－② 抗菌薬の

適正使用への取り組み」やり忘れ＋うっかりを防ぐ！ 感染対策 To Do リスト、大阪：メディカ出版：

2017 年：32－36． 
16） 村上啓雄. 松本哲也編. Part Ⅴ ESBL 産生菌の感染対策 3 介護施設における感染対策のポイント」こ

れだけはしっておきたい 日常診療で遭遇する耐性菌 ESBL 産生菌 診断・治療・感染対策、大阪：医

薬ジャーナル社：2017 年：179－190． 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
1） 村上啓雄.身近なヘルスケア② 冬場の感染対策－インフルエンザのノロウイルス」, 経済月報 2015 年；

28(11)：22－23. 
2） 丹羽 隆, 村上啓雄, 伊藤善規： アウトブレイク発生?! なんの消毒薬をどう使う?!「メチシリン耐性黄色

ブドウ球菌」, 薬局 2016 年；67(2)：248－250. 
3） 村上啓雄．Patient Safety と医療関連感染制御, 臨床病理 2016 年；64(3), 345－354.  
4） 村上啓雄．感染症ガイドラインのすべて Ⅶその他, 主要学会 6．国公立大学附属病院感染対策協議会病

院感染対策ガイドライン」, 化学療法の領域 2016 年；32(S-1), 863－870. 
5） 鈴木智之, 村上啓雄．感染制御と医療経済；医療関連感染対策の経済学的評価」, 丸石感染対策ニュース

2016 年；AUG No.4, 3－5. 
6） 村上啓雄． 国公立大学附属病院感染対策協議会病院感染対策ガイドライン第 4 版(改訂第 2 版)」, 

CARLISLE 2016 年；21(2), 1－3. 
7） 上啓雄．巻頭言 Antimicrobial Stewardship Program 推進のために, 化学療法の領域 2017 年；33(3)；

15. 
8） 村上啓雄．質疑応答 Pro⇔Pro プロからプロへ 地域における薬剤耐性菌への対策の取り組み, 週刊日本医

事新報 2017 年；No.4585；63. 

 
 

総説（欧文） 
1） なし 
 

原著（和文） 
1） 中山麻美, 大瀧博文, 大楠清文, 米玉利準, 白井菜月, 丹羽麻由美, 太田浩敏, 古田伸行, 渡邉珠代, 兼村信

宏, 伊藤弘康, 村上啓雄, 清島 満. クロモアガーオリエンタシオン/ESBL 分画培地を用いたグラム陰性

桿菌の簡易同定アルゴリズムと ESBL 産生菌の効率的な検出法の評価：質量分析法との同定制度の比較と

費用対効果を含めた検討, 日本臨床微生物学雑誌 2015 年；25 巻：40－49.  
2） 丹羽 隆, 渡邉珠代, 村上啓雄. 医師と連携した抗菌薬の適正使用. ICT レベルアップ特集 1 月号：おしえ

て！感染対策チーム薬剤師の活動, INFECTION CONTROL 2015 年；24 巻：81－83. 
3） 渡邉珠代, 丹羽 隆, 土屋麻由美, 外海有規, 太田浩敏, 村上啓雄. 岐阜県内感染防止対策加算算定全病院

での感染対策活動に関するサーベイランス結果報告, 環境感染誌 2015 年；30 巻：44－55. 
4） 鈴木智之, 土屋麻由美, 丹羽 隆, 渡邉珠代, 太田浩敏, 深尾亜由美, 藤本修平, 村上啓雄. 当院における

MRSA 感染制御活動の経済的評価に関する検討 環境感染誌 2015 年；30 巻：91－96. 
5） 小池竜司, 小野和代, 八木哲也, 村上啓雄. TOPIC prompt report 国公立大学医学部附属病院感染対策協

議会‐第 16 回総会の概要と注目トピック‐, INFECTION CONTROL 2015 年；24 巻：554－557. 
6） 村上啓雄, 渡邉珠代, 深尾亜由美, 土屋麻由美, 丹羽 隆, 太田浩敏, 中山麻美, 河合直樹. 地域における

連携の実際 今月の特集② 感染制御と連携－検査部門はどのようにかかわっていくべきか, 臨床検査 

2015 年；59 巻：348－355. 
7） 渡邉珠代, 村上啓雄. 感染防止対策加算による医療連携が微生物検査に与えた影響. 臨床微生物検査の現

状分析と将来展望 23－患者さん中心の医療を実現するために－, モダンメディア 2015 年；61 巻：148
－158. 

8） 西城卓也, 大江直行, 池田貴英, 牛越博昭, 白橋幸洋, 高杉信寛, 松橋延壽, 矢野竜一朗, 渡邉珠代, 鈴木康

之. 国際認証の時代における臨床系教員養成のあり方：マギル大学での臨床教育研修プログラムの事例検

討, 医学教育 2015 年；46 巻：69－77. 
9） 佐藤明日海, 北村 悠, 長瀬 大, 水野敬吾, 今福輪太郎, 村上啓雄, 西城卓也. 地域枠及び一般枠医学生

の地域医療に対する認識の比較調査, 医学教育 2015 年；46(5)：419－424.  
10） 中山麻美, 大瀧博文, 大楠清文, 米玉利華, 白井菜月, 丹羽麻由美, 太田浩敏, 古田伸行, 渡邉珠代, 兼村信

宏, 伊藤弘康, 村上啓雄, 清島 満. クロモアガーオリエンタシオン/ESBL 分画培地を用いたグラム陰性

桿菌の簡易同定アルゴリズムと ESBL 産生菌の効率的な検出法の評価：質量分析法との同定制度の比較と

費用対効果を含めた検討, 日本臨床微生物学雑誌 2015 年；25(4)：40－49. 
11） 熊田恵介, 村上啓雄, 豊田 泉, 小倉真治, 福田充宏. 高度救命救急センターにおけるインシデント報告の

現状と気管切開事例に係る安全管理対策の効果, JJAMM(日救急医会誌) 2016 年；27：8－14. 
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12） 操 奈美, 白木育美, 森光華澄, 清島真理子, 村上啓雄. 岐阜大学医学部附属病院における, 仕事と育児の

両立支援に関するアンケート調査の結果報告, 月刊地域医学 2016 年；30(8)：656－665. 
13） 丹羽隆, 村上啓雄.「Antimicrobial stewardship 活動の実際 今月の特集 2 Antimicrobial stewardship

臨床検査 2017 年；61(1)：70－74. 
14） 中井將仁, 操奈美, 白木育美, 森光華澄, 西城卓也, 土屋邦洋, 市橋亮一, 村上啓雄. 活動報告 岐阜大学医

学部医学科テュトーリアル選択配属・地域配属実習を受けて ,月刊地域医学 2017；31(2)；114－120. 
15） 熊田恵介, 村上啓雄, 吉田 実, 豊田 泉, 小倉真治, 福田充宏. 調査・報告温泉地域における入浴関連救

急搬送事例の検討 地域特性からみた救急支援のあり方, 日臨救急医会誌 2017 年；20(1)；18－22. 
16） 安江智雄, 田辺正樹, 村上啓雄. 地域のパンデミックプランニング 次の新型インフルエンザ発生に備え

る！！－地域における医療体制の構築を目指した地方自治体の取組み－, インフルエンザ 2017 年；

18(2)；115－118. 
 
 

原著（欧文） 
1） Kumada K, Tamai S, Murakami N, Toyoda I, Ogura S, Fukuda A. Safety Management of 

Tracheostomies: An Analysis of Early Complications. J of Medical Safety. 2015:160-164. 
2） Niwa T, Watanabe T, Suzuki K, Hayashi H, Ohta H, Nakayama A, Tsuchiya M, Yasuda K, Murakami 

N, Itoh Y. Early optimization of antimicrobial therapy improves clinical outcomes of patients 
administered agents targeting methicillin-resistant Staphylococcus aureus .J of Clinical Pharmacy 
and Therapeutics. 2016;41,19-25.  CS 1.79  

3） Niwa T, Watanabe T, Goto T, Ohta H, Nakayama A, Suzuki K, Shinoda Y, Tsuchiya M, Yasuda K, 
Murakami N, Yoshinori Itoh．Daily Review of Antimicrobial Use Facilitates the Early Optimization of 
Antimicrobial Therapy and Improves Clinical Outcomes of Patients with Bloodstream Infections.Biol 
Pharm Bull 2016;39,721-727.  CS 1.79 

4） Kumada K, Murakami N, Okada H, Toyoda I, Ogura S, Kondo H, Fukuda A：Rare central venous 
catheter malposition－an ultrasound-guided approach would be helpful: a case report  J of Medical 
Case Report 2016;10,248-251.  CS 0.63 

5） Nakamura N, Hara T, Ninomiya S, Shibata Y, Matsumoto T, Nakmura H, Kitagawa J, Nannya Y, 
Shimizu M, Murakami N, Tsurumi H ： Garenoxacin Prophylaxis for Febrile Neutropenia after 
Chemotherapy in Hematological Malignancies.Open Journal of Internal Medicine(OJIM) 
2016;6,128-138. 

6） Muraki Y, Yagi T, Tsuji Y, Nishimura N, Tanabe M, Niwa T, Watanabe T, Fujimoto S, Takayama K,  
Murakami N, Okuda M： Japanese antimicrobial consumption surveillance: First report on oral and 
parenteral  antimicrobial consumption in Japan(2009-2013). Journal of Global Antimicrobial 
Resistance 2016:7,19-23.  CS 1.01 

7） Yoshida S, Suzuki K, Suzuki A, Okada H, Niwa T, Kobayashi R, Murakami N, Ogura S, Itoh Y.「Risk 
factors for the failure of treatment of Pseudomonas aeruginosa bacteremia  in critically ill patients」
Pharmazie 2017;72:428-432. CS 1.28 

8） Yoshida S, Suzuki A, Ohmori T, Niwa T, Okada H, Suzuki K, Kobayashi R, Doi T, Kitaichi K, Matuura 
K, Murakami N, Ogura S and Itoh Y. A simplified chart for determining the initial loading dose of 
teicoplanin in critically ill patients. Pharmazie. 2017;72:53-57. CS 1.28 

9） Harada S, Suzuki A, Nishida S, Kobayashi R, Tamai S, Kumada K, Murakami N,  Itoh Y. Reduction 
of medication errors related to sliding scale insulin by introduction of a standardized order sheet. 
Journal of Evaluation in Clinical Practice.2017;23:582-585. CS 1.31 

研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：八木哲也(名古屋大学医学部), 研究分担者：村上啓雄；厚生労働科学研究費補助金 新

型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業：医療機関におけるインフルエンザ感染対策の研究；

平成 25－27 年度(3 年計画予定)；1,620 千円(900：400：320 千円) 
2） 研究代表者：荒川宜親(名古屋大学医学部), 研究分担者：村上啓雄,馬場尚志,太田浩敏；厚生労働科

学研究費補助金：在宅医療患者等における多剤耐性菌の分離率及び分子疫学解析：平成 27－29 年度

(3 年計画予定)；500：300 千円 
3） 研究代表者：八木哲也(名古屋大学医学部), 研究分担者：村上啓雄；「地域連携に基づいた医療機関

等における薬剤耐性菌の感染制御に関する研究；介護施設における薬剤耐性菌対策についての研

究；平成 28－30 年度(3 年計画予定)；350:250 千円 

2）受託研究 
1） 村上啓雄, 馬場尚志, 深尾亜由美：院内感染対策研究事業(平成 17 年度～)；平成 17－29 年度；8,559

千円(993：500：500：500：500：500：500：500：800：800：822：822：822 千円)：岐阜県健康
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福祉部医療整備課受託研究費 
2） 村上啓雄, 馬場尚志, 寺本貴英, 大西秀典：岐阜県予防接種センター委託事業(平成 20 年度～)；平成

20－29 年度；10,400 千円(1,000：1,000：1,000：1,000：1,000：1,080：1,080：1,080：1,080：1,080
千円)：岐阜県健康福祉部保健医療課受託研究費 

3）共同研究 
1） 村上啓雄：国立大学医学部附属病院共通ソフト“感染症管理システム”を用いた全自動全面電子化

医療関連感染サーベイランスに関する研究；平成 12 年～現在；0 円：群馬大学 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
村上啓雄： 
1） 日本感染症学会評議員(平成 13 年度～現在) 
2） 日本感染症学会中日本地方会理事(平成 28 年～現在) 
3） 日本環境感染学会評議員(平成 18 年度～現在) 
4） 日本病態栄養学会評議員(平成 17 年度～現在) 
5） 日本病態栄養学会監事(平成 27 年度～平成 28 年度) 
6） 日本病態栄養学会理事(平成 29 年度～現在) 
6） 日本病態栄養学会 NST 委員会委員長(平成 25 年度～現在) 
7） 日本内科学会東海支部評議員(平成 12 年度～現在) 
8） 日本口腔ケア学会評議員(平成 28 年～現在) 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
村上啓雄： 
1） 日本病態栄養学会 NST セミナー(平成 27 年 1 月, 京都, 招待講演「4.補助食品 5.経腸栄養の種類, 

投与ルート, 管理 6.経腸栄養の合併症対策, 演習 3 症例による検討, NST 実技講習会」ファシリテ

ーター) 
2） 第 18 回日本病態栄養学会年次学術集会(平成 27 年 1 月, 京都, 教育講演「感染と栄養」座長) 
3） 第 27 回日本臨床微生物学会総会(平成 27 年 1 月, 東京, WS4「2DCM‐web ワークショップです。

JANIS 検査部門参加中, 参加予定の皆さん, 是非のぞいてみてください。」コーディネーター) 
4） 第 30 回日本環境感染学会総会(平成 27 年 2 月, 神戸, シンポジウム 1「次世代の人材育成を考慮し

た感染制御」座長) 
5） 第 30 回日本環境感染学会総会・学術集会(平成 27 年 2 月, 神戸, WS3「JANIS 検査部門の 2DCM

の体験 WS」コーディネーター) 
6） 第 6 回東海 ICD アカデミー(平成 27 年 4 月, 名古屋, シンポジウム「血流感染対策」シンポジスト) 
7） 第 89 回日本感染症学会総会(平成 26 年 4 月, 京都, シンポジウム 1「病院感染症医の必要性」座長) 
8） 日本病態栄養学会 NST セミナー(平成 27 年 6 月, 東京, 招待講演「4.補助食品 5.経腸栄養の種類，

投与ルート，管理 6.経腸栄養の合併症対策，演習 3 症例による検討，NST 実技講習会」ファシリ

テーター) 
9） 日本病態栄養学会 NST セミナー(平成 27 年 7 月, 大阪, 招待講演「4.補助食品 5.経腸栄養の種類，

投与ルート，管理 6.経腸栄養の合併症対策，演習 3 症例による検討，NST 実技講習会」ファシリ

テーター) 
10） 医療安全教育セミナー(上級編)2015 国際リスクマネジメント学会主催 (平成 27 年 10 月, 東京, シ

ンポジウム「医療事故の病院対応の現状と未来」司会およびシンポジスト) 
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11） 第 85 回日本感染症学会西日本地方会学術集会, 第 58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会, 第
63 回日本化学療法学会西日本支部総会(平成 27 年 10 月, 奈良, 特別講演 2「感染制御と感染症学」

演者) 
12） 第 7 回東海 ICD アカデミー(平成 27 年 11 月, 名古屋, シンポジウム「MRSA 保菌者対策」コメンタ

ーター) 
13） 第 62 回日本臨床検査医学学術集会(平成 27 年 11 月, 岐阜, 特別講演「感染対策から医療安全を考え

る」演者) 
14） 第 28 回日本外科感染症学会総会 ICD 講習会(平成 27 年 12 月, 名古屋, 講演「ノロウイルスによる

感染性胃腸炎と対策」演者) 
15） 平成 27 年度厚生労働省院内感染対策講習会①，③(平成 27 年 12 月, 神戸, パネルディスカッション

「院内感染対策のシステム化・連携」「地域における感染対策のネットワーク」演者) 
16） 平成 27 年度厚生労働省院内感染対策講習会(平成 27 年 12 月, 奈良, パネルディスカッション「アウ

トブレイク対応の実際と地域ネットワーク・地域連携」演者) 
17） 第 27 回日本臨床微生物学会総会(平成 28 年 1 月, 仙台, WS 10「JANIS 検査部門 2DCM‐web

体験・相談 ワークショップ」コーディネーター藤本修平 八束眞一 本間操 宮木祐輝 茂籠邦

彦 岩崎澄央 大瀧博文 山田貴子 大石貴幸 勝見真琴 柴山恵吾 荒川宜親 八木哲也 村上

啓雄 富田治芳 遠藤敏尚 飯島秀弥 
18） 日本病態栄養学会 NST セミナー(平成 28 年 1 月, 横浜, 招待講演「4.補助食品 5.経腸栄養の種類, 

投与ルート, 管理 6.経腸栄養の合併症対策, 演習 3 症例による検討, NST 実技講習会」ファシリテ

ーター) 
19） 第 19 回日本病態栄養学会年次学術集会(平成 28 年 1 月, 横浜, 教育講演 3「トランス脂肪酸」座長) 
20） 第 19 回日本病態栄養学会年次学術集会(平成 28 年 1 月, 横浜, NST メディカルスタッフセッション

(初級編) 「静脈栄養の基本」座長) 
21） 第 31 回日本環境感染学会総会・学術集会(平成 28 年 2 月, 京都, ランチョンセミナー(LS 8)「地域

連携による感染制御力向上の取組み」演者) 
22） 第 31 回日本環境感染学会総会・学術集会(平成 28 年 2 月, 京都, シンポジウム 6 テーマ：行政も

含めた感染制御の地域連携「感染制御の連携における今後の展望」演者) 
23） 第 31 回日本環境感染学会総会・学術集会(平成 28 年 2 月, 京都, 特別講演 4「国公立大学附属病院

感染対策協議会の活動を通じての我が国の感染対策の推進」演者) 
24） 第 90 回日本感染症学会総会・学術講演会(平成 28 年 4 月, 仙台, 「一般演題 疫学」座長) 
25） 第 5 回日本感染管理ネットワーク(ICNJ)学会学術集会・第 14 回総会(平成 28 年 5 月, 大分, シンポ

ジウム 1 日本のサーベイランスシステム 現状と展望－ICN は何を求め, 何を担うのか－「国公立

大学附属病院感染対策協議会の統一サーベイランスについて」鍋谷佳子 渡邉都貴子 田邊嘉也 

高倉俊二 村上啓雄 
26） H28 年度日本病態栄養学会 NST セミナー(平成 28 年 7 月, 東京, 招待講演「4.補助食品 5.経腸栄

養の種類, 投与ルート, 管理 6.経腸栄養の合併症対策」ファシリテーター) 
27） 第 86 回日本感染症学会西日本地方学術集会 第 59 回日本感染症学会中日本地方会学術集会第 64

回日本化学療法学会西日本支部総会 (平成 28 年 11 月 , 沖縄 , ランチョンセミナー (LS)
「Antimicrobial Stewardship Program のアウトカム」講演) 

28） 第 86 回日本感染症学会西日本地方会学術集会 第 59 回日本感染症学会中日本地方会学術集会第 64
回日本化学療法学会西日本支部総会(平成 28 年 11 月, 沖縄, ワークショップ「薬剤師は病院感染症

診療のどこまでコミットできるか」座長) 
29） 第 8 回東海 ICD アカデミー(平成 28 年 11 月, 名古屋, シンポジウム「MRSA 保菌者対策」コメンタ

ーター) 
30） 日本外科感染症学会 第 29 回学術集会(平成 28 年 11 月, 東京, 特別企画：JANIS サーベイランス

データのさらなる活用「JANIS 検査部門データ活用の現状と今後．2DCM-web と RICSS で AMR
と戦う」藤本修平, 村上啓雄, 柴山恵吾, 八木哲也, 荒川宜親) 

31） 平成 28 年度厚生労働省院内感染対策講習会②(平成 28 年 12 月, 奈良, パネルディスカッション「多

剤耐性菌検出時の ICT による介入ならびにアウトブレイク対応の実際」演者) 
32） 第 20 回日本病態栄養学会年次学術集会(平成 29 年 1 月, 京都, 教育講演 9「感染制御と栄養管理」

演者) 
33） 第 20 回日本病態栄養学会年次学術集会(平成 29 年 1 月, 京都, NST スキルアップ講習会「NST 多職

種メンバーに期待するもの」座長) 
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34） 第 63 回医学教育セミナーとワークショップ(平成 29 年 1 月, 岐阜, セミナー講演「The 地域枠学生

の育て方～卒後のキャリア支援を見据えて～」演者) 
35） 第 63 回医学教育セミナーとワークショップ(平成 29 年 1 月, 岐阜, WS-2「卒後キャリア支援を見据

えた地域枠学生の育て方」ファシリテーター 前田隆浩 長谷川仁志 阿波谷敏英 片岡義裕 村

上啓雄) 
36） 第 32 回日本環境感染学会総会・学術集会(平成 29 年 2 月, 神戸, 教育講演 3「国公立大学附属病院

感染対策協議会の社会貢献と今後の課題」演者) 
37） H29 年度日本病態栄養学会 NST セミナー(平成 29 年 7 月, 東京, 講義：4.補助食品 5.経腸栄養の

種類、投与ルート、管理 6.経腸栄養の合併症対策」ファシリテータ－) 
38） 第 49 日本医学教育学会大会(平成 29 年 8 月, 札幌, シンポジスト「地域参加型医学教育の方略と評

価」岐阜大学の地域医療教育の取組」岡山雅信 白鳥正典 村上啓雄 井上和男) 
39） 第 54 回日本細菌学会中部支部総会・学術集会(平成 29 年 10 月, 名古屋, パネル・ディスカッション

「日本細菌学会再活性化のための提言」パネリスト 飯沼由嗣 八木哲也 村上啓雄 
40） 第26回日本口腔感染症学会(平成29年11月, 愛知, ICD講習会 テーマ「チーム医療院内感染対策」

連携・ネットワーク構築による地域感染制御強化の取り組み 演者) 
41） 平成 29 年度厚生労働省院内感染対策講習会③(平成 29 年 12 月, 奈良, 講演「アウトブレイクとその

対応」演者) 
 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
村上啓雄： 
1） 国公立大学医学部附属病院感染対策協議会委員(平成 12 年度～現在) 
2） 同協議会会長(平成 26 年度～現在) 
3） 厚生労働省院内感染対策サーベイランス運営会議構成員(平成 24 年度～現在) 
4） 厚生労働省院内感染対策中央会議構成員(平成 28 年～現在) 
5） 岐阜地方裁判所専門員(平成 16 年度～現在) 
6） 岐阜県感染症予防委員会情報対策部会解析小委員会委員(平成 11 年度～現在) 
7） 岐阜県感染症予防委員会予防接種部会委員(平成 20 年度～現在) 
8） 岐阜県予防接種健康被害調査専門医師集団専門医師(平成 16 年度～現在) 
9） 岐阜県院内感染対策協議会委員(平成 18 年度～現在) 

10） 岐阜県院内感染対策相談窓口回答者(平成 17 年度～現在) 
11） 岐阜県新型インフルエンザ対策委員会委員長(平成 20 年度～現在) 
12） (社)地域医療振興協会シニアプログラム「地域医療のすすめ」専門指導医(平成 21 年度～現在) 
13） 岐阜県へき地地域医療対策委員会委員(平成 21 年度～現在) 
14） 岐阜県立病院医療事故検討会委員(平成 22 年度～現在) 
15） 郡上市地域医療確保検討委員会委員(平成 22 年度～現在) 
16） 岐阜県医師育成・確保コンソーシアム企画調整委員会委員(平成 22 年度～現在) 
17） 岐阜県教職員保健審査委員(平成 26 年度～現在) 
18） 岐阜県在宅医療連携推進会議委員(平成 25 年度～現在) 
19） 岐阜県人権懇話会委員(平成 26 年度～現在) 
20） 愛知県立病院医療事故防止対策委員会委員(平成 26 年度～現在) 
21） 岐阜県動物由来感染症情報関連体制整備検討会メンバー(平成 26 年度～現在) 
22） メディカ出版 INFCTION CONTROL 編集委員(平成 27 年度～現在) 
22）全国地域医療教育協議会世話人(平成 27 年度～現在) 
23） 全国地域医療教育協議会世話人監事(平成 29 年度～現在) 
 

 

10．報告書 
1） 藤本修平, 村上啓雄, 八束眞一, 都倉昭彦, 輿石芳夫, 本間 操, 山下計太, 静野健一, 石黒信久, 岩
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崎澄央：院内感染対策の高精度化を目的とした電子システムの開発と応用に関する研究：厚生労働

科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業)「新たな薬剤耐性菌の耐性機構

の解明及び薬剤耐性菌のサーベイランスに関する研究」総合研究報告書：153－166 (平成 24～26 年

度) 
2） 渡邉珠代, 村上啓雄：インフルエンザ研究 わが国の医療機関におけるインフルエンザ対策の実態と

課題：厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業) 「医療機関に

おける感染制御に関する研究」総括・分担研究報告書：55－60 (平成 26 年度) 
3） 渡邉珠代, 村上啓雄：岐阜県内感染防止対策加算算定全施設におけるデータ月例収集とフィードバッ

クによる感染制御レベル向上への取り組みとそのアウトカム：労働科学研究費補助金(地域医療基盤

開発推進研究事業) 「感染制御システムのさらなる向上を目指す研究／特に中小医療施設を対象とし

て」総括研究報告書：13－25(平成 26 年度) 
4） 渡邉珠代, 村上啓雄：岐阜県内感染防止対策加算算定全施設におけるデータ月例収集とフィードバッ

クによる感染制御レベル向上への取り組みとそのアウトカム：科学研究費補助金(地域医療基盤開発

推進研究事業)「感染制御システムのさらなる向上を目指す研究／特に中小医療施設を対象として」

総合研究報告書：33－49(平成 25～26 年度) 
5） 前田隆浩, 阿波谷敏英, 井口清太郎, 井上和男, 大脇哲洋, 岡山雅信, 梶井英治, 武内啓祐, 谷 憲治, 

長谷川仁志, 前田隆浩, 前野哲博, 村上啓雄, 三瀬順一：公益財団法人医学教育振興財団 H26 年度医

学教育研究・助成事業「地域医療教育に関する全国調査報告書」(平成 27 年 6 月) 
6） 柴山恵吾, 藤本修平, 村上啓雄, 八束眞一, 都倉昭彦, 輿石芳夫, 本間 操, 山下計太 静野健一, 石

黒信久, 岩崎澄央：新たな薬剤耐性菌の耐性機構の解明及び薬剤耐性菌のサーベイランスに関する研

究：厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業)総合研究報告書.
「院内感染対策の高精度化を目的とした電子システムの開発と応用に関する研究」153－166(平成

24～26 年度) 
7） 小林寛伊, 村上啓雄, 渡邉珠代：感染制御システムのさらなる向上を目指す研究／特に中小医療施設

を対象として」Ⅰ 地域支援ネットワーク構築の現状分析と今後のより効果的支援策にタ関する提

言. 厚生労働科学研究費補助金(地域医療基盤開発推進研究事業)「岐阜県内感染防止対策加算算定全

施設におけるデータ月例収集とフィードバックによる感染制御レベル向上への取り組みとそのアウ

トカム」総括研究報告書 13－25(平成 26 年度) 
 

11．報道 
1） 村上啓雄：感染症予防対策：FM わっち(2015 年 1 月 19 日) 
2） 村上啓雄：新しい事故調査制度と大学病院の役割：医療事故情報センターニュース(2015 年 3 月 1 日) 
3） 村上啓雄, 渡邉珠代：医療機関における季節性インフルエンザ対策の実態調査：NHK おはよう日

本(2015 年 4 月 16 日) 
4） 村上啓雄：岐阜の医療・医師確保～地域枠で若手育成：岐阜新聞オピニオン(2015 年 7 月 22 日) 
5） 操 奈美, 白木育美, 清島真理子, 村上啓雄：医療の現場学ぶ 岐阜大学キッズサマースクール開

催：読売新聞(2015 年 8 月 22 日) 
6） 操 奈美, 白木育美, 清島真理子, 村上啓雄：医療の使命 子供ら実感 岐阜大学医学部キッズサマ

ースクール開催：岐阜新聞(2015 年 8 月 22 日) 
7） 村上啓雄：ICD トップランナー Vol.2 No.1 監修 (塩野義製薬株式会社感染症薬適正使用推進室提

供)「耐性菌が検出されたらどう動くか－ルーチンワークで耐性菌に立ち向かう」(2016 年 3 月 1 日) 
8） 村上啓雄：ラジオ NIKKEI/インターネットライブ「感染症 TODAY」「地域連携による感染症対策, 感

染制御の強化」：日経ラジオ社東京(2016 年 7 月 14 日) 
9） 操 奈美, 白木育美, 森光華澄, 清島真理子, 村上啓雄：命救う親の仕事に関心を 岐阜大学医学部

キッズサマースクール開催：中日新聞(2016 年 8 月 23 日) 
10） 村上啓雄：外来診療における抗菌薬適正使用 岐阜県保険医新聞第(2017 年 1 月 10 日) 
11） 村上啓雄, 森川秀美, 土屋麻由美：内視鏡業務における眼への体液悲惨リスクとその対策： 

INFECTION CONTROL Interview (2017 年 2 月 1 日) 
12） 操 奈美, 白木育美, 森光華澄, 清島真理子, 村上啓雄：高齢者を疑似体験 岐阜大学医学部キッズ

サマースクール：中日新聞(2017 年 8 月 19 日) 
13） 村上啓雄：インフルエンザとノロ対策：NHK 岐阜(2017 年 12 月 13 日) 
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12．自己評価 
評価 

平成 19 年度に発足した地域医療医学センター (Center for Regional Medicine：CRM) の業務を継続

した。すなわち, 地域枠推薦入試, 岐阜県医学生修学資金受給学生指導・支援 (第 1 種；地域枠, 第 2 種

とも), 地域医療と触れ合う医学科カリキュラム, とくに M2－3 地域配属実習コーディネート, 初期臨床

研修における「CRM 地域医療研修」の運営, 岐阜県医師育成・確保コンソーシアムの運営, とくに岐阜

県医学生修学資金受給者の初期臨床研修および指定勤務期間内の教育・ルールに基づいた適正勤務の管

理, 岐阜大学医学部・同附属病院女性医師就労支援の会の運営, 岐阜県地域医療対策協議会など社会的活

動, 地域医療振興協会・自治医科大学卒業生との連携などを行ってきた。これらにより, 岐阜大学医学部

医学科の定員増後の学生確保, 在学中の地域医療の重要性の教育, 卒業後の地域医療現場での育成, 医
療の確保, 医師の確保等に継続的に貢献できているものと思われる。 
 
現状の問題点及びその対応策 

CRM 教育職員は, 内科系分野の教授 (兼任) および専任助教 2 名の定員が確保できているが岐阜県医

師育成・確保コンソーシアムの助教相当が定員 2 名のところ 1 名しか確保できておらず, 今後ますます

地域枠や岐阜県医学生第 2 種修学資金受給後の卒業生が増え, 岐阜県内で勤務するキャリアアップ支援

の業務が爆発的に増加すると見込まれ, 教育職員のみならず事務職員の確保が喫緊の課題である。場合

によっては岐阜県からの派遣職員や, 岐阜大学医学部内から専門職員相当を雇用することも視野に入れ, 
実質的に岐阜県地域医療センターとしてとらえられている現状の大幅機能強化を図りたい。 

地域枠および岐阜県医学生第 2 種修学資金受給者の制度離脱率は, 平成 30 年 1 月末現在それぞれ

0.97％ (2/206), 14.38％ (21/146) になっている。とくに地域枠学生の制度離脱は社会的に大きな問題で

ある。これ以上の離脱を出さないためにも, 学生や卒業後初期臨床研修および指定勤務履行中の医師に

密なコンタクトをとって, コミュニケーションの質改善による防止を図っていきたい。しかしながら, 最
も重要なことは, 離脱することなく, 返還免除条件を遵守し, 岐阜県内で適切に勤務を継続している卒

業生たちが大半であることを忘れてはいけないことである。地域枠の留年率は前期・後期入学者より大

幅に低く, また今のところ卒業者の国家試験合格率は 100％であることを, 適切に評価し, 彼らが安心し

て岐阜県内勤務によりキャリアアップができることを支援することに最大限の注力をしていかなければ

ならない。育成・教育・指導体制の強化を引き続き最重要課題としたい。 
研究面においては, 地域は配属実習における学生研究や, 育児と仕事の両立支援に関するアンケート

調査の月刊地域医学への論文発表などは行っているが, 地域枠制度そのものの評価に関する研究発表を

目標にし, またその他の各課題についてまとまった業績を創生できるようエフォートを集中していきた

い。 
 
今後の展望 

岐阜県医師育成・確保コンソーシアム機能をさらに充実させるべく, 教育・事務職員の雇用を確保す

るとともに, 研究課題に挙げたもののうち, とくに医師の必要度分析を各圏域別, 各診療科別に詳しく

実施し, 論文など発表していきたい。岐阜県の医療および医師確保について, より一層今までの施策が実

を結ぶよう, センター員一同精進する所存である。 
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（4）医学教育開発研究センター（テュトーリアル部門） 

1．研究の概要 
2010 年 4 月に文部科学省から全国唯一の医学教育共同利用拠点として認定され，(1)新しい医学教育の

開発研究と普及，(2)医学教育に貢献できる人材育成，(3)国内外の医学教育機関との連携・共同研究，を

大きなミッションとして取り組んでいる。 
① PBL テュトーリアル教育：外部に向けた PBL に関するセミナー・ワークショップを企画するとと

もに，岐阜大学におけるテュトーリアル教育 10 年の経験を検証し，論文化した。医学教育のグローバル

スタンダードと分野別認証の観点からも，より進化した PBL テュトーリアル教育システムの構築を目指

している。 
② インターネット PBL：大学や学部の垣根を超え，いつでも，どこからでも参加できる能動的双方向

性 Web―PBL システムを全国の教員・学生と協力しながら開発し，実際の授業で活用している。学部向

けコースの他に，英語コース，大学院コースなど多彩なプログラムを用意している。また 2015 年度から

医療者教育の生涯教育 (フェローシップ) への活用を図っている。 
③ 医療コミュニケーション・プロフェッショナリズム教育：模擬患者による医療面接教育法の研究と

実践を進めている。4 年生・5 年生に対する医療面接実習，外部に向けたセミナー・ワークショップを実

施している。平成 20 年度から 1 年生に対する地域体験実習 (8 週間)，21 年度からライフサイクル，医師

患者関係の授業，23 年度から 4 年生に対する臨床推論の授業など，系統的なプロフェッショナリズム・

行動科学教育の導入を行った。地域体験実習，医療面接実習では電子ポートフォリオによる振り返りとフ

ィードバックを推進している。 
④ 医学教育セミナー&ワークショップ：年 4 回，通算 67 回開催し，のべ参加者数は 7000 名を超えて

いる。医学教育分野の全国 FD として定評を得ており，共同研究の推進にも大きな役割を果たしている。

2015 年度から，より系統的・高度なワークショップを提供し，一定回数の参加者にはアソシエイト、フ

ェローの資格認定を開始している。 
⑤ 多職種連携医療教育の推進：平成 23 年度から多職種連携医療教育を柱とした医学教育共同利用拠

点の予算措置があり，人員と研究体制の充実を図るとともに，5大学 1組織からなる共同開発事業を進め，

様々なモデルプログラムと教材を開発し，ワークショップ・シンポジウムによって情報発信した。 
⑥ 大学院「医学教育学分野」：平成 20 年度 (2008 年 4 月) に開設した岐阜大学大学院医学系研究科医

療管理学講座医学教育学分野には，現在，大学院生 11 名が在籍し，研究を推進している。 
⑦ 国際交流：毎年外国人客員教授もしくは特任教授を招聘し，国内における医学教育研究の推進と国

際交流に貢献している。平成 26 年度：Susan Bridges 先生 (香港大学)，Phillip Evans 先生 (特任教授)，
27 年度：Daisy Rotzoll 先生(Leipzig 大学），28 年度：Yvonne Steinert 先生（McGill 大学）。 

⑧ 医療英語教育：医学生の国際交流と海外臨床実習を促進するために，系統的な医療英語教育カリキ

ュラム (課外授業)，を構築し，英語模擬患者の育成と医療英語 OSCE による評価を行い，毎年 10〜20 名

の医学生を 4～8 週間の海外臨床実習に派遣している。 
⑨ 医学教育ユニットの会：各大学の医学教育部門 (ユニット) の連携組織を形成し，情報交換・共同研

究の促進を図り，協力しながら課題解決とより良い教育の開発を進めている。 
⑩ 情報発信：ホームページの内容を充実させ，セミナー&ワークショップ，インターネット PBL，医

療面接実習，スキルスラボ，医療英語教育，国際交流，学務事務情報などの最新情報を発信している。 
⑪医学教育分野別認証：国際的な医学教育の質保証の取組として、2015 年 12 月に分野別認証のパイロ

ット事業に応募し受審した。2016 年 6 月に評価報告書を受領し、改善点を 2017 年 5 月に日本医学教育

評価機構(JACME)に報告し、正式に認証された(認証期間 2017 年 4 月〜2023 年 3 月)。 
 
なお上記の研究は，すべて医学教育開発研究センター・バーチャル部門と共同して推進した。 

2．名簿 
教授： 
教授(併任)： 
併任講師： 
助教： 

鈴木康之 
丹羽雅之 
今福輪太郎 
恒川幸司 

Yasuyuki Suzuki 
Masayuki Niwa 
Rintaro Imafuku 
Koji Tsunekawa 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 
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1） 丹羽雅之. 岐阜大学の医療系 PBL：溝上慎一・成田秀夫編, アクティブラーニング・シリーズ第 2 巻, アク

ティブラーニングとしての PBL と探究的な学習, 東京：東信堂；2016 年：89－105. 
2） 丹羽雅之. e-learning と遠隔教育：高橋優三編, 近未来の医療と現在の医学教育, 東京：篠原出版；2016 年：

183－189. 
3） 奥山虎之, 小須賀基通, 大橋十也, 鈴木康之, 田中あけみ. ムコ多糖症診療マニュアル, 東京：診断と治療

社；2016 年：1－144. 
4） 鈴木康之. 厚生労働省難治性疾患等政策研究事業ライソゾーム病(ファブリー病を含む)に関する調査研究
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8） 今福輪太郎. 教育社会学－多職種連携実践の必要性とその教育方略－：平成 29 年度 歯科衛生士専任教員

講習会Ⅱテキスト, 大垣：全国歯科衛生士教育協議会；2017 年：81－88. 
 
著書（欧文） 
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総説（和文） 
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4） 恒川幸司, 鈴木康之. 岐阜大学医学部医学科における教学 Institutional Research (IR) の実践と課題: 医
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グの考え方と実践」座長) 
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1） 日本ムコ多糖症親の会顧問(～現在) 
2） ALD 親の会顧問(～現在) 
4） 国立大学医学部長会議教育制度・カリキュラムに関する小委員会委員(平成 25 年度～現在) 
5） 国立大学医学部長会議臨床教育合同会議委員(平成 26 年度～現在) 
8）日本医学教育評価機構評価委員会委員、理事(平成 27 年度〜現在) 
9）藤田保健衛生大学客員教授(〜現在) 
 
丹羽雅之： 
1） 岐阜聖徳学園大学看護学部 非常勤講師(～現在) 
2） 岐阜県立衛生専門学校 看護学科 非常勤講師(～現在) 
3） 岐阜県立衛生専門学校 助産学科 非常勤講師(～現在) 
 
今福輪太郎： 
1） 昭和大学歯学部スペシャルニーズ口腔講座 歯学教育部門 兼任講師(平成 25 年～現在) 
2） 大垣北高等学校スーパーグローバルハイスクール(SGH)事業 担当教員(平成 26 年～現在) 
 
恒川幸司： 
1） 大垣北高等学校スーパーグローバルハイスクール(SGH)事業 担当教員(平成 28 年～現在) 
2） 国際医学技術専門学校 非常勤講師(～現在) 
3） あいち福祉医療専門学校 非常勤講師(～現在) 
4） 医療法人かがやき倫理審査委員会委員(平成 29 年～現在) 
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10．報告書 
1） 鈴木康之, 西城卓也：マギル大学臨床教育視察報告書 2014.：1－53(平成 27 年 1 月) 
2） 丹羽雅之：アナウンスメント. 第 56 回医学教育セミナーとワークショップ. 医学教育 46：246－

247(平成 27 年 4 月) 
3） 恒川幸司, 藤崎和彦：アナウンスメント. 第 57 回医学教育セミナーとワークショップ：医学教育 46：

246－247(平成 27 年 6 月) 
4） 丹羽雅之：全国ユニット機関名簿 2015：医学教育 46：272－285(平成 27 年 6 月) 
5） 今福輪太郎. 医療者に求められる資質・能力の涵養と評価 －MEDC の研究活動から－, 新しい医

学教育の流れ 15(1)：6－9(平成 27 年 7 月) 
6） 恒川幸司：「分化の文化」を克服する．新しい医学教育の流れ. 第 15 巻 1 号：31－33(平成 27 年 7

月) 
7） 今福輪太郎：アナウンスメント. 第 58 回医学教育セミナーとワークショップ：医学教育 46：372(平

成 27 年 9 月) 
8） 森 茂久, 椎橋実智男, 丹羽雅之：ニューズ. 第 56 回医学教育セミナーとワークショップ.：医学教

育 46：379－380(平成 27 年 9 月) 
9） 恒川幸司：ニューズ. 第 57 回医学教育セミナーとワークショップ：医学教育 46：450－453(平成 27

年 10 月) 
10） 今福輪太郎, 岡田宏基, 西屋克己：ニューズ. 第 58 回医学教育セミナーとワークショップ in 香川：

医学教育 46：531－532(平成 27 年 12 月) 
11） 恒川幸司：アナウンスメント. 第 59 回医学教育セミナーとワークショップ：医学教育 46：529－

530(平成 27 年 12 月) 
12） 鈴木康之, 西城卓也：マギル大学臨床教育研修プログラム 参加報告書 2015：1－38(平成 27 年 12

月) 
13） 恒川幸司：ニューズ. 第 59 回医学教育セミナーとワークショップ：医学教育 46：35―36(平成 28 年

2 月) 
14） Saiki T, Imafuku R, Suzuki Y：A Report on the participation in “Teaching in the Clinical Setting” 

–A Practicum Course for Gifu University Faculty Overall Program in 2014 and 2015：1－32(平成 28
年 3 月) 

15） Kawakami C, Saiki T, Suzuki Y, Fujisaki K：DEVELOPING AN ASSESSMENT SHEET FOR 
ANALYZING DIFFICULT AND COMPLICATED PROBLEMS IN HEALTH PROFESSIONS 
EDUCATION19 - 23 March Ottawa 2016 and ANZAHPE 2016Perth, Australia(平成 28 年 3 月) 

16） 鈴木康之：アナウンスメント. 第 60 回医学教育セミナーとワークショップ：医学教育 47：133－
134(平成 28 年 4 月) 

17） 鈴木康之, 泉 美貴：ニューズ. 第 60 回医学教育セミナーとワークショップ：医学教育 47：201－
203(平成 28 年 6 月) 

18） 丹羽雅之：医学教育ユニット機関名簿：医学教育 47(3)211-225(平成 28 年 6 月) 
19） Daisy E. Rotzoll. Activity Report: Peer-assisted teaching (PAT) at Japanese and German medical 

schools－a personal view：新しい医学教育の流れ. 第 16 巻 1 号：1－3(平成 28 年 7 月) 
20） 鈴木一吉. 歯科医学教育における FD の紹介：新しい医学教育の流れ. 第 16 巻 1 号：4－7(平成 28

年 7 月) 
21） 鈴木康之：医学・薬学の教育連携が重要“医療者はすべて教育者”の意識を. 編集長 VISITING(397) 

医薬ジャーナル 2016；52(12)：156－161(平成 28 年 12 月) 
22） 丹羽雅之, 鈴木敬一郎：ニューズ. 第 62 回医学教育セミナーとワークショップ in 兵庫医大：医学教

育 47：381－383(平成 28 年 12 月) 
23） 伊藤孝訓, 鈴木一吉, 藤崎和彦, 木尾哲朗：医療コミュニケーション・ファシリテータ養成セミナー

10 周年記念シンポジウム 歯学教育におけるファシリテーションを考える：日本歯科医学教育学会

雑誌 Vol.32 No.3：126－130(平成 28 年 12 月) 
24） Won Shim, 石原幸紀, 稲川清香, 坂田裕也, 清水陽平, 忽滑谷悠仁, 山田隆太, 西城卓也, 今福輪太

郎: 医師の「超義務」を医学生はどう考えるか？医学教育 48：17－18(平成 29 年 2 月) 
25） 今福輪太郎：アナウンスメント. 第 64 回医学教育セミナーとワークショップ in 昭和大学：医学教

育 48：35－36(平成 29 年 2 月) 
26） 鈴木康之：厚生労働省難治性疾患等政策研究事業ライソゾーム病(ファブリー病を含む)に関する調査

研究班編集. 副腎白質ジストロフィー(ALD)診療ガイドライン 2017. 診断と治療社, 東京, 46(平成

－418－



 

29 年 3 月) 
27） 鈴木康之：厚生労働省難治性疾患等政策研究事業ライソゾーム病(ファブリー病を含む)に関する調査

研究班編集. ムコ多糖症(MPS)II型診療ガイドライン 2017. 診断と治療社, 東京, 24(平成 29年 3月) 
28） 丹羽みちる, 大久保嘉哉, 大西拓海, 矢野博久, 横地泰徳, 恒川幸司, 今福輪太郎, 西城卓也：文学・

哲学的視点から捉える医学生の職業観・キャリア志向性：新しい医学教育の流れ. 第 16 巻 4 号：206
－209(平成 29 年 3 月) 

29） 今福輪太郎, 高木 康：ニューズ. 第 64 回医学教育セミナーとワークショップ in 昭和大学：医学

教育 48：159－161(平成 29 年 6 月) 
30） 恒川幸司：アナウンスメント. 第 66 回医学教育セミナーとワークショップ in 岡山大学：医学教育 

48：270－271(平成 29 年 8 月) 
31） Imafuku R, Nishiya K, Saiki T, Okada H. Online and face-to-face: Developing an inter-university 

undergraduate research. Medical Science Educator, 2017；1－2(平成 29 年 12 月) 
32） 恒川幸司, 万代康弘：ニューズ. 第 66 回医学教育セミナーとワークショップ in 岡山大学：医学教

育 48：417－419(平成 29 年 12 月) 

11．報道 
1） 岐阜大学 平成 26 年度大学改革シンポジウム「地域・市民とともに育てる医療人」：文教ニュース

(2015 年 2 月 23 日) 
2） 岐阜大医学教育センターがセミナーとワークショップ：文教速報(2015 年 2 月 27 日) 
3） 岐阜大, 埼玉医大とセミナー・ワークショップ：文教速報(2015 年 7 月 17 日) 
4） 鈴木康之：医学教育の牛場賞・日野原賞 岐阜大教授ら 2 人受賞：岐阜新聞(2015 年 9 月 18 日) 
5） 岐阜大が医学教育セミナーとワークショップ：文教速報(2015 年 10 月 5 日) 
6） 岐阜大 医療通訳ボランティア研修の開催：文教ニュース(2015 年 11 月 9 日) 
7） 医療通訳ボランティア研修に協力(岐阜大)：文教速報(2015 年 11 月 16 日) 
8） 岐阜大学 医学教育セミナー＆ワークショップ：文教ニュース(2016 年 2 月 22 日) 
9） 国公私医歯学部教務事務職員研修を開催(岐阜大)：文教速報(2016 年 6 月 3 日) 

10） 岐阜大学 国公私大医・歯学部の教務事務職員研修：文教ニュース(2016 年 6 月 6 日) 
11） 岐阜大が医学教育セミナーとワークショップ：文教速報(2016 年 6 月 8 日) 
12） 岐阜大学 MEDC 医学教育セミナーとワークショップ：文教ニュース(2016 年 6 月 13 日) 
13） 岐阜大 MEDC が医学教育セミナーとワークショップ：文教速報(2016 年 9 月 7 日) 
14） 岐阜大 医学教育開発研究センター 医学教育セミナーとワークショップ：文教ニュース(2016 年 9 月

12 日) 
15） 多職種連携教育に参加：薬事日報(2016 年 11 月 14 日) 
16） 岐阜大が医学教育セミナーとワークショップ：文教速報(2016 年 11 月 25 日) 
17） 鈴木康之：医学・薬学の教育連携が重要“医療者は全て教育者”の意識を：編集長 VISITING(397), 

医薬ジャーナル 52:156－161(2016 年 12 月) 
18） 卒前医学教育で数える医療人類学：週刊 医学界新聞(2017 年 8 月 21 日) 
19） 鈴木康之：医学部進学特集「医師として身につけたいのは生涯にわたって学び続ける力」：朝日新聞

(2017 年 8 月 31 日) 
20） 岐阜大学医学教育センター 岡山大で医学教育セミナーと WS：文教ニュース(2017 年 10 月 30 日) 
21） 「チーム医療」模擬体験：岐阜新聞(2017 年 11 月 22 日) 

12．自己評価 
評価 
全国共同利用拠点としての活動を充実し，ワークショップ参加者に履修単位を与え，一定単位を取得し

た者にアソシエイトの称号を授与，さらにオンラインの授業を履修した者にフェローの称号を授与する

制度をスタートさせることができた。 
医学教育の分野別認証受審に際しては学内で中心的役割を担い，無事，認証を得ることができた。 
大学院での医学教育学分野において研究指導を活発化させ，2 名に学位を授与した。 
 
現状の問題点及びその対応策 
共同利用拠点の活動，研究活動，学内運営活動，学外活動など，多岐にわたる活動を行っており、それ

ぞれの活動で，深みのある活動が十分にできていない。 
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今後の展望 
研究・ＦＤ活動を精力的に行って，日本の取組を世界に発信するとともに，医学教育共同利用拠点とし

ての活動も充実させていきたい。 
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（5）医学教育開発研究センター（バーチャルスキル部門） 

1．研究の概要 
2010 年 4 月に文部科学省から全国唯一の医学教育共同利用拠点として認定され，(1)新しい医学教育の

開発研究と普及，(2)医学教育に貢献できる人材育成，(3)国内外の医学教育機関との連携・共同研究，を

大きなミッションとして取り組んでいる。 
① コミュニケーション・プロフェッショナル教育：1 年生の地域体験実習，3 年生の医師患者関係，4～

5 年生の医療面接実習において，模擬患者(SP)や地域の保育園児，妊婦，子育て中の母親，高齢者の

協力のもとに実施している。地域体験実習と医療面接実習では Web 上の e－ポートフォリオを用い

ての reflection も行っている。医療面接実習では実習を円滑に進めるための事前オリエンテーション

も導入して成果が上がっている。また，Advanced OSCE の拡充など，増加する SP ニードに対応す

るためにも 2 年連続で SP 養成講座も実施している。 
② シミュレーション教育：4 年生の OSCE 前の臨床入門実習，4～5 年生の臨床実習中に，スキルスラ

ボを中心に実施しており，卒後も医師育成推進センターが中心になってスキルスラボでの研修を実施

している。また, スキルスラボを用いて, 岐阜県国際交流センターの「医療通訳ボランティア研修」

にも協力しており, 今年度は地域協学センターの「地域志向学研究」誌にその活動報告を投稿してい

る。 
③ OSCE，Post-CC OSCE：医師育成推進センターとの協力で 4 年生の共用試験 OSCE だけでなく，5

年生に対しても Advanced OSCE を実施していたが，共用試験実施評価機構の Post-CC OSCE 導入

の動きに従い，6 年生の選択臨床実習終了後の来年 7 月に Post-CC OSCE を実施するべく，医師育

成推進センターとの協力しながら準備している。 
④ 臨床推論実習：4 年生の共用試験 OSCE 後の学生を対象に臨床推論実習を実施しており，OSCE で

評価されたインタビュースキルと，CBT で評価された医学知識が有機的に統合された臨床推論能力

の開発を目指して，総合診療医学講座とも協力しながら，模擬患者の協力も得て実施している。 
⑤ 医学教育専門家養成：医学教育学会専門家制度委員会とも協力しながら，わが国で求められる医学教

育専門家像の確立とその養成を学会の専門家養成業績評価 FD 委員会の中核として推進している。ま

た岐阜大学 MEDC 独自の医学教育専門家養成の取り組みとして，医学教育セミナー＆WS とリンク

した新しい専門家養成制度としてのアソシエイト／フェローシップの制度もスタートさせ，e-
learning の取り組みであるメドギフトの運用も開始している。 

⑥ 学習や大学生活に困難を抱える学生の支援：近年，大学教育でも問題になってきている，学習や大学

生活に困難を抱える学生の支援について，全学のサポートルームとも協力しながら，支援システムの

確立を目指して活動を行っている。 
 

なお上記の研究は，すべて医学教育開発研究センター・テュトーリアル部門と共同して推進した。 

2．名簿 
教授： 
准教授： 
併任講師：

藤崎和彦 
西城卓也 
川上ちひろ 

Kazuhiko Fujisaki 
Takuya Saiki 
Chihiro Kawakami 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 藤崎和彦. コミュニケーション論：塚田敬義, 前田和彦編. 生命倫理・医事法, 東京：医療科学社；2015 年：

245－253. 
2） 藤崎和彦, 川上ちひろ, 加藤智美, 高橋優三共著. 模擬診察シナリオ集 第 6 版 医療の現場が透けて見える

スケルトン病院, 名古屋：三恵社；2015 年：1－228. 
3） 藤崎和彦. 社会学と医療：黒田裕子監修. 看護診断のためのよくわかる中範囲理論 第 2 版, 東京：学研メ

ディカル秀潤社；2015 年：159－163. 
4） 藤崎和彦. 日本における医学教育の現状と展望～医学生が考えるべきこと～：全日本医学生自治会連合編. 

グローバル時代の医学教育の現状と展望, 東京：全日本医学生自治会連合；2015 年：3－32. 
5） 川上ちひろ. 自閉スペクトラム症のある子への性と関係性の教育―具体的なケースから考える思春期の支

援, 東京：金子書房；2015 年：1－144. 
6） 川上ちひろ. 思春期に大切な異性との人間関係の構築の支援：萩原 拓編. 発達障害のある子の自立に向け

た支援 小・中学生の時期に本当に必要な支援とは？ 東京：金子書房；2015 年：126－132. 
7） 宮口幸司, 川上ちひろ共著. 性の問題行動をもつ子どもたちのためのワークブック―発達障害・知的障害の
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ある児童・青年の理解と支援, 東京：明石書店；2015 年：1－152. 
8） 藤崎和彦. OSCE における評価者としての効果的なフィードバック：札幌医科大学 FD 委員会編. 平成 27

年度 FD 活動報告書, 札幌；2016 年：162－170. 
9） 藤崎和彦. グローバル時代の医学教育と新専門医制度開始の狭間の中で医学生に求められること：第 33 回

定期全国大会報告集, 東京：全日本医学生自治会連合；2016 年：29－34. 
10） 藤崎和彦. 新しい学習方法と学習評価：平成 29 年度歯科衛生士専任教員講習会Ⅱテキスト, 大垣：全国歯

科衛生士教育協議会；2017 年：25－44. 

著書（欧文） 
なし 

 
総説（和文） 

1） 川上ちひろ. 関係を創る・築く・繋ぐ：発達障害のある子どもの成長：第 4 回 発達障害のあるきょうだい

との関係, きょうだいの視点から「妹の巻」：概論, 子どもの心と学校臨床 2015 年；第 12 号：90－101. 
2） 関係を創る・築く・繋ぐ：発達障害のある子どもの成長：第 5 回 発達障害のある子どもの友だち関係：概

論, 子どもの心と学校臨床 2015 年；第 13 号：102－112. 
3） 今福輪太郎, 西城卓也, 鈴木康之. 学生の研究体験を活性化させるために ～医学教育開発研究センター

の取り組み～, 岐阜大学教育推進・学生支援機構年報 2015 年；第 1 号：97－103. 
4） 川上ちひろ. 関係を創る・築く・繋ぐ：発達障害のある子どもの成長：第 6 回 発達障害のある子どもの恋

愛事情と恋愛感情の表現方法：概論, 子どもの心と学校臨床 2016 年；第 14 号：98－108. 
5） 川上ちひろ. 「空気が読めないといつも馬鹿にされるので、話しかけられるのが苦痛です」, 児童心理, 臨

時増刊, 学校不適応の支援 2016 年；No.1018：127－130. 
6） 川上ちひろ. 医療専門職による実践教育研究―医療教育者の「当事者研究」の場となる「多職種連携医療教

育」－．保健医療者会学論集 2016 年；27(1)：28－38. 
7） 藤崎和彦. 教育研究の意義と課題, 薬学教育 2017 年；1：1－5, doi：10.24489/jjphe.2017－006 
8） 藤崎和彦. 近年の医学教育の動向と保健医療行動科学, 日本保健医療行動科学会雑誌 2017 年；32：47－

57. 
9） 川上ちひろ. 関係を創る・築く・繋ぐ：発達障害のある子どもの成長：第 8 回 発達障害のあるおとなの人

の恋愛はどうなっているのか？：概論, 子どもの心と学校臨床 2017 年；第 16 号：119－130. 
10） 川上ちひろ. 関係を創る・築く・繋ぐ：発達障害のある子どもの成長：第 9 回 自分自身をどう理解し受け

入れ、つきあうか：概論, 子どもの心と学校臨床 2017 年；第 17 号：72－82. 
11） 今福輪太郎, 早川佳穂, 西城卓也. 大学全体で支える国際教育プログラムを目指して: 海外臨床実習の準備

教育の取り組みから, 岐阜大学教育推進・学生支援機構年報 2017 年；第 3 号：169－177. 
12） 堀田亮, 舩越高樹, 川上ちひろ. いこまいセミナーを通じた学生支援の取り組み 多部局協働授業外グル

ーププログラムの実践, 岐阜大学教育推進・学生支援機構年報 2017 年；第 3 号：268－279. 
 

総説（欧文） 
なし 
 

原著（和文） 
1） 藤田之彦, 神山 浩, 桜井 勇, 藤崎和彦, 井上千鹿子, 中阿地圭一郎, 穴澤万里子, 上原 任, 中島一郎, 

伊藤孝訓, 青木伸一郎, 亀井美和子, 渡邉文之. 「学部間協力による芸術学部標準模擬患者養成」, 日本大

学 FD 研究 2015 年；第 3 号：51－80. 
2） 高野裕祐, 半谷真名子, 立松三千子, 中村千賀子, 阿部恵子, 藤崎和彦, 亀井浩行. 「がん患者の薬剤師及び

薬物療法に関するニーズを調査する質的研究」, YAKUGAKU ZASSHI 2015 年；135 巻：1387－1395. 
3） 西城卓也, 大江直行, 池田貴英, 牛越博昭, 白橋幸洋, 高杉信寛, 松橋延壽, 矢野竜一郎, 渡邉珠代, 鈴木康

之. 国際認証の時代における臨床系教員養成のあり方：マギル大学での臨床教育研修プログラムの事例検

討, 医学教 2015 年；46 巻：69－77. 
4） 西城卓也. 継続的な交流と省察を通じた“社会における個人”の理解の深化, 日本ヘルスコミュニケーショ

ン学会誌 2015 年；5 巻：14. 
5） 西城卓也, 高杉信寛, 大江直行, 牛越博昭, 松橋延壽, 矢野竜一郎, 渡邉珠代, 池田貴英, 白橋幸洋, 鈴木康

之. 国際化する医学教育に対峙する臨床指導医 ~海外研修をきっかけにした教育へのモチベーション~：
岐阜大学教育推進・学生支援機構年報 第 1 号；2015 年：118－126. 

6） 川上ちひろ, 西城卓也, 今福輪太郎, 村岡千種, 藤崎和彦, 丹羽雅之, 鈴木康之. 施設を超える、職種を超え

る：多施設合同学生向け多職種連携教育課外セミナーに取り組んだ 3 年間, 医学教育 2015 年；46 巻：

178－184. 
7） 西城卓也, 村岡千種, 川上ちひろ, 今福輪太郎, 恒川幸司, 丹羽雅之, 鈴木康之, 藤崎和彦. 段階的かつ継

続的に医療教育能力を育むことをめざしてーニーズ調査から見えたものー, 新しい医学教育の流れ 2015
年；第 15 巻 1 号：1－5. 

8） 川上ちひろ, 西城卓也, 藤崎和彦, 鈴木康之. 問題をもつ学習者の“問題”とは何か：系統的文献検索, 医
学教育 2015 年；46 巻：365－371. 

7） 大口明日海, 北村 悠, 長瀬 大, 水野敬悟, 恒川幸司, 今福輪太郎, 村上啓雄, 西城卓也. 地域枠及び一

般枠医学生の地域医療に対する認識の比較調査, 医学教育 2015 年；46 巻：419－424. 
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8） 川上ちひろ, 西城卓也, 丹羽雅之, 鈴木康之, 藤崎和彦. 知られざる医療系学生の横顔：教務事務職員が困

ると感じる学生対応から見えるもの, 医学教育 2016 年；47 巻：301－306. 
9） 星野奈生子, 青木弘枝, 神田明日香, 崔乘奎, 手柴富美, 中村光一, 名和宏樹, 恒川幸司, 今福輪太郎, 西城

卓也.  医学生の結婚・家族観と診療科選択に関する調査：アンケートによる予備調査, 医学教育 2016 年；

47 巻：23－29. 
10） 青木 弘枝, 星野 奈生子, 神田 明日香, 崔 乘奎, 手柴 富美, 中村 光一, 名和 宏樹, 西城 卓也, 今福輪

太郎. 男女医学生はどのようなキャリア認識を有しているのか？—インタビュー調査から見えてきたもの—, 
日本プライマリ・ケア連合学会誌 2016 年；39 巻 4 号：198－204. 

11） 村山由希子, 岡田絢音, 亀井浩行, 阿部恵子, 藤崎和彦, 半谷眞七子. 愛知県内の保険薬局薬剤師のがん患

者対応への認識を調査する質的研究,日本薬剤師会雑誌 2017 年；69：273－280. 
12） 西城卓也. 医学教育を変革させるドライビングフォースとしての教育理論と教育研究. 型があっての型破

り, 医学教育 2017 年；48 巻：401－404. 
13） 伊野陽子, 上野杏莉, 舘 知也, 大坪愛実, 勝野隼人, 杉田郁人, 兼松勇汰, 吉田阿季, 野口義鉱, 堺 千紘, 

井口和弘, 川上ちひろ, 藤崎和彦, 寺町ひとみ. 病院および診療所における薬局との連携の関する調査, 医
療薬学 2017 年；第 43 巻第 10 号：533－551 

原著（欧文） 
1） Orsini C, Evans P. Social media as a teaching strategy: opportunities and barriers. AHPE 2015;1: 44-

46.  
2） Mahboob U, Evans P. Professionalism; how to match the general medical council recommendations in 

undergraduate medical curriculum?. Professional Med J. 2015;22:664-669.  
3） Orsini C, Binnie V, Evans P, Ledezma P, Fuentes F, Villegas MJ. Psychometric validation of the 

academic motivation scale in a dental student sample. Journal of Dental Education. 2015;79:971-981. CS 0.89 
4） Yoshimura H, Kitazono H, Fujitani S, Machi J, Saiki T, Suzuki Y, Ponnamperuma G. Past-behavioural 

versus situational questions in a postgraduate admissions multiple mini-interview : a reliability and 
acceptability comparison. BMC Medical Education. 2015;15:75. CS 1.75 

5） Imafuku R, Saiki T, Kawakami C, Suzuki Y. How do students’ perceptions of research and approaches 
to learning change in undergraduate research?. International Journal of Medical Education. 2015;6:47-
55.  

6） Niwa M, Saiki T, Fujisaki K, Suzuki Y, Evans P. The Effects of Problem-Based-Learning on the 
Academic Achievements of Medical Students in One Japanese Medical School, over a Twenty-Year 
Period.  Health Professions Education. 2016;2,:3–9. 

7） Saiki T, Abe K, Kawakami C, Fujisaki K, Suzuki Y. How Do Medical Students develop the self-
awareness as social entities during the longitudinal communication experience with citizens? Journal 
of Contemporary Medical Education. 2016;4:89-96. 

8） Imafuku R, Saiki T, Suzuki Y. Developing undergraduate research in Japanese Medical Education. 
Council on Undergraduate Research Quarterly 2016;37:34-40. 

9） Manako Hanya, Yoshitake Kanno, Keiko Abe, Kazuhiko Fujisaki, Hiroyuki Kamei. Effects of 
Communication Skill Training(CST) Based on SPIKES for Insurance-covered Pharmacy Pharmacists 
to Manage Cancer Patients. Journal of pharmaceutical Health Care and Sciences. 2017 3:11, DOI 
10.1186/s40780-017-0080-0 

10） Saiki T, Snell L, Bhanji F. Twelve tips for promoting learning during presentations in cross cultural 
settings. Medical teacher, 2017;39(5), 458-462. CS 1.69 

11） Saiki, T., Imafuku, R., Suzuki, Y., & Ban, N. The truth lies somewhere in the middle: Swinging between 
globalization and regionalization of medical education in Japan. Medical teacher. 2017;39(10), 1016-
1022. CS 1.69 

12） Arai K., Saiki T., Imafuku R., Kawakami C, Fujisaki K., Suzuki Y.  What do Japanese residents learn 
from treating dying patients? The implications for training in end-of-life care. BMC medical education, 
2017;17(1), 205. 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：岐阜大学医学教育開発研究センター；文科省特別経費教育関係共同実施分「医療者教育

フェローシップの構築：体系的 FD・メンタリング・研究支援を融合した新たな FD の全国展開」；

平成 27－31 年度；70,000 千円 
2） 研究代表者：鈴木康之, 研究分担者：西城卓也；文科省科学研究費基盤 研究(C)医療者教育学大学

院修士課程の在り方に関する調査研究；平成 27－29 年度；3,800 千円(1,300：1,300：1,200 千円) 
3） 研究代表者：西城卓也；岐阜大学活性化経費(若手研究支援)：国際標準の臨床指導医能力開発プログ

ラム“Teaching in the Clinical Setting”の教育的効果に関する研究；平成 27 年度(1,448 千円) 
4） 研究代表者：川上ちひろ；岐阜大学活性化経費 基盤的能力の育成を目指す教育プログラム「多職種

メディカルケアチーム医療教育」で、医学生の多職種連携医療能力を高める！(授業科目：臨床推論；
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西洋医学的アプローチ)；平成 28 年度；500 千円 
5） 研究代表者：西城卓也；文科省科学研究費 基盤研究(B)：世界と地域の指導医をつなぐ、グローカ

ル臨床教育推進アライアンスの教育効果検証；平成 29－31 年度；8,970 千円 

2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
藤崎和彦： 
1） 日本医学教育学会理事, 評議員, 医学教育専門・業績 FD 委員会委員長, 学習方略委員会副委員長(～

現在) 
2） 医療コミュニケーション研究会会長(～現在) 
3） RIAS 研究会日本支部代表 (～現在) 
4） 日本ヘルスコミュニケーション学会プログラム委員(～現在) 
5） 日本医療福祉政策学会幹事(～現在) 
6） 日本医学教育学会医学教育専門拡大 WG 委員会委員長(～現在) 
7） 日本保健医療行動科学会顧問(～現在) 
8） 大学イノベーション日本幹事(～現在) 
 
西城卓也： 
1） 日本医学教育学会医学教育専門家育成検討委員会ワーキングメンバー(平成 24 年 4 月～現在) 
2） 日本医学教育学会編集委員会委員(平成 24 年 4 月～現在) 
3） 日本プライマリ・ケア連合学会 代議員(平成 28 年１月～現在) 
4） 日本医学教育学会代議員(平成 28 年～現在) 
 
川上ちひろ： 
1） 日本医学教育学会準備教育・行動科学教育委員会委員(平成 26 年 1 月～平成 28 年 5 月) 

2）学会開催 
鈴木康之, 藤崎和彦, 丹羽雅之, 西城卓也, 川上ちひろ, 今福輪太郎, 恒川幸司： 
1） 第 55 回医学教育セミナーとワークショップ(平成 27 年 1 月～2 月, 岐阜) 
2） 第 56 回医学教育セミナーとワークショップ(平成 27 年 6 月, 埼玉) 
3） 第 57 回医学教育セミナーとワークショップ(平成 27 年 8 月, 岐阜) 
4） 第 58 回医学教育セミナーとワークショップ(平成 27 年 10 月, 香川) 
5） 第 59 回医学教育セミナーとワークショップ(平成 28 年 1 月, 岐阜) 
6） 第 60 回医学教育セミナーとワークショップ(平成 28 年 5 月, 東京) 
7） 第 61 回医学教育セミナーとワークショップ(平成 28 年 8 月, 岐阜) 
8） 第 62 回医学教育セミナーとワークショップ(平成 28 年 10 月, 兵庫) 
 
藤崎和彦： 
1） 第 28 回医療コミュニケーション研究会例会開催(平成 27 年 5 月, 名古屋) 
2） 第 11 回 RIAS トレーニングワークショップ開催(平成 27 年 8 月, 岐阜) 
3） 第 29 回医療コミュニケーション研究会例会開催(平成 27 年 12 月, 名古屋) 
4） 第 30 回医療コミュニケーション研究会例会開催(平成 28 年 6 月, 名古屋) 
5） 第 12 回 RIAS トレーニングワークショップ開催(平成 28 年 9 月, 東京) 
6） 第 31 回医療コミュニケーション研究会例会開催(平成 28 年 12 月, 名古屋) 
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7） 第 32 回医療コミュニケーション研究会例会開催(平成 29 年 6 月, 東京) 
8） 第 13 回 RIAS トレーニングワークショップ開催(平成 29 年 7 月, 東京) 
9） 第 33 回医療コミュニケーション研究会例会開催(平成 29 年 12 月, 名古屋) 

3）学術雑誌 
鈴木康之, 藤崎和彦, 丹羽雅之, 西城卓也, 川上ちひろ, 今福輪太郎, 恒川幸司： 
1） 新しい医学教育の流れ：編集委員(～現在) 
 
西城卓也： 
1） 医学教育誌：編集委員(～現在) 
2） Korean Journal of Medical Education; Editorial board (平成 29～現在) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
藤崎和彦： 
1） 第 30 回日本保健医療行動科学会大会特別講演(平成 27 年 6 月, 京都, 「近年の医学教育の動向と保

健医療行動科学」演者) 
2） 福岡県薬剤師会リカレント＆スキルアップ研修会(平成 27 年 6 月, 福岡, 特別講演「医療人としての

コミュニケーション能力を高めよう」演者) 
3） 愛知県薬剤師会平成 27 年度第 1 回がん患者との医療コミュニケーション研修会(平成 27 年 7 月, 愛

知, 「がん患者との医療コミュニケーション 説明のポイント/コミュニケーションの基礎」演者) 
4） 全国歯科大学口腔衛生学教授協議会特別講演(平成 27 年 8 月, 岐阜, 「いまの医歯薬系の教育につい

て」演者) 
5） 愛知県薬剤師会平成 27 年度第 2 回がん患者との医療コミュニケーション研修会(平成 27 年 8 月, 愛

知, 「がん患者との医療コミュニケーション ロールプレイ/SPIKES モデル」演者) 
6） 医療スタッフのための糖尿病勉強会(平成 27 年 9 月, 奈良, 「糖尿病治療及び糖尿病療養指導におけ

るコミュニケーションスキル」演者) 
7） 愛知県薬剤師会平成 27 年度第 3 回がん患者との医療コミュニケーション研修会(平成 27 年 10 月, 

愛知, 「がん患者との医療コミュニケーション 模擬患者とのコミュニケーショントレーニング」演

者) 
8） 第 10 回日本ファーマシューティカルコミュニケーション学会大会(平成 28 年 5 月, 名古屋, 特別講

演「患者に頼られ、寄り添える治療パートナーを目指して-薬剤師に期待するコミュニケーション-」
演者) 

9） 第 35 回日本歯科医学教育学会学術大会(平成 28 年 6 月, 大阪, ファシリテータ養成セミナー受講者

第７回フォローアップ・セッション特別講演「成人教育とファシリテーション」演者) 
10） 第 35 回日本歯科医学教育学会学術大会(平成 28 年 7 月, 大阪, シンポジウム「行動主義と構成主義

を基盤とした教育」「歯学教育におけるファシリテーションを考える」演者) 
11） 第 35 回日本歯科医学教育学会学術大会および総会(平成 28 年 7 月, 大阪, 医療コミュニケーショ

ン・ファシリテータ養成セミナー10 周年記念シンポジウム「歯学教育におけるファシリテーション

を考える」演者) 
12） 第 48 回日本医学教育学会大会(平成 28 年 7 月, 高槻, シンポジウム「医学生の臨床能力を向上させ

るために」座長) 
13） 第 48 回日本医学教育学会大会(平成 28 年 7 月, 高槻, プレコングレスワークショップ「医学教育専

門家制度で求められるポートフォリオ」座長) 
14） 愛知県薬剤師会『健康サポート薬局』時代の薬剤師に求められるコミュニケーション・スキル」(平

成 28 年 8 月, 名古屋,「医療コミュニケーション～健康リテラシー・セミナー」演者) 
15） 第 1 回日本薬学教育学会大会「教育研究の意義と課題 －根拠に基づく薬学教育を目指して－」(平

成 28 年 8 月, 京都,シンポジウム 3「薬学教育研究、事始め」演者) 
16） 第 49 回日本薬剤師会学術大会『健康サポート薬局』時代の薬剤師に求められるコミュニケーショ

ン・スキル」(平成 28 年 10 月, 名古屋, 特別講演 分科会 3「医療コミュニケーションと薬剤師」演

者) 
17） 平成 28 年度大阪歯科学会大会(平成 28 年 11 月, 大阪,「医学教育学の学問体系と今後の展望」演者) 
18） 愛知県薬剤師会『健康サポート薬局』時代の薬剤師に求められるコミュニケーション・スキル(平成

28 年 11 月, 岡崎市, 「医療コミュニケーション～健康リテラシー・セミナー」演者) 
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19） 日本薬学会東海支部特別講演会(28 年 12 月, 名古屋,「患者に頼られ、寄り添える治療パートナーを

目指して」演者) 
20） 名古屋臨床薬剤師研修会第 37 回オープンセミナー(平成 29 年 2 月, 名古屋,「薬剤師に期待するコミ

ュニケーション」演者) 
21） 名古屋臨床薬剤師研修会第 38 回オープンセミナー(平成 29 年 2 月, 名古屋,「薬剤師に期待するコミ

ュニケーション」演者) 
22） 国際医療リスクマネージメント学会医療安全認定臨床コミュニケーター養成実習研修会 2017 年度

基礎編(平成 29 年 2 月, 東京,「医療コミュニケーション教育のあり方」演者) 
23） 平成 28 年度郡山保健所健康づくり推進会議・食育推進ネットワーク会議(平成 29 年 2 月, 大和郡山

市,「データに基づく健康課題の明確化と健康増進計画(第二次)、食育計画推進に向けた取り組みに

ついて」演者) 
24） 第 58 回日本歯科医療管理学会総会・学術大会基調講演(平成 29 年 7 月, 北九州, 「歯科医療職にお

けるオートノミー(自律性)」演者) 
25） 第 49 回日本医学教育学会大会プレコングレスワークショップ(平成 29 年 8 月, 札幌,「医学教育専門

家制度で求められるポートフォリオ」座長) 
26） 岐阜県薬剤師会健康介護まちかど相談薬局研修会招待講演(平成 29 年 8 月, 岐阜,「健康サポート薬

局』時代の薬剤師に求められるコミュニケーション・スキル」演者) 
27） 第 39 回東洋療法学校協会学術大会特別講演(平成 29 年 10 月, 大阪,「医師とコミュニケーションを

とるために」演者) 
 
西城卓也： 
1） 第 28 回教育研究大会・教員研修会. 教育講演(平成 27 年 8 月, 宮城, 演者) 
2） 第 48 回日本医学教育学会(平成 28 年 7 月, 大阪, パネルディスカッション「医学教育研究を計画す

るための公開リサーチミーティング－量的研究・質的研究・アクションリサーチ－」演者) 
3） 第 48 回日本医学教育学会(平成 28 年 7 月, 大阪, 一般口演「教育研究・研究者養成 1」演者) 
4） 第 26 回日本医療薬学会(平成 28 年 9 月, 京都,「医療教育者が知っておくべき評価の 5 つのチェッ

クポイント」演者) 
5） 第 49 回日本医学教育学会(平成 29 年 7 月, 北海道, 口演「シミュレーション教育１」座長) 
6） 九州作業療法士学校連絡協議会(平成 29 年 11 月, 沖縄, 「臨床現場での効果的教育」演者) 
 
川上ちひろ： 
1） 第 48 回日本医学教育学会大会(平成 28 年 7 月, 大阪,「学生セッション 54 臨床実習(ポスター)」座

長) 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 西城卓也：最優秀演題賞：第 48 回日本医学教育医学会インターナショナル・セッション(平成 28 年

度) 

9．社会活動 
藤崎和彦： 
1） 医療系大学間共用試験実施評価機構医学系 OSCE 実施小委員会模擬患者標準化専門部会委員(～現

在) 
2） 多治見市健康づくり計画策定会議アドバイザー(平成 24 年度～現在) 
3） 大和郡山市すこやか 21 計画推進委員会アドバイザー(～現在) 
 
西城卓也： 
1） NPO 法人卒後臨床研修評価機構サーベイヤー(～現在) 
2） 京都大学医学部 客員研究員(～現在) 
3） 東京大学医学部 客員研究員(～現在) 
4） 名古屋大学医学部 非常勤講師(～現在)  
5） 益財団法人日米医学医療交流財団 賛助会員(平成 19 年～現在) 
6） 医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック 非常勤医師(～現在) 
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10．報告書 
1） 鈴木康之, 西城卓也：マギル大学臨床教育視察報告書 2014：1－53(平成 27 年 1 月) 
2） 西城卓也, 吉田素文：ニューズ. 第 54 回医学教育セミナーとワークショップ in 九州大学：医学教育 

46：105－107(平成 27 年 2 月) 
3） 川上ちひろ：ニューズ. 第 55 回医学教育セミナーとワークショップ：医学教育 46：108－109(平成

27 年 2 月) 
4） 川上ちひろ：「新人看護師が求める先輩看護師の関わり－関わり尺度の作成と評価－」から考える, 

新人看護師離職低減への対策：医学教育 46：193－194(平成 27 年 4 月) 
5） 石川和信, 首藤太一, 小松弘幸, 諸井陽子, 阿部恵子, 吉田素文, 藤崎和彦, 羽野卓三, 廣瀬一裕：医

学生イベント・シムリンピックについて シミュレーション教育の理解と臨床能力客観評価のための

教員連携：医学教育 46：259－271(平成 27 年 6 月) 
6） 恒川幸司, 藤崎和彦：アナウンスメント. 第 57 回医学教育セミナーとワークショップ：医学教育 

46：246－247(平成 27 年 6 月) 
7） 鈴木康之, 西城卓也：マギル大学臨床教育研修プログラム 参加報告書 2015：1－38(平成 27 年 12

月) 
8） Saiki T, Imafuku R, Suzuki Y：A Report on the participation in “Teaching in the Clinical Setting” 

–A Practicum Course for Gifu University Faculty Overall Program in 2014 and 2015：1-32(平成

28 年 3 月) 
9） 藤崎和彦： OSCE における評価者としての効果的なフィードバック. 札幌医科大学 FD 委員会編. 

平成 27 年度 FD 活動報告書, 札幌：162－170(平成 28 年 3 月) 
10） 藤崎和彦「成人学習理論とポートフォリオ」愛知学院大学大学院歯学研究科未来口腔医療研究セン

ター「未来口腔医療研究センター報告書 6 号」, 名古屋：98－101(平成 28 年 3 月) 
11） 西城卓也：アナウンスメント. 第 61 回医学教育セミナーとワークショップ：医学教育 47：194(平

成 28 年 6 月) 
12） Daisy E. Rotzoll. Activity Report: Peer-assisted teaching (PAT) at Japanese and German medical 

schools－a personal view：新しい医学教育の流れ. 第 16 巻 1 号：1-3(平成 28 年 7 月) 
13） 鈴木一吉. 歯科医学教育における FD の紹介：新しい医学教育の流れ. 第 16 巻 1 号：4－7(平成 28

年 7 月) 
14） 小松弘幸, 石川和信, 首藤太一, 阿部恵子, 藤崎和彦, 吉田素文, 大槻眞嗣, 泉美貴, 鈴木敬一郎, 石

川鎮清, 廣橋一裕：医学生の臨床実習後の臨床能力自己評価と学習方略に関する９大学合同調査：医

学教育 47：271－279(平成 28 年 8 月) 
15） 西城卓也：ニューズ. 第 61 回医学教育セミナーとワークショップ(岐阜)報告：医学教育 47：316－

318(平成 28 年 10 月) 
16） 伊藤孝訓, 鈴木一吉, 藤崎和彦, 木尾哲朗：医療コミュニケーション・ファシリテータ養成セミナー

10 周年記念シンポジウム 歯学教育におけるファシリテーションを考える：日本歯科医学教育学会

雑誌 Vol.32 No.3：126－130(平成 28 年 12 月) 
17） 川上ちひろ：アナウンスメント. 第 63 回医学教育セミナーとワークショップ：医学教育 47：384－

385(平成 28 年 12 月) 
18） Won Shim, 石原幸紀, 稲川清香, 坂田裕也, 清水陽平, 忽滑谷悠仁, 山田隆太, 西城卓也, 今福輪太

郎: 医師の「超義務」を医学生はどう考えるか？医学教育 48：17－18(平成 29 年 2 月) 
19） 川上ちひろ：ニューズ. 第 63 回医学教育セミナーとワークショップ：医学教育 48：37－39(平成 29

年 2 月) 
20） 西城卓也：テーマティック・アナリシス法－インタビューデータ分析のためのコーディングの基礎

－(土屋雅子著), 医学教育 48：48－49(平成 29 年 2 月) 
21） 丹羽みちる, 大久保嘉哉, 大西拓海, 矢野博久, 横地泰徳, 恒川幸司, 今福輪太郎, 西城卓也：文学・

哲学的視点から捉える医学生の職業観・キャリア志向性：新しい医学教育の流れ. 第 16 巻 4 号：206
－209(平成 29 年 3 月) 

22） 西城卓也, 小西由樹子：アナウンスメント. 第 67 回医学教育セミナーとワークショップ：医学教育 
48：422－423(平成 29 年 12 月) 

23） Imafuku R, Nishiya K, Saiki T, Okada H. Online and face-to-face：Developing an inter-university 
undergraduate research. Medical Science Educator, 2017；1－2(平成 29 年 12 月) 
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11．報道 
1） 岐阜大学 平成 26 年度大学改革シンポジウム「地域・市民とともに育てる医療人」：文教ニュース

(2015 年 2 月 23 日) 
2） 岐阜大医学教育センターがセミナーとワークショップ：文教速報(2015 年 2 月 27 日) 
3） 藤崎和彦：人間力がなければ医者にはなれない：Asahi Shimbun Weekly AERA(2015 年 4 月 27 日) 
4） 岐阜大, 埼玉医大とセミナー・ワークショップ：文教速報(2015 年 7 月 17 日) 
5） 岐阜大が医学教育セミナーとワークショップ：文教速報(2015 年 10 月 5 日) 
6） 岐阜大 医療通訳ボランティア研修の開催：文教ニュース(2015 年 11 月 9 日) 
7） 医療通訳ボランティア研修に協力(岐阜大)：文教速報(2015 年 11 月 16 日) 
8） 岐阜大学 医学教育セミナー＆ワークショップ：文教ニュース(2016 年 2 月 22 日) 
9） 国公私医歯学部教務事務職員研修を開催(岐阜大)：文教速報(2016 年 6 月 3 日) 

10） 岐阜大学 国公私大医・歯学部の教務事務職員研修：文教ニュース(2016 年 6 月 6 日) 
11） 藤崎和彦：卒業前にも OSCE 実施へ 医学部で計画 薬学部も追随か：薬事日報(2016 年 6 月 6 日) 
12） 岐阜大が医学教育セミナーとワークショップ：文教速報(2016 年 6 月 8 日) 
13） 岐阜大学 MEDC 医学教育セミナーとワークショップ：文教ニュース(2016 年 6 月 13 日) 
14） 藤崎和彦：教育効果を分析し、改良へ 薬系大学での研究実践例を報告 日本薬学教育学会第 1 回大

会：薬事日報(2016 年 8 月 31 日) 
15） 岐阜大 MEDC が医学教育セミナーとワークショップ：文教速報(2016 年 9 月 7 日) 
16） 岐阜大 医学教育開発研究センター 医学教育セミナーとワークショップ：文教ニュース(2016 年 9 月

12 日) 
17） 多職種連携教育に参加：薬事日報(2016 年 11 月 14 日) 
18） 岐阜大が医学教育セミナーとワークショップ：文教速報(2016 年 11 月 25 日) 
19） 西城卓也：看取りを学ぶ：DOCTOR-ASE 日本医師会：16(2017 年 7 月 25 日) 
20） 藤崎和彦：学生の能動的な学びをサポートする：DOCTOR-ASE 日本医師会：36－37(2017 年 7 月

25 日) 
21） 卒前医学教育で数える医療人類学：週刊 医学界新聞(2017 年 8 月 21 日) 
22） 岐阜大学医学教育センター 岡山大で医学教育セミナーと WS：文教ニュース(2017 年 10 月 30 日) 
23） 「チーム医療」模擬体験：岐阜新聞(2017 年 11 月 22 日) 

12．自己評価 
評価 
全国共同利用拠点の 2 期目の中核事業としてアソシエイト／フェローシップの仕組みをスタートさせ, 

その副次効果として医学教育セミナーとワークショップの参加者数の増大も達成することが出来ている。

また, 拠点の 2期目の中間年として, 外部評価者による拠点 2期事業の中間評価も受けて, 大変良い評価

も受けることが出来た。 
 
現状の問題点及びその対応策 

共同利用拠点の活動, 研究活動, 学科内と全学での学内運営活動, 学外活動など，多岐にわたる活動を

行っており, それぞれの活動で, 深みのある活動が十分に出来ていない。 
 

今後の展望 
今後も研究・FD 活動を精力的に行って日本の取組を世界に発信するとともに, 医学教育共同利用拠点

としての活動も拠点事業の 3 期目認定に向けてさらに充実させていきたい。 
 

－428－



 

（6）生体支援センター 

1．研究の概要 
当センターは医学部附属病院の中央診療部門の一つであるが，ICT (感染性制御チーム)，NST (栄養管

理チーム)，PUT (褥瘡対策チーム)，RST (呼吸療法支援チーム)，VC (予防接種部門) ともに，日常の診

療支援業務のなかで，サーベイランス，医療経済効果分析を行ったり，地域でのネットワーク体制構築に

基づいた連携医療機関全体での調査研究をしたりなど，臨床・社会医学研究に積極的に取り組み，その成

果を発表している。最近の主な研究テーマを以下に示す。 
(ICT)     
・ 抗菌薬適正使用 (Antimicrobial Stewardship) のアウトカム評価 
・ 抗菌薬の臨床薬剤学 
・ 岐阜県内感染防止対策加算および地域連携加算病院におけるサーベイランスシステム構築とそのアウ

トカム評価 
・ 医療関連感染対策の医療経済効果 
・ 高齢者施設における医療関連感染対策ガイド策定に関する研究 
・ 高齢者施設および在宅医療における薬剤耐性菌の疫学に関する研究 
・ 薬剤耐性菌株分析等，臨床微生物学的研究 
・ 電子化全自動感染対策サーベイランスシステムの活用(Medlas-SHIPL)による効果 
(NST) 
・ 慢性肝疾患の栄養アセスメントと治療に関する研究 
・ 消化器癌患者の術前・術後の栄養管理に関する研究 
・ 救急患者の栄養状態とその管理に関する研究 
・ Nutrition Support Service System 構築とそのアウトカム評価 
(PUT) 
・ 手術や各種医療器具使用に伴う圧迫性皮膚障害の予防 
・ 褥瘡患者に対する栄養管理の効果 
(RST) 
・ 人工呼吸器等のリスクマネジメントに関する研究 
・ RST 活動のアウトカム評価 
(VC) 
・ 教職員・学生の各種ウイルス抗体検査およびワクチン接種の効果 

2．名簿 
教授： 
准教授： 
講師： 
助教： 
助教： 
助教： 

村上 啓雄 
馬場 尚志 
飯塚 勝美 
久保田 全哉 
上村 真也 
前田 健一 

Nobuo Murakami 
Hisashi Baba 
Katsumi  Iizuka 
Msaya  Kubota 
Shinya  Uemura 
Kenichi  Maeda 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 村上啓雄(編集責任者, 策定作業部会委員長). 国公立大学附属病院感染対策協議会編. 病院感染対策ガイド

ライン 改訂第 2 版, 東京：じほう；2015 年. 
2） 村上啓雄, 西村佳代子(分担執筆). 慢性閉塞性肺疾患(COPD)「疾患概要」：加藤昌彦編. 医師が知っておき

たい外来で役立つ栄養・食事のポイント, 東京：文光堂；2015 年：142－146. 
3） 村上啓雄, 西村佳代子(分担執筆). 慢性閉塞性肺疾患(COPD)「栄養・食事療法の実際」：加藤昌彦編. 医師

が知っておきたい外来で役立つ栄養・食事のポイント, 東京：文光堂；2015 年：147－153. 
4） 村上啓雄(分担執筆).「国立大学附属病院感染対策協議会 病院感染対策ガイドライン(医科) 改訂第 4

版」：大久保憲編. はやわかりレビュー！感染対策に必要なガイドラインこれだけは！, 大阪：メディカ出

版；2015 年：21－29. 
5） 一山 智, 村上啓雄, 大友陽子, 西山宏幸(座談会記録). 「アウトブレイク対応と病院の危機管理」Bio Scan 

Fresh and Future, 東京：エルムコム/エルゼビア・ジャパン；2015 年：2－8. 
6） 村上啓雄, 大曲貴夫(分担執筆).「総論 9．医療関連感染とチーム医療」：操 華子編. 感染管理・感染症看

護テキスト, 東京：照林社；2015 年：26－28. 
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7） 村上啓雄編著. 編集にあたって：職種別タスク一覧表つき！ 感染対策チームの全仕事まる見えタスクファ

イル, 大阪：メディカ出版：2015 年：3. 
8） 村上啓雄編著. 総論 ICT 活動とは：職種別タスク一覧表つき！ 感染対策チームの全仕事まる見えタスク

ファイル, 大阪：メディカ出版：2015 年：9－10. 
9） 村上啓雄編著. コラム 01 感染防止対策加算の使い道：職種別タスク一覧表つき！ 感染対策チームの全

仕事まる見えタスクファイル, 大阪：メディカ出版：2015 年：46－47. 
10） 村上啓雄編著. コラム 10 保健所との日ごろの付き合い方：職種別タスク一覧表つき！ 感染対策チーム

の全仕事まる見えタスクファイル, 大阪：メディカ出版：2015 年：232. 
11） 村上啓雄編著. 第 6 章 地域連携・近隣施設のサポート 01 感染防止対策加算を通じた連携：職種別タス

ク一覧表つき！ 感染対策チームの全仕事まる見えタスクファイル, 大阪：メディカ出版：2015 年：234
－241. 

12） 村上啓雄編著. 第 6 章 地域連携・近隣施設のサポート 02 中小医療機関のサポート－行政機関や保健所

との連携を含めて－：職種別タスク一覧表つき！ 感染対策チームの全仕事まる見えタスクファイル, 大
阪：メディカ出版：2015 年：242－248. 

13） 村上啓雄編著. 第 6 章 地域連携・近隣施設のサポート 03 その他の連携－在宅医療・介護老人保健施設

等のサポート－：職種別タスク一覧表つき！ 感染対策チームの全仕事まる見えタスクファイル，大阪：メ

ディカ出版：2015 年：249－252. 
14） 渡邉珠代. 感染症：山本眞由美編. 2015 大学生の健康ナビ, 岐阜：岐阜大学；2015 年：175－179. 
15） 渡邉珠代，村上啓雄(分担執筆). 門脇 孝，小室一成，宮地良樹 監修.Ⅰ 感染症 11．感染性腸炎」日

常診療に活かす診療ガイドラ UP-TO-DATE 2016-2017，大阪：メディカルレビュー社：2016 年：69－73. 
16） 丹羽 隆，村上啓雄.「第 2 章 年間を通じて行おう！ いつでも大切！ To Do リスト①－② 抗菌薬の

適正使用への取り組み」やり忘れ＋うっかりを防ぐ！ 感染対策 To Do リスト、大阪：メディカ出版：

2017 年：32－36． 
17） 村上啓雄. 松本哲也編. Part Ⅴ ESBL 産生菌の感染対策 3 介護施設における感染対策のポイント」こ

れだけはしっておきたい 日常診療で遭遇する耐性菌 ESBL 産生菌 診断・治療・感染対策、大阪：医

薬ジャーナル社：2017 年：179－190 
 

著書（欧文） 
1） Baba H, Paterson DL. Cefotiam, Cefuzonam, Cefamandole, Cefonicid, and Ceforanide. In: Grayson ML, 

et al. ed. Kucers' The Use of Antibiotics, 7th ed．Boca Raton: CRC press;2017:369-402. 
2） Baba H. Aztreonam and Aztreonam-Avibactam. In: Grayson ML, et al. ed. Kucers' The Use of 

Antibiotics, 7th ed．Boca Raton: CRC press;2017:644-657. 
3） Hayashi Y, Baba H. Faropenem．In: Grayson ML, et al. ed. Kucers' The Use of Antibiotics, 7th ed．Boca 

Raton: CRC press;2017:765-771. 
 

 
 

総説（和文） 
1） 村上啓雄.身近なヘルスケア② 冬場の感染対策－インフルエンザのノロウイルス」，経済月報 2015 年；

28(11)：22－23. 
2） 丹羽 隆，村上啓雄，伊藤善規. アウトブレイク発生⁉ なんの消毒薬をどう使う?!「メチシリン耐性黄色

ブドウ球菌」，薬局 2016 年；67(2)：248－250. 
3） 村上啓雄． Patient Safety と医療関連感染制御，臨床病理 2016 年；64(3), 345－354.  
4） 村上啓雄． 感染症ガイドラインのすべて Ⅶその他，主要学会 6．国公立大学附属病院感染対策協議会

病院感染対策ガイドライン」，化学療法の領域 2016 年；32(S-1), 863－870. 
5） 鈴木智之，村上啓雄．感染制御と医療経済；医療関連感染対策の経済学的評価」，丸石感染対策ニュース 

2016 年；AUG No.4, 3－5. 
6） 村上啓雄． 国公立大学附属病院感染対策協議会病院感染対策ガイドライン第 4 版(改訂第 2 版)」， 

CARLISLE 2016 年；21(2), 1－3. 
7） 村上啓雄. 巻頭言 Antimicrobial Stewardship Program 推進のために, 化学療法の領域 2017 年；

33(3)；15. 
8） 村上啓雄. 質疑応答 Pro⇔Proプロからプロへ 地域における薬剤耐性菌への対策の取り組み, 週刊日本医

事新報 2017 年；No.4585；63. 
9） 馬場尚志. 耐性菌検査法ガイド 第三章 薬剤耐性菌検査の目的と意義. 日本臨床微生物学雑誌 2017

年；27 巻(Suppl 3)：19－22. 
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なし 
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桿菌の簡易同定アルゴリズムと ESBL 産生菌の効率的な検出法の評価：質量分析法との同定制度の比較と

費用対効果を含めた検討, 日本臨床微生物学雑誌 2015 年；25 巻；40－49.  
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MRSA 感染制御活動の経済的評価に関する検討, 環境感染誌 2015 年；30 巻：91－96. 
5） 小池竜司, 小野和代, 八木哲也, 村上啓雄. TOPIC prompt report 国公立大学医学部附属病院感染対策協

議会‐第 16 回総会の概要と注目トピック‐, INFECTION CONTROL 2015 年；24 巻：554－557. 
6） 村上啓雄, 渡邉珠代, 深尾亜由美, 土屋麻由美, 丹羽 隆, 太田浩敏, 中山麻美, 河合直樹. 地域における

連携の実際 今月の特集② 感染制御と連携－検査部門はどのようにかかわっていくべきか, 臨床検査 

2015 年；59 巻：348－355. 
7） 渡邉珠代, 村上啓雄. 感染防止対策加算による医療連携が微生物検査に与えた影響. 臨床微生物検査の現
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桿菌の簡易同定アルゴリズムと ESBL 産生菌の効率的な検出法の評価：質量分析法との同定制度の比較と

費用対効果を含めた検討，日本臨床微生物学雑誌 2015 年；25(4), 40－49． 
12） 熊田恵介，村上啓雄，豊田泉，小倉真治，福田充宏．高度救命救急センターにおけるインシデント報告の

現状と気管切開事例に係る安全管理対策の効果 ，JJAMM(日救急医会誌) 2016 年；27, 8－14. 
13） 丹羽隆, 村上啓雄.「Antimicrobial stewardship 活動の実際 今月の特集 2 Antimicrobial stewardship 臨

床検査 2017 年；61(1)：70－74. 
14） 熊田恵介, 村上啓雄, 吉田 実, 豊田 泉, 小倉真治, 福田充宏. 調査・報告温泉地域における入浴関連救

急搬送事例の検討 地域特性からみた救急支援のあり方, 日臨救急医会誌 2017 年；20(1)；18－22. 
15） 安江智雄, 田辺正樹, 村上啓雄．地域のパンデミックプランニング 次の新型インフルエンザ発生に備え

る！！－地域における医療体制の構築を目指した地方自治体の取組み－, インフルエンザ 2017 年；18(2)；
115－118. 
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1） Kumada K, Tamai S, Murakami N, Toyoda I, Ogura S, Fukuda A. Safety Management of 

Tracheostomies: An Analysis of Early Complications. J of Medical Safety. 2015:160-164.  
2） Niwa T, Watanabe T, Suzuki K, Hayashi H, Ohta H, Nakayama A, Tsuchiya M, Yasuda K, Murakami 
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and Therapeutics.2016 :41,19-25. CS 1.79 

3） Niwa T, Watanabe T, Goto T, Ohta H, Nakayama A, Suzuki K, Shinoda Y, Tsuchiya M, Yasuda K, 
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Biol Pharm Bull.2016;39,721-727. CS 1.79 

4） Kumada K, Murakami N,  Okada H, Toyoda I, Ogura S, Kondo H, Fukuda A：Rare central venous 
catheter malposition－an ultrasound-guided approach would be helpful: a case report  J of Medical 
Case Report. 2016;10,248-251. CS 0.63 

5） Nakamura N,  Hara T, Ninomiya S,  Shibata Y,  Matsumoto T,  Nakmura H, Kitagawa J, Nannya 
Y, Shimizu M,  Murakami N，Tsurumi H：Garenoxacin Prophylaxis for Febrile Neutropenia after 
Chemotherapy in Hematological Malignancies. Open J of Internal Medicine (OJIM).2016;6,128-138. 

6） Muraki Y, Yagi T, Tsuji Y, Nishimura N, Tanabe M, Niwa T, Watanabe T, Fujimoto S, Takayama K, 
Murakami N, Okuda M： Japanese antimicrobial consumption surveillance: First report on oral and 
parenteral antimicrobial consumption in Japan(2009-2013). J of Global Antimicrobial 
Resistance.2016:7,19-23. CS 1.01 

7） Muraki Y, Yagi T, Tsuji Y, Nishimura N, Tanabe M, Niwa T, Watanabe T, Fujimoto S, Takayama K, 
Murakami N, Okuda M. Japanese antimicrobial consumption surveillance: First report on oral and 
parenteralantimicrobial consumption in Japan(2009-2013). Journal of Global Antimicrobial Resistance 
2016;7:19-23. CS 1.13 

8） Yoshida S, Suzuki K, Suzuki A, Okada H, Niwa T, Kobayashi R, Murakami N, Ogura S, Itoh Y. Risk 
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factors for the failure of treatment of Pseudomonas aeruginosa bacteremia  in critically ill patients. 
Pharmazie. 2017:72;428-432. CS 1.28 

9） Yoshida S, Suzuki A, Ohmori T, Niwa T, Okada H, Suzuki K, Kobayashi R, Doi T, Kitaichi K, Matuura 
K, Murakami N, Ogura S and Itoh Y. A simplified chart for determining the initial loading dose of 
teicoplanin in critically ill patients. Pharmazie. 2017;72: 53-57. CS 1.28 

10） Harada S, Suzuki A, Nishida S, Kobayashi R, Tamai S, Kumada K, Murakami N, Itoh Y. Reduction of 
medication errors related to sliding scale insulin by introduction of a standardized order sheet. 
Journal of Evaluation in Clinical Practice.2017;23:582-585. CS. 1.31 

11） Iizuka K. The transcription factor carbohydrate-response element-binding protein(ChREBP):A 
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4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：八木哲也(名古屋大学医学部), 研究分担者：村上啓雄；厚生労働科学研究費補助金 新

型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業：医療機関におけるインフルエンザ感染対策の研究；

平成 25－27 年度(3 年計画予定)；1,620 千円(900：400：320 千円) 
2） 研究代表者：荒川宜親(名古屋大学医学部), 研究分担者：村上啓雄，馬場尚志, 太田浩敏：厚生労働

科学研究費補助金:在宅医療患者等における多剤耐性菌の分離率及び分子疫学解析；平成 27－29 年

度(3 年計画予定)；500：300 千円 
3） 研究代表者：八木哲也(名古屋大学医学部), 研究分担者：村上啓雄：地域連携に基づいた医療機関等

における薬剤耐性菌の感染制御に関する研究；介護施設における薬剤耐性菌対策についての研究；

平成 28－30 年度(3 年計画予定)；350：250 千円 

2）受託研究 
1） 村上啓雄, 馬場尚志, 深尾亜由美：院内感染対策研究事業(平成 17 年度～)；平成 17－29 年度；8,559

千円(993：500：500：500：500：500：500：500：800：800：822：822：822 千円)：岐阜県医療

整備課受託研究費 
2） 村上啓雄, 馬場尚志, 寺本貴英, 大西秀典：岐阜県予防接種センター委託事業(平成 20 年度～)；平成

20－29 年度；10,4000 千円(1,000：1,000：1,000：1,000：1,000：1,080：1,080：1,080：1080：
1080 千円)：岐阜県医療整備課受託研究費 

3）共同研究 
1） 村上啓雄：国立大学医学部附属病院共通ソフト“感染症管理システム”を用いた全自動全面電子化

医療関連感染サーベイランスに関する研究；平成 12 年～現在；0 円：群馬大学 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
村上啓雄： 
1） 日本感染症学会評議員(平成 13 年～現在) 
2） 日本感染症学会中日本地方会理事(平成 28 年～現在) 
3） 日本環境感染学会評議員(平成 18 年度～現在) 
4） 日本病態栄養学会評議員(平成 17 年度～現在) 
5） 日本病態栄養学会監事(平成 27 年度～平成 28 年度) 
6） 日本病態栄養学会理事(平成 29 年度～現在) 
7） 日本病態栄養学会 NST 委員会委員長(平成 25 年度～現在) 
8） 日本内科学会東海支部評議員(平成 12 年度～現在) 
9） 日本口腔ケア学会評議員(平成 28 年～現在) 
 
馬場尚志： 
1） 日本感染症学会評議員(平成 24 年 1 月～現在) 
2） 日本環境感染学会評議員(平成 24 年 2 月～現在) 
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3） 日本臨床微生物学会評議員(平成 25 年 2 月～現在) 
 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
村上啓雄： 
1） 日本病態栄養学会 NST セミナー(平成 27 年 1 月, 京都, 招待講演「4.補助食品 5.経腸栄養の種類，

投与ルート，管理 6.経腸栄養の合併症対策，演習 3 症例による検討，NST 実技講習会」ファシリ

テーター) 
2） 第 18 回日本病態栄養学会年次学術集会(平成 27 年 1 月, 京都, 教育講演「感染と栄養」座長) 
3） 第 27 回日本臨床微生物学会総会(平成 27 年 1 月, 東京, WS4「2DCM‐web ワークショップです。

JANIS 検査部門参加中，参加予定の皆さん，是非のぞいてみてください。」コーディネーター) 
4） 第 30 回日本環境感染学会総会(平成 27 年 2 月, 神戸, シンポジウム 1「次世代の人材育成を考慮し

た感染制御」座長) 
5） 第 30 回日本環境感染学会総会・学術集会(平成 27 年 2 月, 神戸, WS3「JANIS 検査部門の 2DCM

の体験 WS」コーディネーター) 
6） 第 6 回東海 ICD アカデミー(平成 27 年 4 月, 名古屋, シンポジウム「血流感染対策」シンポジスト) 
7） 第 89 回日本感染症学会総会(平成 26 年 4 月, 京都, シンポジウム 1「病院感染症医の必要性」座長) 
8） 日本病態栄養学会 NST セミナー(平成 27 年 6 月, 東京, 招待講演「4.補助食品 5.経腸栄養の種類，

投与ルート，管理 6.経腸栄養の合併症対策，演習 3 症例による検討，NST 実技講習会」ファシリ

テーター) 
9） 日本病態栄養学会 NST セミナー(平成 27 年 7 月, 大阪, 招待講演「4.補助食品 5.経腸栄養の種類，

投与ルート，管理 6.経腸栄養の合併症対策，演習 3 症例による検討，NST 実技講習会」ファシリ

テーター) 
10） 医療安全教育セミナー(上級編)2015 国際リスクマネジメント学会主催(平成 27 年 10 月, 東京, シ

ポジウム「医療事故の病院対応の現状と未来」司会およびシンポジスト) 
11） 第 85 回日本感染症学会西日本地方会学術集会, 第 58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会, 第

63 回日本化学療法学会西日本支部総会(平成 27 年 10 月, 奈良, 特別講演 2「感染制御と感染症学」

演者) 
12） 第 7 回東海 ICD アカデミー(平成 27 年 11 月, 名古屋, シンポジウム「MRSA 保菌者対策」コメンタ

ーター) 
13） 第 62 回日本臨床検査医学学術集会(平成 27 年 11 月, 岐阜, 特別講演「感染対策から医療安全を考え

る」演者) 
14） 第 28 回日本外科感染症学会総会 ICD 講習会(平成 27 年 12 月, 名古屋, 講演「ノロウイルスによる

感染性胃腸炎と対策」演者) 
15） 平成 27 年度厚生労働省院内感染対策講習会①，③(平成 27 年 12 月, 神戸, パネルディスカッション

「院内感染対策のシステム化・連携」「地域における感染対策のネットワーク」演者) 
16） 平成 27 年度厚生労働省院内感染対策講習会(平成 27 年 12 月, 奈良, パネルディスカッション「アウ

トブレイク対応の実際と地域ネットワーク・地域連携」演者) 
17） 第 27 回日本臨床微生物学会総会(平成 28 年 1 月，仙台，WS 10「JANIS 検査部門 2DCM‐web

体験・相談 ワークショップ」コーディネーター 藤本修平 八束眞一 本間操 宮木祐輝 茂籠

邦彦 岩崎澄央 大瀧博文 山田貴子 大石貴幸 勝見真琴 柴山恵吾 荒川宜親 八木哲也 村

上啓雄 富田治芳 遠藤敏尚 飯島秀弥 
18） 日本病態栄養学会 NST セミナー(平成 28 年 1 月, 横浜， 招待講演「4.補助食品 5.経腸栄養の種類，

投与ルート，管理 6.経腸栄養の合併症対策，演習 3 症例による検討，NST 実技講習会」ファシリ

テーター) 
19） 第 19 回日本病態栄養学会年次学術集会(平成 28 年 1 月，横浜，教育講演 3「トランス脂肪酸」座長) 
20） 第 19 回日本病態栄養学会年次学術集会(平成 28 年 1 月，横浜，NST メディカルスタッフセッショ
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ン(初級編) 「静脈栄養の基本」座長) 
21） 第 31 回日本環境感染学会総会・学術集会(平成 28 年 2 月，京都，ランチョンセミナー(LS 8)「地域

連携による感染制御力向上の取組み」演者) 
22） 第 31 回日本環境感染学会総会・学術集会(平成 28 年 2 月，京都，シンポジウム 6 テーマ：行政も

含めた感染制御の地域連携「感染制御の連携における今後の展望」) 
23） 第 31 回日本環境感染学会総会・学術集会(平成 28 年 2 月，京都，特別講演 4「国公立大学附属病院

感染対策協議会の活動を通じての我が国の感染対策の推進」演者) 
24） 第 90 回日本感染症学会総会・学術講演会(平成 28 年 4 月，仙台，「一般演題 疫学」座長) 
25） 第 5 回日本感染管理ネットワーク(ICNJ)学会学術集会・第 14 回総会(平成 28 年 5 月，大分，シンポ

ジウム 1 日本のサーベイランスシステム 現状と展望～ICN は何を求め，何を担うのか～「国公

立大学附属病院感染対策協議会の統一サーベイランスについて」鍋谷佳子 渡邉都貴子 田邊嘉也 

高倉俊二 村上啓雄 
26） H28 年度日本病態栄養学会 NST セミナー(平成 28 年 7 月，東京，招待講演「4.補助食品 5.経腸栄

養の種類，投与ルート，管理 6. 経腸栄養の合併症対策」ファシリテータ) 
27） 第 86 回日本感染症学会西日本地方学術集会 第 59 回日本感染症学会中日本地方会学術集会 第 64

回日本化学療法学会西日本支部総会(平成 28 年 11 月，沖縄，ランチョンセミナー(LS)「Antimicrobial 
Stewardship Program のアウトカム」講演) 

28） 第 86 回日本感染症学会西日本地方会学術集会 第 59 回日本感染症学会中日本地方会学術集会 第

64 回日本化学療法学会西日本支部総会(平成 28 年 11 月，沖縄，ワークショップ「薬剤師は病院感

染症診療のどこまでコミットできるか」座長) 
29） 第 8 回東海 ICD アカデミー(平成 28 年 11 月, 名古屋, シンポジウム「MRSA 保菌者対策」コメンタ

ーター) 
30） 日本外科感染症学会 第 29 回学術集会(平成 28 年 11 月，東京，特別企画．JANIS サーベイランス

データのさらなる活用「JANIS 検査部門データ活用の現状と今後 2DCM-web と RICSS で AMR
と戦う」藤本修平，村上啓雄，柴山恵吾，八木哲也，荒川宜親) 

31） 平成 28 年度厚生労働省院内感染対策講習会②(平成 28 年 12 月, 奈良, パネルディスカッション「多

剤耐性菌検出時の ICT による介入ならびにアウトブレイク対応の実際」演者) 
32） 第 20 回日本病態栄養学会年次学術集会(平成 29 年 1 月, 京都, 教育講演 9「感染制御と栄養管理」

演者) 
33） 第 20 回日本病態栄養学会年次学術集会(平成 29 年 1 月, 京都, ＮＳＴスキルアップ講習会「NST 多

職種メンバーに期待するもの」座長) 
34） 第 63 回医学教育セミナーとワークショップ(平成 29 年 1 月, 岐阜, セミナー講演「The 地域枠学生

の育て方～卒後のキャリア支援を見据えて～」演者) 
35） 第 63 回医学教育セミナーとワークショップ(平成 29 年 1 月, 岐阜, WS-2「卒後キャリア支援を見据

えた地域枠学生の育て方」ファシリテーター 前田隆浩 長谷川仁志 阿波谷敏英 片岡義裕 村

上啓雄) 
36） 第 32 回日本環境感染学会総会・学術集会(平成 29 年 2 月, 神戸, 教育講演 3「国公立大学附属病院

感染対策協議会の社会貢献と今後の課題」演者) 
37） H29 年度日本病態栄養学会 NST セミナー(平成 29 年 7 月, 東京, 講義：4.補助食品 5.経腸栄養の

種類、投与ルート、管理 6.経腸栄養の合併症対策」ファシリテータ－) 
38） 第 49 日本医学教育学会大会(平成 29 年 8 月, 札幌, シンポジスト「地域参加型医学教育の方略と評

価」岐阜大学の地域医療教育の取組」岡山雅信 白鳥正典 村上啓雄 井上和男) 
39） 第 54 回日本細菌学会中部支部総会・学術集会(平成 29 年 10 月, 名古屋, パネル・ディスカッション

「日本細菌学会再活性化のための提言」パネリスト 飯沼由嗣 八木哲也 村上啓雄 
40） 第26回日本口腔感染症学会(平成29年11月, 愛知, ICD講習会 テーマ「チーム医療院内感染対策」

連携・ネットワーク構築による地域感染制御強化の取り組み 演者) 
41） 平成 29 年度厚生労働省院内感染対策講習会③(平成 29 年 12 月, 奈良, 講演「アウトブレイクとその

対応」演者) 
 

 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

－434－



 

9．社会活動 
村上啓雄： 
1） 国公立大学医学部附属病院感染対策協議会委員(平成 12 年度～現在) 
2） 同協議会会長(平成 26 年度～現在) 
3） 厚生労働省院内感染対策サーベイランス運営会議構成員(平成 24 年度～現在) 
4） 厚生労働省院内感染対策中央会議構成員(平成 28 年～現在) 
5）岐阜地方裁判所専門員(平成 16 年度～現在) 
6） 岐阜県感染症予防委員会情報対策部会解析小委員会委員(平成 11 年度～現在) 
7） 岐阜県感染症予防委員会予防接種部会委員(平成 20 年度～現在) 
8） 岐阜県予防接種健康被害調査専門医師集団専門医師(平成 16 年度～現在) 
9） 岐阜県院内感染対策協議会委員(平成 18 年度～現在) 

10） 岐阜県院内感染対策相談窓口回答者(平成 17 年度～現在) 
11） 岐阜県新型インフルエンザ対策委員会委員長(平成 20 年度～現在) 
12） (社)地域医療振興協会シニアプログラム「地域医療のすすめ」専門指導医(平成 21 年度～現在) 
13） 岐阜県へき地地域医療対策委員会委員(平成 21 年度～現在) 
14） 岐阜県立病院医療事故検討会委員(平成 22 年度～現在) 
15） 郡上市地域医療確保検討委員会委員(平成 22 年度～現在) 
16） 岐阜県医師育成・確保コンソーシアム企画調整委員会委員(平成 22 年度～現在) 
17） 岐阜県教職員保健審査委員(平成 26 年度～現在) 
18） 岐阜県在宅医療連携推進会議委員(平成 25 年度～現在) 
19） 岐阜県人権懇話会委員(平成 26 年度～現在) 
20） 愛知県立病院医療事故防止対策委員会委員(平成 26 年度～現在) 
21） 岐阜県動物由来感染症情報関連体制整備検討会メンバー(平成 26 年度～現在) 
22）メディカ出版 INFCTION CONTROL 編集委員(平成 27 年度～現在) 
22）全国地域医療教育協議会世話人(平成 27 年度～現在) 
23） 全国地域医療教育協議会世話人監事(平成 29 年度～現在) 
 
馬場尚志 
1） 日本学術振興科学研究費委員会専門委員(平成 29 年度) 

 

10．報告書 
1） 藤本修平, 村上啓雄, 八束眞一, 都倉昭彦, 輿石芳夫, 本間 操, 山下計太, 静野健一, 石黒信久, 岩

崎澄央：院内感染対策の高精度化を目的とした電子システムの開発と応用に関する研究：厚生労働

科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業)「新たな薬剤耐性菌の耐性機構

の解明及び薬剤耐性菌のサーベイランスに関する研究」総合研究報告書：153－166 (平成 24～26 年

度) 
2） 渡邉珠代, 村上啓雄：インフルエンザ研究 わが国の医療機関におけるインフルエンザ対策の実態と

課題：厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業)「医療機関にお

ける感染制御に関する研究」総括・分担研究報告書：55－60 (平成 26 年度) 
3） 渡邉珠代, 村上啓雄：岐阜県内感染防止対策加算算定全施設におけるデータ月例収集とフィードバッ

クによる感染制御レベル向上への取り組みとそのアウトカム：労働科学研究費補助金(地域医療基盤

開発推進研究事業)「感染制御システムのさらなる向上を目指す研究／特に中小医療施設を対象とし

て」総括研究報告書：13－25(平成 26 年度) 
4） 渡邉珠代, 村上啓雄：岐阜県内感染防止対策加算算定全施設におけるデータ月例収集とフィードバッ

クによる感染制御レベル向上への取り組みとそのアウトカム：科学研究費補助金(地域医療基盤開発

推進研究事業)「感染制御システムのさらなる向上を目指す研究／特に中小医療施設を対象として」

総合研究報告書：33－49(平成 25～26 年度) 
5） 前田隆浩, 阿波谷敏英, 井口清太郎, 井上和男, 大脇哲洋, 岡山雅信, 梶井英治, 武内啓祐, 谷 憲治, 

長谷川仁志, 前田隆浩, 前野哲博, 村上啓雄, 三瀬順一：公益財団法人医学教育振興財団 H26 年度医

学教育研究・助成事業「地域医療教育に関する全国調査報告書」(平成 27 年 6 月) 
6） 柴山恵吾，藤本修平，村上啓雄，八束眞一，都倉昭彦，輿石芳夫，本間操，山下計太 静野健一，

石黒信久，岩崎澄央：新たな薬剤耐性菌の耐性機構の解明及び薬剤耐性菌のサーベイランスに関す
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る研究：厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業)総合研究報告

書．「院内感染対策の高精度化を目的とした電子システムの開発と応用に関する研究」153－166(平
成 24～26 年度) 

7） 小林寛伊，村上啓雄，渡邉珠：. 感染制御システムのさらなる向上を目指す研究／特に中小医療施設

を対象として」Ⅰ 地域支援ネットワーク構築の現状分析と今後のより効果的支援策にタ関する提

言．厚生労働科学研究費補助金(地域医療基盤開発推進研究事業)「岐阜県内感染防止対策加算算定全

施設におけるデータ月例収集とフィードバックによる感染制御レベル向上への取り組みとそのアウ

トカム」総括研究報告書 13－25(平成 26 年度) 
 

11．報道 
1） 村上啓雄：感染症予防対策：FM わっち(2015 年 1 月 19 日) 
2） 村上啓雄：新しい事故調査制度と大学病院の役割：医療事故情報センターニュース(2015 年 3 月 1

日) 
3） 村上啓雄, 渡邉珠代：医療機関における季節性インフルエンザ対策の実態調査：NHK おはよう日

本(2015 年 4 月 16 日) 
4） 村上啓雄：岐阜の医療・医師確保～地域枠で若手育成：岐阜新聞オピニオン(2015 年 7 月 22 日) 
5） 村上啓雄：ICD トップランナー Vol.2 No.1 監修 (塩野義製薬株式会社感染症薬適正使用推進室提

供)「耐性菌が検出されたらどう動くか－ルーチンワークで耐性菌に立ち向かう」(2016 年 3 月 1 日) 
6） 村上啓雄：ラジオ NIKKEI/インターネットライブ「感染症 TODAY」「地域連携による感染症対策，

感染制御の強化」：日経ラジオ社東京(2016 年 7 月 14 日) 
7) 村上啓雄：外来診療における抗菌薬適正使用：岐阜県保険医新聞第(2017 年 1 月 10 日) 
8) 村上啓雄, 森川秀美, 土屋麻由美：内視鏡業務における眼への体液悲惨リスクとその対策： 

INFECTION CONTROL Interview (2017 年 2 月 1 日) 
9) 村上啓雄：インフルエンザとノロ対策：NHK 岐阜(2017 年 12 月 13 日) 
 
 

12．自己評価 
評価 

ICT 活動に基づく，研究業績をある程度発表できたものと思われる。とくに抗菌薬適正使用 
(Antimicrobial Stewardship) のアウトカム評価，抗菌薬の臨床薬剤学，岐阜県内感染防止対策加算およ

び地域連携加算病院におけるサーベイランスシステム構築とそのアウトカム評価，医療関連感染対策の

医療経済効果，医療施設における季節性インフルエンザ対策の標準化等については，国内外の学会誌等

に論文化・報告できた。結果としてセンター長が平成 26 年度から国公立大学附属病院感染対策協議会会

長および平成 28 年度から厚生労働省院内感染対策中央会議構成員に就任したことは，これらの評価の一

つとして捉えている。なお，岐阜県内においては地域連携の強化(感染防止対策加算全施設合同サーベイ

ランスおよびその全国展開(RICSS➡J-SIPHE：Japan Surveillance for Infection Prevention and 
Healthcare Epidemiology) ，岐阜県院内感染対策研究事業(協議会の開催と改善支援，中小病院訪問実

地指導，相談窓口)，岐阜県予防接種センター事業(相談窓口，3 次予防接種事業，研修会)などに大きく

貢献できたと考えている。 
 
現状の問題点及びその対応策 

ICT 活動に関連した研究業績はある程度残すことができたものの，他の栄養管理，褥瘡対策，呼吸療

法支援，予防接種については，学会発表はできたものの，学会誌への投稿は達成できていない。総説や

分担執筆がわずかにある程度である。各チームとも日常業務のなかで，臨床研究が進むように，課題を

明確化して取り組んでいきたい。 
 
今後の展望 

研究活動奨励のためにも，生体支援センターの各チーム活動に加え，医療安全管理室，臨床倫理室，

栄養管理室，診療録管理室等の患者診療支援業務の質向上と様々な観点でのリスク管理機能を統合させ

た，Quality & Risk Control Center (QRCC) の概念に基づいたさらなるブラッシュアップを模索してい

る。ただし、現状の生体支援センターおよび医療安全管理室の機能は充実しており、それらの独自性を
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残しながら、どう組織体の中で位置づけるかを H30 年度中に整理する予定である。 
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（7）寄附講座「循環呼吸先端医学講座」 

1．研究の概要 
当講座は循環病態学分野並びに呼吸病態学分野に随伴した寄附講座であり，両講座の広範な研究分野の

一部に係わる形で活動している。それらのおもなものとしては 1) ドラッグデリバリーシステムを用いた

エリスロポイエチン投与による心筋梗塞後心組織修復再生療法の開発，2) 心筋梗塞時の心筋細胞におけ

るオートファジーの病態生理解明による治療の進歩，3) 呼吸器悪性新生物の薬物治療に関する臨床研究，

4) 間葉系幹細胞のサブセットである MUSE 細胞を用いた心筋梗塞後心組織再生療法の研究である。 

2．名簿 
准教授： 
助教： 

三上 敦 
遠渡 純輝 

Atsushi Mikami 
Junki Endo 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

なし 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
なし 
 

総説（欧文） 
なし 
 

原著（和文） 
1） 川崎雅規、岩佐将充、金森寛充、山田好久、田中俊樹、牛越博昭、大野 康、三上 敦、西垣和彦、湊口

信也. 血管内超音波検査で評価する冠動脈プラークの不安定性と各種臨床検査値との関連, 臨床病理 

2016 年；64 巻：319−326. 
 

原著（欧文） 
 

1） Yanase K, Funaguchi N, Iihara H, Yamada M, Kaito D, Endo J, Ito F, Ohno Y, Tanaka H, Itoh Y, 
Minatoguchi S. Prevention of radiation esophagitis by polaprezinc (zinc L-carnosine) in patients with 
non-small cell lung cancer who received chemoradiotherapy. Int J Clin Exp Med. 2015;8:16215-16222. CS 1.25 

2） Matsumoto-Miyazaki J, Miyazaki N, Nishiwaki A, Endo J, Ushikoshi H, Ohno Y, Minatoguchi S. 
Acupuncture Treatment for Dyspnea due to Combined Pulmonary Fibrosis and Emphysema: A Case 
Report. J Altern Complement Med. 2015;21:804-809. CS 1.55 

3） Funaguchi N, Nakajima Y, Kaito D, Yanase K, Ito F, Endo J, Morishita M, Asano M, Iihara H, Mori H, 
Ohno Y, Minatoguchi S. Analysis of Pemetrexed Monotherapy in Advanced Non-Small Cell Lung 
Cancer Patients with Impaired Renal Function. Gan To Kagaku Ryoho. 2015;42:705-708. CS 0.09 

4） Kanamori H, Takemura G, Goto K, Tsujimoto A, Mikami A, Ogino A, Watanabe T, Morishita K, Okada 
H, Kawasaki M, Seishima M, Minatoguchi S. Autophagic adaptations in diabetic cardiomyopathy 
differ between type 1 and type 2 diabetes. Autophagy. 2015;11:1146-1160. CS 6.01 

5） Morishita K, Takemura G, Tsujimoto A, Kanamori H, Okada H, Chousa M, Ushimaru S, Mikami A, 
Kawamura I, Takeyama T, Kawaguchi T, Watanabe T, Goto K, Morishita M, Ushikoshi H, Kawasaki M, 
Ogura S, Minatoguchi S. Postinfarction Cardiac Remodeling Proceeds Normally in Granulocyte 
Colony-Stimulating Factor Knockout Mice. Am J Pathol. 2015;185:1899-1911. CS 4.57 

6） Hayakawa Y, Aoyama T, Yokoyama C, Okamoto C, Komaki H, Minatoguchi S, Iwasa M, Yamada Y, 
Kawamura I, Kawasaki M, Nishigaki K, Mikami A, Suzuki F, Minatoguchi S. High salt intake 
damages the heart through activation of cardiac (pro) renin receptors even at an early stage of 
hypertension. PLoS One. 2015;10:e0120453.  CS 3.32 

7） Okada H, Takemura G, Kanamori H, Tsujimoto A, Goto K, Kawamura I, Watanabe T, Morishita K, 
Miyazaki N, Tanaka T, Ushikoshi H, Kawasaki M, Miyazaki T, Suzui N, Nishigaki K, Mikami A, 
Ogura S, Minatoguchi S. Phenotype and physiological significance of the endocardial smooth muscle 
cells in human failing hearts. Circ Heart Fail. 2015;8:149-155.  CS 5.74 

8） Ito F, Ohno Y, Toyoshi S, Kaito D, Koumei Y, Endo J, Kamamiya F, Mori H, Mori M, Morishita M, 
Funaguchi N, Minatoguchi S. Pharmacokinetics of consecutive oral moxifloxacin (400 mg/day) in 
patients with respiratory tract infection. Ther Adv Respir Dis. 2016;10:34-42. CS 2.31 
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9） Kamiya F, Ohn Y, Funaguchi N, Yanase K, Ito F, Endo J, Mori H, Osuga T, Iwata H, Yasuda N, 
Takatsu H, Minatoguchi S. 3-D computed tomographic airway analysis detects mild bronchiectasis in 
mycobacterium avium complex pulmonary disease. Int J Clin Exp Med. 2016;9:5978-5986. CS 1.25 

10） Ito F, Kawasaki M, Ohno Y, Toyoshi S, Morishita M, Kaito D, Yanase K, Funaguchi N, Asano M, Endo 
J, Mori H, Kobayashi K, Nishigaki K, Miyazaki T, Takemura G, Minatoguchi S. Noninvasive Tissue 
Characterization of Lung Tumors Using Integrated Backscatter Intravascular Ultrasound: An Ex Vivo 
Comparative Study With Pathological Diagnosis. Chest. 2016;149:1276-1284. CS 4.66 

11） Kawasaki M, Iwasa M, Kanamori H, Yamada Y, Tanaka T, Ushikoshi H, Ohno Y, Mikami A, Nishigaki 
K, Minatoguchi S. Relationship between Coronary Plaque Stability Evaluated by Intravascular 
Ultrasound and Laboratory Parameters. Rinsho Byori. 2016;64:319-326.  CS 0.11 

12） Goto K, Takemura G, Takahashi T, Okada H, Kanamori H, Kawamura I, Watanabe T, Morishita K, 
Tsujimoto A, Miyazaki N, Ushikoshi H, Kawasaki M, Mikami A, Kosai K, Minatoguchi S. Intravenous 
Administration of Endothelial Colony-Forming Cells Overexpressing Integrin β1 Augments 
Angiogenesis in Ischemic Legs. Stem Cells Transl Med. 2016;5:218-226. CS 4.89 

13） Okamoto C, Hayakawa Y, Aoyama T, Komaki H, Minatoguchi S, Iwasa M, Yamada Y, Kanamori H, 
Kawasaki M, Nishigaki K, Mikami A, Minatoguchi S. Excessively low salt diet damages the heart 
through activation of cardiac (pro)renin receptor, renin-angiotensin-aldosterone, and 
sympatho-adrenal systems in spontaneously hypertensive rats. PLoS One. 2017:12: e0189099. CS 3.11 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
なし 

2）受託研究 
1） 三上敦：体性幹細胞を用いた循環器疾患治療の探求；平成 29 年度；300 千円：タケダリサーチサポ

ート武田薬品工業(株) 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
なし 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
なし 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
なし 

10．報告書 
なし 
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11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 

当グループの欧文原著は今回 1 報が加わったが，その渡邉らの 2014 年に刊行された論文はマウスモ

デルを用いて心筋梗塞回復期に食餌摂取を制限することにより，治癒が促進されることを示したもので

ある。自由摂食の 10 割，8 割，6 割，4 割と減らしていったとき 6 割で最も好結果であった。食事制限

で心筋細胞内の自食作用 (オートファジー) が亢進しており，オートファジー遮断薬クロロキンで食事制

限の効果も消失した。一見病態を悪化するのみでもおかしくない食餌制限は細胞内の代謝を促進して回

復を促進した。また心筋梗塞のダメージが 6 割で最小となるような J-カーブを観察することもでき，各

種生理指標や薬物効果と同様の傾向が観察でき，他の疾患の治療へも洞察を与えるものとなった。実際

この研究は国内外の学会発表でも好評を博している。 
 
現状の問題点及びその対応策 

当寄附講座発足から 3 年を経て研究費も漸く充足してきた。残る期間にそれに見合った結果を出して

いきたい。 
 
今後の展望 

当寄附講座の残りの期間で社会に役立つ結果を残すのが一番の目標となっている。 
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（8）寄附講座「がん先端医療開発学講座」 

1．研究の概要 
① 手術療法や薬物療法に関する臨床試験の展開とその体制の構築 
② 薬物療法・分子標的療法のトランスレーショナルリサーチの展開  

2．名簿 
准教授： 
助教： 

松橋延壽 
浅野好美 

Nobuhisa Matsuhashi
Yoshimi Asano 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 松橋延壽, 吉田和弘. ６. 消化管間質腫瘍(GIST)：菅野健太郎, 上西紀夫, 小池和彦編. 消化器疾患最新の

治療 2015-2016, 東京：南江堂；2015 年：287-290. 
2） 松橋延壽, 吉田和弘. 差分解説 外科：消化管 直腸癌における究極的肛門温存術：週刊日本医事新報 

No.4760, 東京：日本医事新報社；2015 年：55. 
3） 松橋延壽, 吉田和弘. 差分解説 外科：消化管 ここまできた大腸癌化学療法：週刊日本医事新報 No.4775, 

東京：日本医事新報社；2015 年：56 
4） 吉田和弘, 山口和也, 棚橋利行, 田中善宏, 高橋孝夫, 松橋延壽, 今井寿. Ⅳ期胃癌に対する Conversion 手

術の治療戦略：Cancer Review 1, 東京：日経メディカル開発；2017 年：21－24. 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
1） 吉田和弘, 山口和也, 棚橋利行, 田中善宏, 高橋孝夫, 松橋延壽. Conversion Surgery の定義・特性・意義, 

臨床外科 2017 年；72 巻 10 号, 1166－1170. 
 

総説（欧文） 
なし 
 

原著（和文） 
1） 高橋孝夫, 吉田和弘, 松橋延壽. 医師の立場からみた薬剤師との協働薬物治療管理(CDYM)‐がん治療にお

けるより良いチーム医療を目指して, 月刊薬事 2015 年；57 巻 5 号：27－33. 
2） 松橋延壽, 高橋孝夫, 吉田和弘. 特集 大腸癌イレウスの治療と問題点 7．左側大腸癌イレウスに対する

化学療法, 外科 2015 年；77 巻 13 号：1540－1545. 
3） 松橋延壽, 高橋孝夫, 吉田和弘. がん薬物療法のマネジメントと副作用対策, 臨床外科 2015 年；70 巻 5

号：526－531. 
4） 深田真宏, 松橋延壽, 高橋孝夫, 山口和也, 長田真二, 吉田和弘. ステロイド投与(8 年)患者に発症した腹壁

筋断裂による腹壁ヘルニアの 1 例, 日本臨床外科学会雑誌 2015 年；76 巻 3 号：626－630. 
5） 藤井宏典，飯原大稔，石原正志，松橋延壽，高橋孝夫，吉田和弘，伊藤善規．転移大腸癌患者における抗

EGFR モノクローナル抗体による低マグネシウム血症および痤瘡様皮疹の発現状況と治療効果との関連，

癌と化学療法，2016 年；43 巻(2)：229－233. 
6） 高橋孝夫，松橋延壽，飯原大稔，伊藤善規，吉田和弘．特集 外科医がしっておきたい癌化学療法と副作

用対策 有害事象のグレード評価；CTCAE，消化器外科，2016 年；39 巻(3)：285－294. 
7） 松橋延壽，吉田和弘．特集 4 GIST の化学療法，消化器外科 NURSING，2016 年；21 巻(8)：701－708． 
8） 今井寿，吉田和弘，長田真二，松井聡，田中善宏，松橋延壽，高橋孝夫，山口和也．胆嚢炎症例における

ラパコレ―早期 LC と待機的 LC，臨床外科，2016 年；71 巻(13)：1530－1536. 
9） 杉山太郎，松橋延壽，高橋孝夫，山口和也，吉田和弘．単孔式腹腔鏡手術で行った Meckel 憩室出血の２

例，日本外科系連合学会誌，2016 年；41 巻(4)：629－634. 
10） 田中秀治，松橋延壽，高橋孝夫，松井聡，佐々木義之，田中善宏，奥村直樹，山口和也，長田真二，吉田

和弘．直腸神経鞘腫に対して腹腔鏡下低位前方切除術を施行した 1 例，日本外科系連合学会誌，2016 年；

41 巻(4)：658－663. 
11） 篠田智仁，松橋延壽，高橋孝夫，山口和也，長田真二，吉田和弘．孤立性脳転移で発症した盲腸癌の 1 例，

日本臨床外科学会雑誌，2016 年；77 巻(8)：1994－1999. 
12） 松橋延壽, 高橋孝夫, 吉田和弘. 誌上ディベート―切除可能大腸癌肝転移の治療方針－術前化学療法の立

場から消化器外科 2017 年；40 巻(6)：953－972. 
13） 浅井竜一, 松橋延壽, 高橋孝夫, 田中善宏, 山口和也, 吉田和弘. クローン病に合併した前立腺浸潤を伴う

痔瘻癌の 1 例, 手術 2017 年；71 巻(7)：1115－1119. 
14） 松橋延壽, 塚田敬義, 谷口泰弘, 吉田和弘. 今さら聞けない研究倫理指針のポイント, 臨床外科 2017 年；

72 巻(12)：1358－1363. 
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15） 平田伸也, 松橋延壽, 高橋孝夫, 今井寿, 田中善宏, 山口和也, 長田真二, 吉田和弘. 薬剤性皮膚炎と鑑別

困難であった大腸癌皮膚転移の 1 例, 日本消化器外科学会雑誌 2017 年；50 巻(9)：762－767. 
16） 田尻下敏弘, 松橋延壽, 高橋孝夫, 吉田和弘. 潰瘍性大腸炎に対し結腸全摘術後 9 年目に肛門管扁平上皮癌

を発症し予後不良であった 1 例；癌と化学療法 2017 年；44 巻(12)：1629－1631. 
17） 松橋延壽, 吉田和弘. がん転移学(下)―がん転移のメカニズムと治療戦略：その基礎と臨床―Ⅴ．再発転移

抑制のための周術期治療 5. 胃癌, 日本臨牀 2017 年；75 巻 (増刊 9 号)：32－40. 
 

原著（欧文） 
1） Matsuhashi N, Takahashi T, Ichikawa K, Tanahashi T, Yawata K, Imai H, Sasaki Y, Tanaka Y, 

Okumura N, Yamaguchi K, Osada S, Yoshida K. Evaluation of the Clinical Factors Included with Anal 
Function After Laparoscopic Intersphincteric Resection for Lower Rectal Cancer. Surg Endosc. 
2015;29:S168. CS 3.10 

2） Matsuhashi N, Takahashi T, Ichikawa K, Yawata K, Tanahashi T, Imai H, Sasaki Y, Tanaka Y, 
Okumura N, Yamaguchi K, Osada S, Yoshida K. A Single Case of Single-Port Access Laparoscopic 
Appendectomy During the Puerperium. International Surgery 2015. 2015;100:101-104. CS 0.70 

3） Matsuhashi N, Takahashi T, Ichikawa K, Tanahashi T, Sasaki Y, Tanaka Y, Okumura N, Yamaguchi K, 
Osada S, Yoshida K. Transvaginal resection of a rectal leiomyoma: A case report. Oncology Letters. 
2015;10:3785-3788. CS 1.68 

4） Taniguchi K, Sugito N, Kumazaki M, Shinohara H, Yamada N, Matsuhashi N, Futamura M, Ito Y, 
Otsuki Y, Yoshida K, Uchiyama K, Akao Y. Positive feedback of DDX6/c-Myc/PTB1 regulated by 
miR-124 contributes to maintenance of the Warburg effect in colon cnacer cells. Biochimica et 
Biophysica Acta. 2015;1852:1971-1980.  

5） Osada S, Matsui S, Sasaki Y, Imai H, Tanaka Y, Matsuhashi N, Okumura N, Yoshida K. Novel 
Strategy for Colorectal Liver Metastases -Estimated by the Concept for Hepatocyte Growth Factor. 
Archives in Cancer Research. 2015;3(4):37.  

6） Sasaki Y, Osada S, Matsui S, Imai H, Tanahashi T, Tanaka Y, Matsuhashi N, Okumura N, Yamaguchi 
K, Yoshida K.  Preoperative Chemotherapy Can Change the Surgical Procedure for Hepatectomy in 
Patients with Liver Metastasis of Colorectal Cancer. Anticancer Research. 2015;35:5485-5490. CS 1.93 

7） Yamada A, Osada S, Tanahashi T, Matsui S, Sasaki Y, Tanaka Y, Okumura N, Matsuhashi N, 
Takahashi T, Yamaguchi K, Yoshida K. Novel therapy for locally advanced triple-negative breast 
cancer. International Journal of Oncology. 47:1266-1272. CS 3.30 

8） Yamada M, Iihara H, Fujii H, Ishihara M, Matsuhashi N, Takahashi T, Yoshida K, Itoh Y. Prophylactic 
Effect of Oral Minocycline in Combination with Topical Steroid and Skin Care against 
Panitumumab-induced Acneiform Rash in Metastatic Colorectal Cancer Patients. Anticancer 
Research. 2015:35:6175-6182. CS 1.93 

9） Iihara H, Fujii H, Yoshimi C, Yamada M, Suzuki A, Matsuhashi N, Takahashi T, Yoshida K, Itoh Y. 
Control of chemotherapy-induced nausea in patients receiving outpatient cancer chemotherapy. Int. J 
Clin Oncol. 2016;21:409-418. CS 1.83 

10） Fujii H, Iihara H, Suzuki A, Kobayashi R, Matsuhashi N, Takahashi T, Yoshida K, Itoh Y. 
Hypomagnesemia is a reliable predictor for efficacy of anti-EGFR monoclonal antibody used in 
combination with first-line chemotherapy for metastatic colorectal cancer. Cancer Chemother 
Pharmacol. 2016;77(6):1209-1215. CS 2.97 

11） Osada S, Tanaka K, Matsui S, Sasaki Y, Tomita H, Tanaka Y, Okumura N, Matsuhashi N, Yoshida K. 
The Significance of Histopathological Evaluation of Pancreatic Fibrosis to Estimate Pancreas Cancer 
Progression. Journal of the Pancreas. 2016;17(1): 241-247. CS  

12） Yamaguchi K, Yoshida K, Tanaka Y, Matsuhashi N, Tanahashi T, Takahashi T. Conversion therapy for 
stage IV gastric cancer -the present and future. Translational Gastroenterology and Hepatology. 
2016;1:50. CS  

13） Matsuhashi N, Takahashi T, Tanahashi T, Matsui S, Sasaki Y, Tanaka Y, Okumura N, Yamaguchi K, 
Osada S, Yoshida K. The efficacy of "Abound TM," a natritional supplement containing L-glutamine, 
L-arginine, citric acid, and calcium HMB, for skin disorders that developed as adverse drug reactions 
to anti-EGFR antibody preparation administration:pilot study. Int J Colorectal Dis. 
2016;31:1055-1057. CS 2.00 

14） Matsuhashi N, Takahashi T, Kato J, Tanahashi T, Matsui S, Sasaki Y, Imai H, Tanaka Y, Okumura N, 
Yamaguchi K, Futamura M, Osada S, Yoshida K. Computed tomograpy evaluation of morphological 
changes, clinical response and survival in colorectal cancer liver metastasis treated by regorafenib: A 
case report. Molecular and Clinical Oncology. 2016;5:807-810. CS  

15） Watanabe Y, Kurashima Y, Madani A, Feldman LS, Ishida M, Oshita A, Naitoh T, Noma K, Yasumasa 
K, Nagata H, Nakamura F, Ono K, Suzuki Y, Matsuhashi N, Shichinohe T, Hirano S. Surgeons have 
knowledge gaps in the safe use of energy devices: a multicenter cross-sectional study. Surg Endosc. 
2016;30:588-592. CS 3.10 

16） Tanaka Y, Yoshida K, Tanahashi T, Okumura N, Matsuhashi N, Yamaguchi K. Phase II trial of 
neoadjuvant chemotherapy with docetaxel, nedaplatin, and S1 for advanced esophageal squamous cell 
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carcinoma. Cancer Science. 2016;107(6):764-772. CS 3.82 
17） Tanaka Y, Yoshida K, Atsuko Yamada, Tanahashi T, Okumura N, Matsuhashi N, Yamaguchi K, 

Tatsuhiko Miyazaki. Phase II trial of biweekly docetaxel, cisplatin, and 5-fluorouracil chemotherapy 
for advanced esophageal squamous cell carcinoma. Cancer Chemotherapy and Pharmacology. 
2016;77(6):1143-1152. CS 2.97 

18） Yawata K, Osada S, Tanahashi T, Matsui S, Sasaki Y, Tanaka Y, Okumura N, Matsuhashi N, 
Takahashi T, Yamaguchi K, Yoshida K. The Significant Role of Cyclin D1 in the Synergistic 
Growth-inhibitory Effect of Combined Therapy of Vandetanib with 5-Fluorouracil for Gastric Cancer. 
Anticancer Research. 2016;36:5215-5226. CS 1.93 

19） Kato J, Futamura M, Kanematsu M, Gaowa S, Mori R, Tanahashi T, Matsuhashi N, Yoshida K. 
Combination therapy with zoledronic acid and cetuximab effectively suppresses growth of colorectal 
cancer cells regardless of KRAS status. Int. J. Cancer. 2016;138:1516-1527. CS 4.94 

20） Sugiyama T, Taniguchi K, Matsuhashi N, Tajirika T, Futamura M, Takai T, Akao Y, Yoshida K. 
MiR-133b inhibits growth of human gastric cancer cells by silencing PKM-splicer PTBP1. Cancer 
Science. 2016;107(12):1767-1775. CS 3.82 

21） Matsuhashi N, Yamaguchi K, Okumura N, Tanahashi T, Matsui S, Imai H, Tanaka Y, Takahashi T, 
Osada S, Yoshida K. The technical outcomes of delta-shaped anastomosis in laparoscopic distal 
gastrectomy: a single-center safety and feasibility study. Surgical Endoscopy. 2017;31(3):1257-1263. CS 3.09 

22） Matsuhashi N, Takahashi T, Tomita H, Araki H, Ibuka T, Tanaka K, Tanahashi T, Matsui S, Sasaki Y, 
Tanaka Y, Okumura N, Yamaguchi K, Osada S, Yoshida K. Evaluation of treatment for rectal 
neuroendocrine tumors sized under 20 mm in comparison with the WHO 2010 guidelines. Molecular 
and Clinical Oncology. 2017;7:476-480.  

23） Matsuhashi N, Takahashi T, Tanahashi T, Matsui S, Imai H, Tanaka Y, Yamaguchi K, Osada S, 
Yoshida K. Safety and feasibility of laparoscopic intersphincteric resection for a lower rectal tumor. 
Oncology Letters. 2017;14(4):4142-4150. CS 1.60 

24） Mori R, Futamura M, Tanahashi T, Tanaka Y, Matsuhashi N, Yamaguchi K, Yoshida K. 5FU resistance 
caused by reduced fluoro-deoxyuridine monophosphate and its reversal using deoxyuridine. Oncology 
Letters. 2017;14(3):3162–3168. CS 1.60 

25） Matsuhashi N, Takahashi T, Tanahashi T, Matsui S, Imai H, Tanaka Y, Yamaguchi K, Yoshida K. 
Laparoscopic Technique and Safety Experience with Barbed Suture Closure in Permanent 
Stomathrough the Abdominal Wall Route. Clinics in Oncology. 2017;2:1350 

26） Matsuhashi N, Takahashi T, Matsui S, Tanaka H, Tanahashi T, Imai H, Tanaka Y, Yamaguchi K, 
Kobayashi K, Suzui N, Miyazaki T, Yoshida K. Malignant Peritoneal Mesothelioma with Production of 
G-CSF: Case Report and Review of the Literature. Annals of Pharmacology and Pharmaceutics. 
2017;2(25):1131. 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
なし 

2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
松橋延壽： 
1） 日本外科系連合学会評議員(平成 25 年 6 月～現在) 
2） 日本臨床外科学会評議員(平成 26 年 1 月～現在) 
3） 日本消化器癌発生学会評議員(平成 25 年 9 月～現在) 
4） 日本内視鏡外科学会評議員(平成 26 年 10 月～現在) 
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2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
松橋延壽： 
1） 第 77 回日本臨床外科学会総会(平成 27 年 11 月，福岡，パネルディスカッション 29「当科における

更なる治療成績の向上を目指した閉塞性大腸癌の治療戦略．」パネリスト) 
2） 第 25 回日本癌病態治療研究会(平成 28 年 6 月，千葉，シンポジウム 1-2「大腸癌 Precision Medicine

にむけた新たな治療戦略」発表) 
3） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月，横浜，ワークショップ 49「抗 EGFR 抗体薬を

中心とした大腸癌個別化医療にむけた治療戦略．」発表) 
4） 第 55 回日本癌治療学会学術集会(平成 29 年 10 月, 横浜, ワークショップ 15「FOLFOX 療法に起因

する末梢神経症状に対するプレガバリンの有効性および安全性の検討．」発表) 
5） 第 14 回日本消化管学会総会学術集会(平成 30 年 2 月, 東京, ビデオフォーラム「安全な切離・吻合

を意識した腹腔鏡下直腸間膜全切除術(TME/TSME)の手術手技(IO-DST を中心に)．」発表) 
 
浅野好美： 
1） 第 30 回日本バイオセラピィ学会学術集会総会(平成 29 年 11 月, 岐阜, ワークショップ「抗ソマトス

タチン関連細胞表面分子に対する近赤外線、光免疫療法のための基礎的研究．」発表) 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
なし 

10．報告書 
なし 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 
手術療法および薬物療法など欧文邦文含めて誌上発表できている。腫瘍外科領域（特に大腸癌領域にお

いて)全国トップレベルの治療成績になったと自負する。 
 

現状の問題点及びその対応策 
薬物療法・分子標的療法のトランスレーショナルリサーチにおいて誌上報告が少なかった。 
 
今後の展望 
今後連合創薬、病理学教室など基礎とのコラボを行うことにより, トランスレーショナルリサーチを進

める。 
 
 

－444－



 

（9）寄附講座「地域腫瘍学分野」 

1．研究の概要 
本学を中心とした岐阜地域の悪性疾患, 特に血液内科, 消化器内科領域を中心に, 診断と治療の質的向

上を通して地域に貢献する。また健康診断患者の血清を用いたデーターベースから, 発がんをテーマとし

た研究を行い, 論文発表や講習会を通して地域に発信し, がん予防に対する意識向上を目指す。医学部生

教育の中で将来の地域医療を担いながら悪性疾患の診療にも精通した人材育成を行う。 
 

2．名簿 
特任准教授：

特任助教： 
 

高井 光治 
中村 信彦 

Koji Takai 
Nobuhiko Nakamura 

3．研究成果の発表 
消化器病態学参照 

4．研究費獲得状況 
消化器病態学参照 

5．発明・特許出願状況 
消化器病態学参照 

6．学会活動 
消化器病態学参照 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
消化器病態学参照 

8．学術賞等の受賞状況 
消化器病態学参照 

9．社会活動 
消化器病態学参照 

10．報告書 
消化器病態学参照 

11．報道 
消化器病態学参照 

12．自己評価 
評価 

データーベースをもとに糖尿病患者における大腸腫瘍に対するリスク因子を検討した。このような研

究成果は非常に高く評価され，現在もさらなる研究課題に取り組んでいる。 
 

現状の問題点及びその対応策 
カバーされている地域や医療圏が限定的であるのが問題である。多くの地域を網羅したデータベース

を作るために，複数の地域，施設へ協力医師を派遣することが必要で，人員を確保することが急務であ

る。 
 

今後の展望 
研究結果を発信することで，悪性疾患の早期発見，早期治療による岐阜地域の医療の向上と発展を目指す。 
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（10） 寄附講座「地域医療運動器医学講座」 

1． 研究の概要 
・ヒト椎間板組織におけるタンパク質分解酵素の制御 
・脊椎疾患を有するヒトの歩行動作解析 
・脊椎手術における至適な手術手技の確立 

2．名簿 
准教授： 
助教： 

伏見 一成 
田中 領 

Kazunari Fushimi 
Ryo Tanaka 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 伏見 一成, 秋山 治彦. 【骨折(四肢・脊椎脊髄外傷)の診断と治療(その 1)】 脊椎・高度な骨粗鬆症を伴う

例 高度な骨粗鬆症を伴う椎体骨折の外科的治療. 別冊整形外科 70 号 Page226-229 (2016.10). 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
なし 
 

総説（欧文） 
なし 
 

原著（和文） 
1） 伏見 一成, 下川 哲哉, 宮本 敬, 近藤 祐一, 岩井 智守男, 浅野 博美, 野澤 聡, 秋山 治彦. 高齢者の脆

弱性椎体骨折に対する Claw Hook を用いた固定術 (原著論文). Journal of Spine Research. 2017 年；8 巻

4 号：975－978.  
2） 伏見 一成, 日置 暁, 宮本 敬, 岩井 智守男, 清水 克時, 秋山 治彦. 脊椎術後感染の治療 難治例に対す

る治療と成績 (原著論文)中部日本整形外科災害外科学会雑誌. 2016 年；59 巻 4 号：667－668. 
3） 西村 康平, 下川 哲哉, 岩井 智守男, 伏見 一成, 秋山 治彦. 頸椎前方固定術 5 年後に食道穿孔を認めた 1

例(原著論文/症例報告)中部日本整形外科災害外科学会雑誌. 2016 年；59 巻 3 号：483－484. 
4） 伏見 一成, 近藤 祐一, 宮川 貴樹, 川島 健志, 浅野 博美, 金森 茂雄, 仲村 智, 高澤 真, 岩田 淳.神経根

症を伴う腰椎骨粗鬆症性椎体骨折に対する TLIF の経験(原著論文)Journal of Spine Research. 2016 年；7
巻 4 号：865－868. 

5） 宮川 貴樹, 伏見 一成, 増田 剛宏, 宮本 敬, 下川 哲哉, 日置 暁, 清水 克時, 秋山 治彦. 胸腰椎部感染

性脊椎炎前方支柱欠損に対する有茎肋骨移植術の治療成績(原著論文)Journal of Spine Research. 2016
年；7 巻 4 号：849－851. 

6） 下川 哲哉, 伏見 一成, 服部 良, 青木 隆明. 【運動器のバイオメカニクス】 脊椎矢状面アライメント不良

における 3 次元動作解析を用いた歩行動作解析の検討運動器リハビリテーション. 2017 年；28 巻 3 号：252
－256. 

原著（欧文） 
1） Iwata T, Miyamoto K, Hioki A, Fushimi K, Ohno T, Shimizu K. Morphological Changes in 

Contralateral Lumbar Foramen in Unilateral Cantilever Transforaminal Lumbar Interbody Fusion 
Using Kidney-type Intervertebral Spacers. J Spinal Disord Tech. 2015;28(5):E270-6. CS 1.84 

2） Yamauchi K, Fushimi K, Miyamoto K, Hioki A, Shimizu K, Akiyama H. Sagittal Alignment of a Strut 
Graft Affects Graft Subsidence and Clinical Outcomes of Anterior Cervical Corpectomy and Fusion. 
Asian Spine J. 2017;11(5):739-747. CS 0.99 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
なし 

2）受託研究 
なし 

3,）共同研究 
1） 脊髄損傷に対する顆粒球コロニー刺激因子を用いたランダム試験 (2016～), 日本医師会研究資金 
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5．特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
伏見一成： 
1） 日本脊椎脊髄病学会(JSSR) 評議員 
2） 東海脊椎脊髄病研究会 常任幹事 
3） 岐阜県整形外科集談会 幹事 

2）学会開催 
伏見一成： 
1） 整形外科リバーサイドフォーラム(平成 27 年 6 月, 岐阜) 
2） 第 1 回 Gifu Spine Seminar(平成 27 年 7 月, 岐阜) 
3） 第 2 回 Gifu Spine Seminar(平成 28 年, 岐阜) 
4） 第 3 回 Gifu Spine Seminar(平成 29 年, 岐阜) 
5） 第 1 回ぎふ脊椎脊髄病研究会(平成 28 年, 3 月, 岐阜) 
6） 第 2 回ぎふ脊椎脊髄病研究会(平成 29 年, 3 月, 岐阜) 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
伏見一成： 
1） 第 33 回中濃整形外科研修会(平成 27 年 3 月, 岐阜, 特別講演「病態に合わせた脊椎手術の選択 最

近の話題と問題点」演者) 
2） 整形外科リバーサイドフォーラム(平成 27 年 6 月, 岐阜, 特別講演「PED(経皮的内視鏡視下除圧術)

の可能性—腰椎から、頚椎、胸椎まで—」座長) 
3） 揖斐医師会学術講演会(平成 27 年 7 月, 岐阜, 「腰痛と下肢の痛み 診療の Update」演者) 
4） 第 1 回岐阜中央病院健康セミナー(平成 27 年 8 月, 岐阜, 「腰痛と下肢のしびれ 最近の治療の進歩」

演者) 
5） 第 1 回岐阜中央病院健康セミナー(平成 27 年 8 月, 岐阜, 「腰痛と下肢のしびれ－最近の治療の進歩

－」演者) 
6） 第 5 回中部 MISt 会一般演題 A(平成 28 年, 3 月, 愛知, 一般演題 A 座長) 
7） 第 126 回中部日本整形外科災害外科学会学術集会講演 7 腰椎(平成 28 年, 4 月, 静岡, 講演 7 腰椎 

座長) 
8） 第 76 回岐阜臨床神経集談会(平成 28 年, 12 月, 岐阜, 一般講演 座長) 
9） 第 86 回東海脊椎脊髄病研究会学術集会(平成 28 年, 12 月, 愛知, 一般講演 座長) 

 
田中 領： 
1） 関節リウマチ市民講座(平成 27 年 9 月, 岐阜, 「関節リウマチ～健やかな毎日を送るための治療～」

演者) 
2） 関節リウマチ市民講座(平成 27 年 11 月, 岐阜, 「関節リウマチの合併症～安全な生活と治療を続け

ていくために～」演者) 
3） 第 20 回東海足と靴の研究会(平成 28 年, 10 月, 北海道, 一般演題 座長) 
4）西濃関節リウマチ懇話会(平成 29 年 1 月, 岐阜, 「当院における乾癬性関節炎の現状」 演者) 
5）岐阜脊椎関節炎研究会(平成 29 年 1 月, 岐阜, 「当院における強直性脊椎炎の現状」演者) 
6）Biologics Forum on RA ~GO-FUTURE~(平成 29 年 3 月, 岐阜, 「当科におけるゴリムマブのポジシ

ョニング」演者) 
7）国保関ヶ原病院健康講演会(平成 29 年 3 月, 岐阜, 「関節リウマチの話」演者) 
8）村上リウマチ運動器疾患懇話会(平成 29 年 3 月, 「当科におけるセルトリズマブ・ペゴルのポジショ

ニング」演者） 
9）第 61 回日本リウマチ学会総会・学術集会(平成 29 年 4 月, 福岡, 「Methotrexate 導入時年齢による
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Methotrexate 用量と治療経過の比較」演者) 
10）Young Rheumatologist Academy in Tokai(平成 29 年 7 月, 愛知, 座長) 
11）リウマチ WEB セミナー(平成 29 年 9 月, 岐阜, 「関節リウマチ診療の診断から生物学的製剤使用ま

で 〜2016 EULAR recommendations をふまえて〜」演者) 
12）RA Research & Clinical Conference(平成 29 年 9 月, 愛知, 座長) 
13）第 21 回東海足と靴の研究会(平成 29 年 10 月, 愛知, 「変形性足関節症に対して脛骨遠位斜め骨切り

術を施行した症例」演者) 
14）岐阜関節リウマチ学術講演会(平成 29 年 10 月, 岐阜, 座長) 
15）抗サイトカイン療法を考える会(平成 29 年 12 月, 岐阜, 「強直性脊椎炎と乾癬性関節炎に対する生

物学的製剤の実際」演者) 
 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
伏見一成： 
1） 難病福祉相談会(H27 年, 美濃加茂市), 難病生きがいサポートセンター事業 
2） 難病福祉相談会(H28 年, 各務原市), 難病生きがいサポートセンター事業 
3） 難病福祉相談会(H29 年, 羽島市), 難病生きがいサポートセンター事業 
4） 市民公開講座, 健康フェスティバル講演会(平成 27 年 3 月, 岐阜,「最新の治療方法について」演者) 
5） 市民公開講座 健康フォーラム 腰痛と神経痛の治療最前線(平成 27 年 10 月, 岐阜, 「最先端の治

療の話」演者) 
6） 市民公開講座 健康フォーラム 頸椎疾患(平成 28 年, 岐阜) 
7） 市民公開講座 健康フォーラム 腰痛と腰まがりについて(平成 29 年, 岐阜) 

10．報告書 
なし 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 
・臨床研究の学会発表, 講演を定期的に行い, 一定の目標達成は出来た 
・短期的～中期的臨床成績のまとめ, 学会および論文報告の達成 
・社会への貢献(難病支援活動, 脊椎に関する市民講座の開催） 

 
現状の問題点及びその対応策 
・基礎研究活動の不足 
・長期臨床成績の解析の不足 
・論文発表の目標未達成 

 
今後の展望 
・学術活動のさらなる充実 
・基礎研究活動の活性 
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（11）寄附講座「関節再建外科学先端医療講座」 

1．研究の概要 
変形性関節症の発症メカニズムの解明 
変形性関節症の新規治療薬の開発 
遊離脂肪酸と変形性関節症の関連性の解明 

2．名簿 
准教授： 
助教： 

青木隆明 
小川寛恭 

Takaaki Aoki 
Hiroyasu Ogawa 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

なし 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
1） 秋山治彦, 小川寛恭. ロコモティブシンドロームの基礎－運動器を構成する組織, 関節－：日本医師会雑誌

－ロコモティブシンドロームのすべて－ 2015 年；144 巻：56－58. 
2） 小川寛恭, 秋山治彦. 概論：軟骨細胞, 関節：骨ぺディア 2015 年；4 月号：51－55. 
3） 小川寛恭, 秋山治彦. 概論：変形性関節症－軟骨破壊の分子機序－：リウマチ科－リウマチ性疾患の病因・

病態に関する up-to-date－ 2015 年；53 巻：287－291. 
4） 青木隆明, 林 典雄, 松本正知. 骨折の機能解剖学的運動療法. 総論・上肢／体幹・下肢：総合リハビリテ

ーション 2015 年；12 月号：51－55. 
5） 青木隆明. 障がい者のリハビリテーションとしてのスポーツを考える：総合リハビリテーション 2015

年；12 月号：巻頭言. 
6） 小川寛恭, 秋山治彦. Review：分子・発生生物学を駆使した軟骨形成・再生の制御：CLINICAL CALCIUM 

2015 年；25 巻：20－27. 
7） 青木隆明,曽賀野健一,竹原正矩,秋山治彦. バランス・歩容リハビリテーションシステムの開発：Medical 

rehabilitation, 2017 年；No205：53－57. 
8） 青木隆明,秋山治彦. 障がい者スポーツの心理：Clinical Rehabilitation vol.26：No.6：2017 年；568－572. 
9） 下川哲哉,伏見一成,服部 良,青木隆明. 脊椎矢状面アライメント不良における 3 次元動作解析を用いた歩

行動作解析の検討：J.Musculoskeletal Medicine , 2017 年；28(3)；252－256. 
10） 曽田直樹,植木 努,藤橋雄一郎,青木隆明. 脊柱後弯モデルを用いた歩行における 3 次元動作解析：

J.Musculoskeletal Medicine, 2017 年；28(3)；269－275. 
11） 松橋 彩,坂下拳人,竹中 裕,吉井秀仁,曽賀野健一,棚橋英樹,山田喜久,橋本孝治,秋山治彦,青木隆明. 安価

で簡便な身体同様解析技術「ＧＦ－スキャン」を用いた人工股関節置換術患者の歩行分析：

J.Musculoskeletal Medicine, 2017 年；28(3)；257－263. 
 

総説（欧文） 
なし 
 

原著（和文） 
なし 
 

原著（欧文） 
1） Ogawa H, Akiyama H. Analysis of Musculoskeletal Systems and Their Diseases.Regulation of 

chondrogenesis and cartilage regeneration by molecular and developmental biology. Clin Calcium. 
2015;25:1116-1124. CS 0.26 

2） Ogawa H, Matsumoto K, Ogawa T, Takeuchi K, Akiyama H. Effect of Wedge Insertion Angle on 
Posterior Tibial Slope in Medial Opening Wedge High Tibial Osteotomy. Orthop J Sports Med. 2016 
Feb 25;4(2):2325967116630748 CS 0.26 

3） Ogawa H, Matsumoto K, Akiyama H. Effect of Patellar Resurfacing on Patellofemoral Crepitus in 
Posterior-Stabilized Total Knee Arthroplasty. J Arthroplasty. 2016 Jan; 31(8):1792-1796. CS 0.23 

4） Ogawa H, Matsumoto K, Ito Y, Kawashima K, Takigami I, Akiyama H. Indirect Popliteal Artery 
Transections in Revision Total Knee Arthroplasty A Case Report. Bull Hosp Jt Dis (2013). 
2016;74(2):168-171. CS 0.15 

5） Matsumoto K, Ishimaru D, Ogawa H, Akiyama H. Black Colouration of the Knee Articular Cartilage 
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after Spontaneously Recurrent Haemarthrosis. Case Rep Orthop. 2016;2016:1238392. 
6） Ogawa H, Matsumoto K, Terabayashi N, Kawashima K, Takeuchi K, Akiyama H. Association of 

lubricin concentration in synovial fluid and clinical status of osteoarthritic knee. Mod Rheumatol. 
2016 Jul 20:1-4. CS 2.21 

7） Ogawa H, Matsumoto K, Ogawa T, Takeuchi K, Akiyama H. Preoperative varus laxity correlates with 
overcorrection in medial opening wedge high tibial osteotomy. Arch Orthop Trauma Surg. 2016 Jul 
136(10):1337-1342. CS 2.03 

8） Asano H, Ohura H, Ito Y, Takigami I, Ogawa H, Katayama N, Matsumoto K, Akiyama H. Simple 
drilling technique for the removal of fractured femoral stem: A case report of Exeter stem fracture. J 
Orthop Sci. 2016 Aug 28. pii:S0949-2658(16)30134-8. 

9） Ogawa H, Matsumoto K, Akiyama H. The prevention of a lateral hinge fracture as a complication of a 
medial opening wedge high tibial osteotomy: a case control study. Bone Joint J. 2017 
Jul;99-B(7):887-893.  CS 2.59 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：小川寛恭；学術研究助成基金助成金研究活動スタート支援：運動負荷による細胞外 ATP

を介した変形性関節症発症メカニズムの解明；平成 26－27 年度；1,560 千円(直接経費：1,200 千円, 
間接経費：360 千円) 

2） 研究代表者：小川寛恭；科学研究費若手(A)；平成 28 年－31 年度；17,420 千円 
3） 研究代表者：小川寛恭；平成 28 年度 研究科長・医学部長裁量経費による研究費の重点的配分；500

千円 
4） 研究代表者：小川寛恭；平成 28 年度 JOSKAS 研究助成 1,000 千円 
5） 研究代表者：青木隆明；平成 29 年度 岐阜県共同研究   1520640 円 
6） 研究代表者；青木隆明；平成 29 年度戦略的情報通信研究開発推進事業 910000 円 
7） 研究代表者：小川寛恭；平成 29 年度 研究科長・医学部長裁量経費による研究費 500 千円 

 

2）受託研究 
1） 小川寛恭：平成 26 年度整形災害外科学研究助成財団研究助成；平成 26 年度；1,000 千円 

3）共同研究 
なし 

5．特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
青木隆明： 
1） 日本リハビリテーション医学会代議員国際委員会委員長(～現在)  
2） 日本運動器科学学会評議員編集委員(～現在)  
3） 中部整形外科災害外科学会評議員(～現在)  
4） 日本義肢装具学会評議員(～現在)  
5） 整形外科リハビリテーション学会顧問(～現在)  
6） 日本リハビリテーションネットワーク研究会理事(～現在)  
7） 日本リハビリテーション医学会東海中部地方会幹事(～現在) 
8）アジアパラリンピック医学委員(～現在) 
小川寛恭： 
1） 日本 Knee Osteotomy フォーラム 世話人(～現在) 
2） クラブ・ニー 世話人(～現在) 
 

2）学会開催 
青木隆明： 
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1） 第 3 回岐阜がんのリハビリテーション研修会(平成 27 年 6 月, 岐阜) 
2）人工関節フォーラム(平成 29 年 3 月, 岐阜) 
3）第 4 回岐阜がんのリハビリテーション研修会(平成 29 年 7 月, 岐阜) 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
青木隆明： 
1） 障害者スポーツ指導員講習会(平成 27 年 3 月, 岐阜, 「障害者スポーツ」演者) 
2） 岐阜骨粗鬆症市民公開講座～丈夫な骨で元気な毎日骨密度を測ろう～(平成 27 年 4 月, 岐阜, 「骨と

筋肉のための運動とリハビリ」演者) 
3） 障害者スポーツ中級指導員講義(平成 27 年 11 月, 静岡, 「障害者スポーツ医学」演者) 
4） 第 24 回上飯田リハビリテーションセミナー(平成 27 年 11 月, 愛知, 「障害者スポーツにおけるリハ

ビリテーション」演者) 
5） 一般口演 小児(平成 28 年, 6 月, 京都, 第 53 回日本リハビリテーション医学会 座長) 
6） プレゼンテーション＆ワークショップ「スポーツ現場における救急」橋本孝治(平成 28 年, 9 月, 岐

阜, 第 3 回岐阜スポーツ整形外科研究会 座長) 
7） 一般演題セッション 歩行分析(平成 28 年, 10 月, 北海道, 第 32 回日本義肢装具学会 座長) 
8） 愛知県医師会健康スポーツ研修会(平成 29 年 1 月, 愛知, 「障がい者スポーツのあり方と帯同」演者) 
9） 整形外科リハビリテーション学会(平成 29 年 1 月, 愛知, 「骨折の観血的整復固定術」演者) 

10） 第 100 回 岐阜整形外科集談会(平成 29 年 2 月, 岐阜, 一般口演 座長) 
11） 障がい者スポーツ指導員研修会(平成 29 年 2 月, 岐阜, 「障がい者スポーツ医学」演者) 
12） 専門訴訟事件等特殊事件研究会(平成 29 年 2 月, 岐阜, 「軽傷交通事故における被害者の治療 リハ

ビリテーションの実状」演者) 
13） 西日本スポーツドクター・トレーナー研修会(平成 29 年 3 月, 大阪, 特別講演「パリンピック水泳チ

ームの関わり ドクターの立場から」演者) 
14） The 27th lapanese Korean Combined Orthopaedic Symposium(平成 29 年 5 月, Holiday Inn 

Songdo, Incheon, Korea, 演者) 
15） 第 54 回日本リハビリテーション医学会学術集会(平成 29 年 6 月, 岡山, 「セッション 脊髄損傷」

座長) 
16） 第 54 回日本リハビリテーション医学会学術集会(平成 29 年 6 月, 岡山, 「再利用を配慮した軽量長

下肢装具の開発」演者) 
17） 障がい者スポーツ中級講義(平成 29 年 9 月, 滋賀, 「障がいとスポーツ概論」演者) 
18） 東本願寺浄土真宗健康女人講健康フォーラム(平成 29 年 9 月, 西法寺, 「腰痛と物理療法」演者) 
19） 第 17 回日本リハビリテーションネットワーク学会(平成 29 年 12 月, 東京, 一般演題 座長) 
20） 障がい者スポーツ初級講義(平成 29 年 12 月, 岐阜, 「障がいとスポーツ医学」演者) 
 
小川寛恭： 
1） 第 1 回岐阜スポーツ整形外科研究会(平成 27 年度 1 月, 岐阜, 「半月板治療の最近の動向」演者) 
2） 平成 27 年岐阜県医師会健康スポーツ医学研修会(平成 27 年 1 月, 岐阜, 「スポーツ障害とスポーツ

外傷をどう診るか」演者) 
3） 第 17 回岐阜整形外科卒後夏期セミナー(平成 27 年 7 月, 岐阜,「膝関節鏡手術の必須手技」演者) 
4） 科研製薬 勉強会(平成 27 年 7 月, 岐阜,「変形性膝関節症に対する治療戦略」演者) 
5） 第33回日本骨代謝学会学術集会 シンポジウム(平成27年 7月, 東京, 「運動刺激による細胞外ATP

及び PGE2 を介した軟骨代謝制御メカニズム」演者) 
6） 第 2 回岐阜スポーツ整形外科研究会(平成 27 年 9 月, 岐阜, 「膝関節鏡手術の実践～半月板切除術の

適応について～」演者) 
7） 第 2 回岐阜スポーツ整形外科研究会(平成 27 年 9 月, 岐阜, 特別講演「スポーツにおける膝靭帯・半

月損傷の治療」座長) 
8） 第30回日本整形外科学会基礎学術集会(平成27年10月, 富山, パネルデイスカッション「Prg4/lubricine

による新たな変形性関節症治療法の可能性」演者) 
9） 第 100 回岐阜県整形外科集談会(平成 29 年 2 月, 岐阜, 「2 ルート 2 重束を使用した前十字靭帯再建
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術の治療成績」演者) 
10） 第66回 東海関節外科研究会(平成29年 4月, 愛知, 「Medial opening wedge high tibial osteotomy

で脛骨後方傾斜を増加させない為の工夫」演者) 
11） 第 66 回 東海関節外科研究会(平成 29 年 4 月, 愛知, 「MOW-HTO におけるヒンジ骨折は不十分な

骨切り、骨切り先端部高位、ヒンジ線と骨切り部開大方向のなす角度に関連する」演者) 
12） 第 90 回日本整形外科学会学術総会(平成 29 年 5 月, 宮城, 「Medial opening wedge high tibial 

osteotomy で脛骨後方傾斜を増加させない為の工夫」演者) 
13） 第 90 回日本整形外科学会学術総会(平成 29 年 5 月, 宮城, 「Medial opening high tibial osteotomy

におけるウェッジスペーサーの挿入方向と脛骨後方傾斜の関連性について」演者) 
14） 第 9 回 JOSKAS(平成 29 年 6 月, 北海道, 「Medial opening wedge high tibial osteotomy で脛骨後

方傾斜を増加させない為の工夫」演者) 
15） 第 9 回 JOSKAS(平成 29 年 6 月, 北海道, 「MOW-HTO におけるヒンジ骨折は不十分な骨切り、骨

切り先端部高位、ヒンジ線と骨切り部開大方向のなす角度に関連する」演者) 
16） 第 9 回 JOSKAS(平成 29 年 6 月, 北海道, 「未来志向の膝周囲骨切り術 MOW-HTO 術後に目標ア

ライメントを得る方法」演者) 
17） 第 6 回日本 Knee Osteotomy フォーラム(平成 29 年 9 月, 石川, 「OWHTO 後の膝蓋大腿関節軟骨

変性の進行は術前重度内反変形と lateral distal femoral angle に関連する」演者) 
18） 第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会(平成 29 年 10 月, 富山, 「早期荷重・可動域訓

練リハビリを施行した鏡視下半月板縫合術の治療成績」演者) 
19） 第 45 回 日本関節病学会(平成 29 年 11 月, 東京, 「変形性関節症に対する新規治療標的の探索」演

者) 
20） 第158回 仙台膝の会(平成29年11月, 宮城, 「膝関節外科医における Around Knee Osteotomy 〜

適切な術式選択と手術手技の標準化を目指して〜」演者) 

8．学術賞等の受賞状況 
1）小川寛恭：平成 26 年日本整形外科学会奨励賞(平成 27 年度) 
2）小川寛恭：平成 29 年 岐阜医学奨励賞(平成 29 年度) 

「運動刺激は関節軟骨で CREB シグナル経路を介して Prg4 の発現を促進する」 
3）小川寛恭：第 6 回日本 Knee Osteotomy フォーラム ベストポスター賞(平成 29 年度) 

「OWHTO 後の膝蓋大腿関節軟骨変性の進行は術前重度内反変形と lateral distal femoral angle に
関連する」 

9．社会活動 
青木隆明： 
1） 岐阜県パラリンピック指定選手選考委員会委員長(平成 27 年度) 
2） 日本障がい者水泳連盟顧問医師(平成 27 年度) 
3） 障がい者水泳記録会 会場医(平成 29 年度) 
4） アメリカフラッグスタッフ高地トレーニング 帯同 (平成 29 年度) 
5） スペイングラナダ高地トレーニング 帯同 (平成 29 年度) 
6） 世界選手権パラ水泳メキシコ 帯同 (平成 29 年度) 
7） ＣＰサッカー全国選手権 会場医 (平成 29 年度) 
8） ジャパンパラリンピック水泳 会場医 (平成 29 年度) 
9） 社会人ホッケー ドーピング検査 (平成 29 年度) 

10） ワールドグランドチャンピオンズカップ 2017 ドーピング検査 (平成 29 年度) 
11） アジアユースパラリンピック ドバイ アジアパラリンピック医学委員(平成 29 年度) 

10．報告書 
なし 

11．報道 
なし 
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12．自己評価 
評価 
Wii の運動解析装置の開発において製品化を進めている。 
軽量長下肢装具の開発を行い、新聞 5 社に掲載された。 
 
臨床業務、研究、学生・若手医師の教育を行っている。臨床業務では外来件数、手術件数ともに年々増

加している。臨床研究を積極的に行い、学会や論文で発表している。基礎研究では大学院生を指導しな

がら自らも研究を着実に進めている。外部からの競争的資金の獲得も出来ている。ポリクリ学生、選択

実習学生、新入局若手医師の医学教育も行っている。 
 
現状の問題点及びその対応策 
Wii の分析ソフトの開発において岐阜県情報技術研究所と共同で簡便化を進めている。 
 
スタッフが少なく多忙な日々を過ごしているため、肉体的にも精神的にかなり負担が大きい。スタッフ

の増加なしにさらなる向上は困難を極める。 
 

今後の展望 
Wii の動作解析装置の商品化をすすめる。 
内反緊張麻痺足の装具開発。 

  がんのリハビリテーションにおける免疫力の向上に対するヒートショックプロテイン 70 の研究 
 
    現状維持する事が重要であると考えられる。臨床・基礎研究ともに内容的には重要かつ評価される仕事

を行えている。今後、整形外科新入局員の増加、大学スタッフの増加があれば、さらなる飛躍が期待で

きる。 
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（12）寄附講座「障がい児者医療学講座（岐阜県）」 

1．研究の概要 
当講座は平成 26 年 4 月に小児病態学を協力講座とし、岐阜県の寄附講座として開設された。当講座は

重症心身障がい、発達障がいを対象として１．障がい児者医療に関する人材育成、２．障がい児者医療に

関するあり方の検討、３．障がい児者医療の普及・啓発を主な目的として研究活動を行っている。平成

26 年度から平成 28 年度の 3 年間の予定（第 1 期）で開設されたが、平成 29 年度から平成 32 年度（第 2
期）まで延長された。障がい児者医療に関する人材育成として関係諸機関と連携し、医学部学生に対する

障がい児者医療の教育プログラムを作成し、実践した。 
また岐阜県小児在宅医療実技講習会を開催（これまで年１回で３回実施）し、小児科医を対象として小

児在宅医療に関する研修を行っている。 

2．名簿 
准教授： 
助教： 

西村悟子 
山本崇裕 

Satoko Nishimura 
Takahiro Yamamoto 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

なし 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
1） 山本崇裕, 西村悟子. 障がい児者を支える医療. 障害支援研究 2017 年；20 巻：6－15. 

 
総説（和文） 

なし 
 
原著（和文） 
1） 松隈英治, 上野裕太郎, 湯澤壮太郎, 小嶋瑛美子, 松波邦洋, 桑原秀次, 松尾直樹, 今村淳, 松井永子, 西村

悟子, 内木洋子. 腎代替療法として何も選択しなかった Joubert症候群の 1女児例, 日本小児腎不全学会雑

誌 2015 年；35 巻：232－235. 
2） 山本崇裕, 西村悟子, 久保田一生, 深尾敏幸：福祉の現場から 在宅重症心身障害児者における栄養法に関

するコホート研究. 地域ケアリング. 2017 年；19 巻：57－60. 
3） 大野静江, 田垣美樹子, 永田満依子, 西口真奈美, 早川妙子, 板倉寿明, 山本崇裕, 福富悌. 特別支援学校

における医療的ケアの看護師のバックアップとしての訪問看護ステーションの役割についての検討, 障害

支援研究 2017 年；20 巻：26－30. 
4） 白木禎人, 福富悌, 板倉寿明, 永田満依子, 山本崇裕. 人工呼吸器が導入された生徒の医療的ケア指示書の

内容と対応についての検討, 障害支援研究 2017 年；20 巻：31－35. 
5） 吉兼彩乃, 福富悌, 山本崇裕. レスパイトケアの今後の姿についてのアンケート調査による検討, 障害支援

研究 2017 年；20 巻：36－42. 
6） 湊口碧, 宮園康嗣, 加藤智美, 山本崇裕, 福富悌. 親の養育態度と親が捉えた子どもの行動特性についての

検討 障害児のきょうだいについて, 障害支援研究 2017 年；20 巻：50－59. 
7） 熊谷千紗, 久保田一生, 川合裕規, 山本崇裕, 木村豪, 小関道夫, 川本美奈子, 川本典生, 磯貝光治, 深尾敏

幸：低血糖を主訴に紹介された乳児ボツリヌス症の 1 例. 小児科臨床. 2017 年；in press. 
 

原著（欧文） 
1） Sasai H, Shimozawa N, Asano T, Kawamoto N, Yamamoto T, Kimura T, Kawamoto M, Matsui E, 

Fukao T: Successive MRI Findings of Reversible Cerebral White Matter Lesions in a Patient with 
Cystathionine beta-Synthase Deficiency. Tohoku J Exp Med. 2015;237:323-327. CS 1.39 

2） Kubota K, Kinomura Y, Yamamoto T, Ozeki M, Kawamoto M, Kawamoto N, Fukao T: ACTH therapy 
for West syndrome with severe hemophilia A. Epilepsy Behav Case Rep. 2016;6:1-2. CS 0.78 

3） Yamamoto T, Endo W, Ohnishi H, Kubota K, Kawamoto N, Inui T, Imamura A, Takanashi JI, Shiina M, 
Saitsu H, Ogata K, Matsumoto N, Haginoya K, Fukao T: The first report of Japanese patients with 
asparagine synthetase deficiency. Brain Dev. 2017;39:236-242. CS 1.58 

4） Kubota K, Yamamoto T, Kawamoto M, Kawamoto N, Fukao T: Levetiracetam-induced rhabdomyolysis: 
A case report and literature review. Neurology Asia. 2017;22:275-278. CS 0.26 

5） Kubota K, Yamamoto T, Orii K, Shinoda S, Fukao T: Acute dystonia associated with aripiprazole 
overdose in an adolescent boy. Asian J Psychiatr. 2017;29:183-184. CS 1.08 
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4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：山本崇裕；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：在宅重症心身障害児者における栄養

法に関するコホート研究；平成 28－30 年度；3,900 千円(1,430：1,430：1,040 千円) 

2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
なし 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
西村悟子： 
1） 第 9 回東海地区小児神経セミナー(第 9 回)(平成 27 年 9 月, 名古屋, 講演「脂肪酸, 有機酸, ケトン

対代謝異常症と小児神経」座長) 
2） 第 2 回東海三県小児在宅医療研究会(平成 28 年 2 月, 桑名, シンポジウム「障がい児者の在宅生活を

考える～東海三県の取り組み～」座長) 
3） 第 3 回東海三県小児在宅医療研究会(平成 29 年 2 月, 名古屋, 「各県の取り組み」座長) 
4） 全国重症心身障害児(者)を守る会 第 29 回北陸東海ブロック(平成 29 年 11 月, 羽島「当寄附講座に

おける重症心身障がい医療に関する医師の人材育成－3 年間の取り組み」シンポジスト) 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
西村悟子： 
1） 岐阜県障害者施策推進協議会委員(平成 26 年 9 月～現在) 
2） 岐阜県重症心身障がい児者支援連携会議構成員(平成 26 年 9 月～現在)  
3） 日本小児連絡協議会重症心身障害児(者)・在宅医療委員会委員(平成 26 年 10 月～現在) 
4） 岐阜県福祉サービス第三者評価推進審議会委員(平成 27 年～現在) 

10．報告書 
なし 

11．報道 
1） 西村悟子：「若手小児科医が語る障がい児医療への思い」座談会：岐阜新聞(2014 年 7 月 12 日) 
2） 西村悟子：発達障がいの親支援：県内の女性小児科医 研究会が初会合：岐阜新聞, 岐阜医療 Web 

(2014 年 7 月 14 日)  
3） 障害児医療の課題探る 岐阜市で従事者シンポ：岐阜新聞(2014 年 7 月 29 日) 
4） 山本崇裕：岐阜大 4 年生が障害児者医療実習 介護やリハビリに熱視線：岐阜新聞(2014 年 12 月 6
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日) 
5） 山本崇裕：来年 9 月開所「希望が丘こども医療福祉センター」座談会 障がい児支援にかける夢： 岐

阜新聞(2014 年 12 月 13 日)  
6） 西村悟子：大学はいま 研究室から「支える医療」へ医師を育成：岐阜新聞(2017 年 9 月 12 日) 
 

12．自己評価 
＜評価＞ 
第 1 期は人材育成として障がい児者医療に関する学生教育のプログラムを次のように作成し、実践した。

1 年生では早期体験実習に加え医学概論、3 年生では重症心身障害の講義、4～5 年生では小児科院

外クリニカル・クラークシップで長良医療センターまたは希望が丘こども医療福祉センターの協力

を得て院外実習を行い、6 年生では選択実習として希望が丘こども医療福祉センターを登録依頼し枠

を設けた。選択実習では昨年は 2 人、今年 1 人の学生が実習した。また選択実習では重症心身障が

い放課後ディサービス施設の協力を得て実習を設けた。医師の研修については関係諸機関の協力の

もと岐阜県小児在宅医療実技講習会の開催（これまで年１回で３回実施）を行った。現在第 2 期に

入っているが、平成 29 年度は県の障がい児施設であり、岐阜大学小児科の関連施設である希望が丘

こども医療福祉センターに於いて新専門医制度小児科後期研修にて障がい児医療が研修できること

を目的に研修プログラム作成に取りかかった。 
その他、学会発表や研究論文、講演会、学生教育に関する研究などを行い、また県の障がい児者支援を

考える公開連続講座や東海三県小児在宅医療研究会の座長及び企画に参加し、当寄附講座の開設目

的に沿って活動を行ってきた。 
＜現状の問題点及びその対応策＞ 
当講座は准教授, 助教のスタッフ 2 人である。県, 関係諸医療機関, コメディカル, (教育, 福祉) など多

職種と連携して仕事を進めていくことが必要な講座であり, 効率的に円滑に活動がすすめられるよ

うに心がけたい。  
 ＜今後の展望＞ 
 これまで寄附講座が行ってきた事業を寄附講座終了後もいかに次に残し、また展開していけるのかを

検討する。 
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（13）寄附講座「慢性腎臓病（CKD）医療連携講座（岐阜県）」 

1．研究の概要 
当講座は循環病態学分野に随伴した寄附講座であり，岐阜県における CKD 発症を予防し, また, すで

に CKD に罹患している患者の透析への移行を防止することを目指すものである。CKD に関する基礎研

究, 臨床研究及び実践的研究, 並びに CKD についての教育と普及・啓発活動を行い, 岐阜県における

CKD 研究の中心的役割を果たすことを通じて, CKD に取り組む医療人材の育成（かかりつけ医, コメデ

ィカルの研修を含む）や CKD 医療水準の確保など, 健診から医療, 重症化予防へと継続した連携が提供

できる体制を目指し, 岐阜県の在宅医療の質的向上と医療連携推進に貢献することにある。特に, 本県の

腎臓専門医数は人口 100 万人あたり 20.8 人と全国平均の 32.7 人を下回る状況にある。質の高い CKD 診

療のためには腎専門医とかかりつけ医との病診連携の確立が必須であると考えられる。このため, 岐阜県

CKD医療連携パスの有効性の検証, モニタリングなどを通じ, 岐阜県CKD医療連携パスの普及と定着を

推進し, 岐阜県医師会をはじめとした関係機関との連携, 病診・診療科の連携, 健診から医療の連携, 医薬

連携等を通して, 効率的で質の高い CKD 医療連携を推進する。 
 
＜講座の研究等主な内容＞ 
（１）CKD 医療の連携の推進のための研究 
県内医療機関における CKD 医療連携の実態や有効性の把握・検証をもとに, 本県の保健及び医療にお

ける連携体制の確立に向けた研究と普及を行う。   
①CKD 医療の連携体制の拡充 
・関係機関等による連携会議（定例会議・全体会議, 等）を開催し, 岐阜県医師会にて昨年作成した医

療連携パスの普及・定着と CKD 対策の総合的な方針を決定遂行する。 
・地域に応じた医療連携の体制を進めるために, かかりつけ医, 産業医向け, 保健師, 栄養士が参加した

ワーキング会議等で具体的な仕組みづくりを検討する。 
・県医師会や関係医療機関と連携し, 県内の病院, 診療所において, CKD 医療連携パスの活用実態や有

効性を把握, 臨床検証する。 
②CKD 等医療に従事するかかりつけ医, 産業医向け, 保健師, 栄養士の育成, 確保 
・CKD が医療機関や診療科の違いなどにより見過ごされないよう, 県内のかかりつけ医, 保健師, 栄養

士らが広く CKD に関する必要な専門知識を習得し適切な医療連携を図るためのスキルアップ講座を開催

する。 
③県民に対する CKD の普及, 啓発一次健診受診率及び二次健診受診率を上昇させる。 
・市民公開講座等開催により県民に広く普及, 啓発を行い, 生活習慣を含めた CKD の認知・理解度の

向上及び健診の受診を促進する。 
④岐阜県内全健診（学校, 特定, 職域等）における CKD の普及及び研究 
・各健診の現状の把握 
・健診施行主体（市町村, 産業医及び事業所（会社）等）における CKD 説明会 
 等施行しクレアチニン, 尿蛋白, 尿潜血を盛り込み CKD が見過ごされないようにする 
 

2．名簿 
特任准教授： 
特任助教： 

村田一知朗 
早川由佳 

Ichijiro Murata 
Yuka Hayakawa 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 松本 淳, 村田一知朗. 腎疾患患者に対する鍼灸治療および経穴刺激療法の効果に関するこれまでの報告

について―維持透析患者を対象とした報告を中心に―：31 巻, 大阪：森ノ宮医療学園出版部；2015 年：

87－93. 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
なし 
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総説（欧文） 
なし 
 

原著（和文） 
1） 松本 淳, 村田一知朗, 宮崎 渚, 西脇亜由子, 名和隆英, 牛越博昭, 湊口信也. 小児の過敏性腸症候群に

対して鍼灸治療が有用であった 1 症例：67 巻, 東京：日本東洋医学会；2016 年：144－149. 
 

原著（欧文） 
1） Yoshida G, Kawasaki M, Murata I, Hayakawa Y, Aoyama T, Miyazaki N, Yamada Y, Nishigaki K, Arai 

Y, Suzuki F, Minatoguchi S. Higher plasma prorenin concentration plays a role in the development of 
coronary artery disease. Biomark Res. 2015;3:18. 

2） Hayakawa Y, Aoyama T, Yokoyama C, Okamoto C, Komaki H, Minatoguchi S, Iwasa M, Yamada Y, 
Kawamura I, Kawasaki M, Nishigaki K, Mikami A, Suzuki F, Minatoguchi S. High salt intake 
damages the heart through activation of cardiac (pro) renin receptors even at an early stage of 
hypertension. PLoS One. 2015;10:e0120453. CS 3.32 

3） Matsumoto-Miyazaki J, Miyazaki N, Murata I, Yoshida G, Ushikoshi H, Ogura S, Minatoguchi 
S.Traditional Thermal Therapy with Indirect Moxibustion Decreases Renal Arterial Resistive Index in 
Patients with Chronic Kidney Disease. J Altern Complement Med. 2016;22:306-314. CS 1.55 

4） Tanada Y, Okuda J, Kato T, Minamino-Muta E, Murata I, Soga T, Shioi T, Kimura T. The metabolic 
profile of a rat model of chronic kidney disease. PeerJ. 2017 May 23;5:e3352 CS 2.36 

 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
なし 

2）受託研究 
1） 村田一知朗：ネスプ注射液プランシリンジ特定使用成績調査 保存期慢性腎臓患者における腎性貧

血；平成 23－27 年度；252 千円：協和発酵キリン(株) 

3）共同研究 
1） 村田一知朗：ネスプ注射液プランシリンジ特定使用成績調査 保存期慢性腎臓患者における腎性貧

血；平成 23－27 年度；252 千円：協和発酵キリン(株) 
2） 村田一知朗：リツキサン注使用成績調査(全例調査)；平成 26－29 年度；129.6 千円：中外製薬(株) 
3） 村田一知朗：サムスカ使用成績調査(ADPKD)全例調査；平成 26－30 年度；194.4 千円：大塚製薬(株) 
4） 村田一知朗：サムスカ使用成績調査(ADPKD)全例調査(追加配分)；平成 26－30 年度；691.2 千円：

大塚製薬(株) 
 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
なし 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
なし 
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8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
なし 

10．報告書 
なし 

11．報道 
村田一知朗：腎臓病予防意識高めて：岐阜新聞(平成 29 年 3 月) 

12．自己評価 
評価 
CKD(慢性腎臓病)についての啓発について、開業医に対しては 20 余りの医師会で腎臓病の対策と専門医

との連携について講演し、保健師、薬剤師、栄養士の各団体での講演では腎臓病における各団体の協力

と医師との連携について講演した。また市民に対しては年複数回の市民公開講座開催、イオンモールに

おける啓発イベンを４か所のモールにて企画開催、年一回の県警でも講演し腎臓病の早期発見治療の必

要性を講演してきた。岐阜県民の腎臓病の知識の普及に多少は貢献できたと考える。 
 
現状の問題点及びその対応策 
講座ができる前と比較すると開業医における尿検査、クレアチニン等の腎機能の検査の施行率は上昇し

てきたが、まだ 100％の開業医での実施には至っていない。腎臓専門医への紹介基準に関しても道半ば

である。そのため専門医とかかりつけ医の連携が密になるのは今後と考える。また健診における尿潜血、

尿蛋白、クレアチニンの検査も数年前は国保であっても 50%ほどであったが、現在はほぼ 100％の市町

健診にて実行されるようになっているが、若年者の健診の大部分を占める企業健診いわゆる協会健保で

の尿潜血、尿蛋白、クレアチニン施行率は低値であり、若年者の健診受診率とともに課題である。今後

も健診の受診率の向上とともに腎臓項目の 100％実施にむけ啓発していく必要がある。 
 

今後の展望 
今後も腎臓専門医における啓発活動は無駄に透析になっていく県民を減らすためには必要である。また

早期発見のためには若年者の健診率の上昇と腎臓項目の 100%実施が不可欠で協会健保及び国（厚労省）

の役割は大きいと思われる。また学生健診からの健診データーを個人カード等媒体に記録していくこと

も生活習慣病が今後の医療の根幹となる日本では必要と考える。 
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（14）寄附講座「先端画像開発講座」 

1．研究の概要 
新たな分子イメージング技術の開発：MRI の感度を劇的に増幅する「超偏極」技術を組み込んだ動的

確偏極(DNP：Dynamic Nuclear Polarization)MRI を用いて, 新たな代謝イメージング技術の開発に取り

組んでいる。本装置により生体内の酸化還元(レドックス)反応を可視化することが可能となり, 腫瘍など

の組織の代謝情報を可視化するため, 従来のMRIやCTにおける形態的な画像診断に比べ, 早い画像診断

が可能となることが期待でき, これにより抗がん剤や放射線治療における早期薬効評価法への展開が可

能となると考えている。またヒト応用を見据え, 前臨床試験を実施するための大型 DNP－MRI 装置等の

開発やレドックスプローブの開発も行っている。 
レドックス代謝イメージングの病態応用：生体内の酸化還元(レドックス)は, 生命のホメオスタシスの

維持に関わるだけでなく, 様々な疾患にも深く関与していることが知られている。我々は, 磁気共鳴技術

を駆使した生体レドックス分子イメージングを構築し, がんや非アルコール性脂肪肝炎(NASH)などのレ

ドックス解析を進めている。特に NASH においては, DNP－MRI が超早期の病変をミトコンドリア電子

伝達系の代謝情報を基に検出できる可能性が示唆されている。また腫瘍においては, 放射線治療に伴うミ

トコンドリア機能変化を DNP－MRI や電子スピン共鳴法(ESR)を用い解析し, 放射線治療に伴う生体機

能変化の診断・メカニズム解明を進めている。 

2．名簿 
特任准教授：

特任助教： 
兵藤 文紀 
棚橋 裕吉 

Fuminori Hyodo 
Yukichi Tanahashi 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 棚橋裕吉. X 線画像のケアに活かせる見る診るポイント ①胸部 X 線 見る診るポイント V：気管の偏位： 
船曳知弘編. Emergency Care 30 巻 9 号, 大阪：メディカ出版；2017 年：20－21. 

2） 棚橋裕吉. 腹部大動脈瘤, 大動脈解離, 腹部外傷：山﨑道夫編. レジデントのための腹部画像教室, 東京： 
日本医事新報社；2017 年：168－180, 244－254. 

3） 棚橋裕吉. 画像診断と病理 中枢神経系原発悪性リンパ腫：画像診断 37 巻 14 号, 東京：学研メディカル

秀潤社；2017 年：1422－1423. 
 
著書（欧文） 

なし 
 
総説（和文） 

なし 
 
総説（欧文） 

なし 
 
原著（和文） 

なし 
 
原著（欧文） 

1） Eto H, Tsuji G, Chiba T, Furue M, Hyodo F. Non-invasive evaluation of atopic dermatitis based on 
redox status using in vivo dynamic nuclear polarization magnetic resonance imaging. Free Radic Biol 
Med. 2017;103:209-215. CS 5.66 

2） Meenakumari V, Utsumi H, Hyodo F, Jawahar A, Milton Franklin Benial A. Dynamic nuclear 
polarization studies of nitoroxyl spin probes in agarose gel using Overhauser-enhanced magnetic 
resonance imaging. Magn Reson Chem. 2017;55(11):1022-1028. CS 1.23 

3） Nishihara T, Kameyama Y, Nonaka H, Takakusagi Y, Hyodo F, Ichikawa K, Sando S. A Strategy to 
Design Hyperpolarized 13 C Magnetic Resonance Probes Using [1-13 C]α-Amino Acid as a Scaffold 
Structure. Chem Asian J. 2017;12(9):949-953. CS 3.92 

4） Nakata R, Hyodo F, Murata M, Eto H, Nakaji T, Kawano T, Narahara S, Yasukawa K, Akahoshi T, 
Tomikawa M, Hashizume M. In vivo redox metabolic imaging of mitochondria assesses disease 
progression in non-alcoholic steatohepatitis. Sci Rep. 2017;7(1):17170. CS 4.63 

5） Setoguchi K, Cui L, Hachisuka N, Obchoei S, Shinkai K, Hyodo F, Kato K, Wada F, Yamamoto T, 
Harada-Shiba M, Obika S, Nakano K. Antisense Oligonucleotides Targeting Y-Box Binding Protein-1 
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Inhibit Tumor Angiogenesis by Downregulating Bcl-xL-VEGFR2/-Tie Axes. Mol Ther Nucleic Acids. 
2017;9:170-181. CS 5.89 

6） Tanahashi Y, Goshima S, Kondo H, Noda Y, Sakurai K, Kawada H, Kawai N, Furui S, Matsuo M. 
Additional value of venous phase added to aortic CT angiography in patients with aortic aneurysm. Clin 
Imaging. 2017;44:51-56. CS 1.12 

7） Tanahashi Y, Goshima S, Kondo H, Ando T, Noda Y, Kawada H, Kawai N, Kotoku J, Furui S, Matsuo 
M. Transcatheter Arterial Embolization for Primary Postpartum Hemorrhage: Predictive Factors of 
Need for Embolic Material Conversion of Gelatin Sponge Particles to N-Butyl Cyanoacrylate. 
Cardiovasc Intervent Radiol. 2017;40(2):236-244. CS 2.02 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：兵藤文紀, 研究分担者：江藤比奈子；学術研究助成基金助成金基盤研究(B)：生体内因

性分子をプローブとする磁気共鳴代謝イメージング法の開発；平成 28－30 年度；17,940 千円

(6,240：5,980：5,720 千円) 
2） 研究代表者：藤村由紀(九州大学), 研究分担者：兵藤文紀；学術研究助成基金助成金基盤研究(B)：生

体レドックス制御に有効な食品成分コンビネーションの革新的提示・予測法の創出；平成 29－31 年

度；900 千円(300：300：300 千円) 
3） 研究代表者：兵藤文紀, 研究科長・医学部長裁量経費(重点的配分)：超高感度 MRI を用いた非アル

コール性脂肪肝炎の早期精密画像診断法の開発；平成 29 年度；500 千円 

2）受託研究 
1） 兵藤文紀：非アルコール性脂肪肝炎の早期精密画像診断システムの開発；平成 28－31 年度；15,000

千円(5,000：5,000：5,000 千円)：九州大学 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
なし 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
棚橋裕吉： 
1） 第 53 回日本医学放射線学会秋季臨床大会(平成 29 年 9 月, 愛媛, ランチョンセミナー「CT ボリュー

ムデータを活用した IVR 術前シミュレーション－Computer aided IR に向けて～IVR simulator の

現状と展望～」演者)  

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
なし 

10．報告書 
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なし 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 

先端画像開発講座は本年度新たに研究室を創設し, 2017 年内までに DNP－MRI 装置, 動物用 MRI 装
置, さらには電子スピン共鳴装置を導入・起動し研究体制を構築した。新たな分子イメージング技術の

開発においては, 生体内のエネルギー代謝を可視化する新たな概念を提唱し, それを実証する研究に着

手しており順調に研究を進めている。病態応用に関しては, 岐阜大学動物病院や九州大学との共同研究

を開始した。放射線に伴うミトコンドリア異常を DNP－MRI で検出できる可能性が示唆され, 大型動物

を用いた世界初の研究にも着手する計画を進めるなど研究に関して成果を上げてきた。 
 

現状の問題点及びその対応策 
昨年度より研究室の立ち上げは順調に進んだものの, 実際に研究を進める人員が不足しているため, 

いくつかの装置はまだ立ち上げ段階であり, 複数ある研究課題から研究を絞って進めている状態である。

今後は人件費などの予算を獲得し, 学術研究員や技術補佐員を雇用するなどスムーズに教育・研究を進

める体制を構築する必要があると考えている。 
 

今後の展望 
新たな分子イメージング技術の開発においては, 現在大型動物用の装置の開発を進めており, 本装置

を用いた前臨床試験を実施することで, 今後のヒト応用に向けた研究が加速すると考えている。またレ

ドックスプローブを用いた研究に関しては, 新たな知見が次々と見出されており, 新規機能イメージン

グの概念を創出し, 知財の確保と成果発表を行い, 画像診断が困難である病気へ展開していきたいと考

えている。NASH 病態解析については, 引き続き九州大学とも共同研究でメカニズム解明を展開し, 代
謝イメージング技術に基づく疾患や治療効果の早期画像解析法の創出を目指す。 
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（15）寄附講座「周術期女性医師活躍支援講座」 

1．研究の概要 
周術期女性医師活躍支援講座の主な研究課題は，麻酔科女性医師における産休育休後のスムーズな復職

と育児との両立を可能にする働き方の研究である。女性医師が限られた勤務時間内で活躍し技術維持でき

る業務内容の検討、およびそれに合わせた臨床研究の計画と実施を目標としている。麻酔・疼痛制御学と

共通した研究テーマとしては周術期管理の問題点解明・安全性確立と術後痛を含む難治性疼痛治療の開発

であるため、当講座の助教と麻酔・疼痛制御学所属の育児中の女性医師が共同して術後回診チームを創設

し、術直後の急性期疼痛や合併症の調査だけでなく、亜急性期（退院時）まで疼痛の推移を調査し対応し

ている。現在は帝王切開術・脊椎手術に関してデータ収集中である。 
また、近年注目されている遷延性術後痛に関する予防・治療法の開発のため、全国の大学病院と共同し

て（当院が研究主機関として）肺悪性腫瘍手術と人口膝関節置換術における遷延性術後痛の前向き観察研

究を進めている。 

2．名簿 
准教授： 
助教： 

杉山陽子 
鬼頭祐子 

Yoko Sugiyama 
Yuko Kito 

3．研究成果の発表 
麻酔・疼痛制御学参照 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
麻酔・疼痛制御学参照 

2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
1） 杉山陽子, 曽田 翠：持続硬膜外フェンタニルの鎮痛効果および忍容性に関する研究；2017 年度；

連携型共同研究費 1000 千円 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
麻酔・疼痛制御学参照 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
麻酔・疼痛制御学参照 

8．学術賞等の受賞状況 

なし 

9．社会活動 

なし 

10．報告書 

なし 
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12．自己評価 
評価 
大学病院の麻酔科では女性医師が約半数, 育児中の女性医師が約 4 分の 1 を占める。その中で今年度育

休を取得した女性医師は全員復職できている。遷延性術後痛に関する研究成果および文献考察を日本麻

酔科学会のパネルディスカッション, 日本ペインクリニック学会のシンポジウムで発表できた。術後回

診チームのデータも集積しつつあり今後国内の学会等で発表を計画している。 
 
現状の問題点及びその対応策 
本年度（2017 年）に開設された講座であり, また育休取得した女性医師はまず復職後の臨床技術の維持

を第一目標として麻酔業務についているため, 研究体制が十分整っていないのが現状である。麻酔・疼痛

制御学講座と共同した臨床研究の実施を目指している。現時点では術後痛に関する研究として手術患者

を対象とした臨床研究を計画・実施し始めているが, 女性医師活躍という視点での研究として大学病院

や関連病院の女性医師を対象とした研究や調査を検討する必要がある。 
 
今後の展望 
術後急性期から亜急性期, 慢性期の術後痛を, 病棟回診からペインクリニック外来へ切れ目なく診療し, 
痛みの慢性化の機序解明や予防法, 治療法の開発につながるような臨床研究をすすめていく。これをチ

ーム制で行うことにより, 育児中の女性医師たちがそれぞれ役割分担することで勤務時間内での研究活

動を拡げていく。 
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（16）寄附講座「低侵襲がん集学的治療学講座」 

1．研究の概要 

固形癌に対する治療成績は, 近年加速度的に向上している。その大きな要因として, 外科手術の進歩と,
切除不能癌に対する薬物療法の進歩が大きな役割を演じている。固形癌の約 90％は何らかの外科治療が

施されており, 高いレベルでの外科医療の提供が極めて重要であると考えられる。特に, 腹腔鏡や胸腔鏡

を用いた外科療法は, 拡大視ができ, より緻密な手術が施されるのみならず, 何よりも患者さんにとって

低侵襲であり, 術後の早期の回復が期待され, 患者さんに優しい治療の提供が可能となった。 
岐阜大学病院では, 食道がん, 胃がん, 大腸がん, 肝胆膵領域がんにおいて鏡視下手術を中心とした低

侵襲手術を積極的に展開してきた。乳がん領域においては, 早期がんへのラジオ波による低侵襲治療を先

進医療として展開しつつある。それらの実績は岐阜県のみならず, 東海地区においてもトップレベルの症

例と手術成績を達成してきた。また, 鏡視下手術における臨床研究においても先頭に立ってその普及に貢

献している。 
一方, がん薬物療法は抗がん剤治療の進歩のみならず, 分子標的薬やがん免疫療法薬の発展に至り, 標

準治療の確立から Personalized Medicine(個別化療法), さらに Precision Medicine(精密医療)への展開に

至り, がん治療成績の向上につながった。岐阜大学病院では, 新たな抗がん薬治療の開発や臨床研究・治

験を積極的に展開し, 世界にその成績を発信している。 
低侵襲・がん集学的治療学講座では, 早期がんのみならず, 進行がんや根治切除不能であった患者さん

に, 薬物療法や放射線治療などの集学的治療と併せて, 低侵襲治療をさらに発展・普及し, がん治療の成

績をさらに向上させることを目的としている。その主な役割は, 1.ロボット手術を含む鏡視下手術の推進

と教育、2.Precision Medicine の展開による集学的治療の推進と教育であり, 岐阜地域において高いレベ

ルでの標準化を目指すものである。 
鏡視下手術においては, 日本内視鏡外科学会における技術認定医制度があり, その手術手技の向上と標

準化に務めており, 世界的にも注目を浴びている制度である。岐阜大学病院では既に, 7 人の認定を受けて

おり, 岐阜地域の中心となって, 若手医師の育成のみならずメディカルスタッフの教育を含むチーム医療

の充実に関する任を担い, 先進的かつ高品質なシステムの確立とその拡張が期待されている。加えて, 難
治性癌への対抗措置として, 薬物療法奏効後の外科的切除, いわゆる Conversion therapy の標準化に向

けた臨床研究や, 臨床的外科技能の向上など確固たる基盤をもととした研究を推進することも, 大学附属

病院としての活動として重要な一翼である。また, 新しい最先端治療開発の一環として多数の臨床試験を

施行・参加し, 新たな治療の EBM の確立に寄与している。いずれの臓器の癌に対しても, 基本的に化学

療法は国内での全国多施設共同臨床試験や新規治験に協力・登録を行い, 新しい治療の開発や EBM の確

立に寄与するようにしているが, それ以上に独自性を発揮する場の展開を心がけ, 岐阜から世界への発信

を目標としている。 
本講座の研究内容の概要をまとめると, 以下の 2 点である。 

① 鏡視下手術の新たな術式の開発や臨床試験の展開とその体制の構築 

当院は, 日本内視鏡外科学会が認める技術認定医を岐阜県で最も多くかかえる施設であり, 
消化器を中心とした各臓器で多くの鏡視下手術を経験している。当該地区の鏡視下手術の普

及・均てん化に貢献し, 新たな術式の開発・工夫についても学会・論文で発信している。今後

さらなる鏡視下手術の発展に向けて, 新しくより安全かつ確実な術式の開発や手技の安定化

を図ることや, チーム医療において若手医師およびメディカルスタッフを育成していくこと

が必要であり, それらの推進とその体制作りに取り組む。 

② 抗がん剤・分子標的薬・免疫療法薬による外科的治療を含めた集学的治療 

がんに対する薬物療法の発展は著しく, さまざまな臨床試験・治験が行われている。しかし, 
消化器・乳癌を中心とした固形癌では薬物療法のみによる治癒は望めないのが現状であり, 新
たな薬物治療・新たな併用療法の開発が不可欠である。そのためには, 当院の先端医療臨床研

究推進センターやがんセンターの協力のもと, 岐阜地域で集約した臨床試験・治験を行う研究

体制の構築を推進する必要である。同時に, 外科的治療を含めた Personalized Medicine(個別

化治療)・Precision Medicine(精密治療)といった集学的治療の標準化を目指した治療体系の開

発を推進する。 
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4．研究費獲得状況 
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2）受託研究 
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3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
山口和也：  
1） 日本胃癌学会評議員(～現在) 
2） 日本内視鏡外科学会評議員(～現在) 
3） 日本胃癌学会総務委員(～現在) 
4） 日本外科学会試験問題検討小委員(上部消化管分野)(平成 27 年 7 月～現在) 
 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
山口和也： 
1） 第 26 回日本癌病態治療研究会(平成 29 年 6 月, 横浜, ワークショップ 1「StageIV 胃癌のカテゴリ

ー分類から導かれる Conversion surgery の位置付け．」発表) 
2） 第 79 回日本臨床外科学会総会(平成 29 年 11 月, 東京, ワークショップ 18「StageIV 胃癌のカテゴ

リー分類からみた Conversion therapy の位置付け．」発表) 
3） 第 55 回日本癌治療学会学術集会(平成 29 年 10 月, 横浜, シンポジウム 8「胃癌腹膜播種に対する

Conversion therapy．」発表) 
4） JDDW2017 第 25 回日本消化器関連学会週間(平成 29 年 10 月, 福岡, パネルディスカッション 6

「Conversion therapy の適応を考慮した StageⅣ胃癌のカテゴリー分類．」発表) 
5）  第 79 回日本臨床外科学会総会(平成 29 年 11 月, 東京, ワークショップ 18「胃癌 Conversion 

surgery．」司会) 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
なし 

10．報告書 
なし 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 

腫瘍外科教室とともに実臨床や臨床研究を行っているが, 消化器・乳腺疾患症例数はともに増加の一

途をたどっている。手術技術およびその内容としても, 各疾患・臓器領域への分化により専門グループ

におけるレベルの向上がみられており, 国内でも充分評価されている。低侵襲手術である鏡視下手術症

例数も急増し, 癌の根治性のみならず, 低侵襲性を追求した手術の確立ができている。当科で教育を受け

て内視鏡外科学会技術認定医となった消化器外科医は計 7 人となり, 食道・胃・大腸・肝・膵の領域に
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おいてレベルの高い鏡視下手術を提供している。胃癌では 5 割, 大腸癌においては年間手術症例の約 8
割の患者さんに腹腔鏡手術を施行している。また, がん治療における新たなエビデンスを発信すること

はがん診療の質の向上に必須と考えられ, 新規先端治療開発のための臨床試験が全国多施設共同で行わ

れるようになった。腫瘍外科教室では, 上部消化管グループ(食道・胃), 肝・胆・膵グループ, 下部消化

管グループ, 乳腺グループにおいて, 200 近い臨床試験・治験に参加しており, 本講座も同様に協力・参

加している。 
以上より, 消化器・乳腺における悪性腫瘍に対する治療では, 岐阜県がん拠点病院である大学病院の一翼

を担うべく腫瘍外科学として, その役割を多いに果たしている。 
 

現状の問題点及びその対応策 
腫瘍外科教室とともに実臨床, 臨床研究, 基礎研究を行っているが, 臨床面として以下の 3点をあげる。 

1) 病床数に制限があり, 手術, 化学療法に加え緊急入院などにおけるベッドの確保に困窮することが

多かったが, 病院の方針としてベッドコントロールの工夫により現在次第に改善しつつある。 
2) 手術症例の増加に伴いみられるようになった手術枠の制限が最も大きな問題点の一つである。当科

としては, 安全性の確保を重視しつつ手術時間の短縮・手術人員のシフトなどの努力に加え月曜日の

手術枠も増加し手術待ち期間は短縮傾向にあるが, まだまだ不十分である。 
3) 全国的な傾向としてみられる若手医師の外科離れが深刻である。大学病院での標準以上の診療レベ

ルを保ちつつ, 一般外科として地域医療への貢献が期待される当科事情から周辺医療圏への人材の

供給にも責任を果たす必要があり, 現段階では医局員の献身的な努力でこれを補っている。その対応

としては研修医師の確保に他ならず, 外科医療の利点を説きつつ, 現状打開の方策を共に考えてい

けるよう学生時代からの意識レベルのアップをはかるべく教育にも力を入れている。 
 
今後の展望 

消化器・乳腺の悪性腫瘍を中心とした診療が主体となり, 岐阜県がん拠点病院である岐阜大学病院と

して手術症例数を増加させる努力を続けていく方針である。そして, 鏡視下手術の手技の安定化, 術式開

発, 普及, 教育により, がんの根治性を求めた精度の高い安全な術式が恒常的に岐阜地域に提供される

ことにつながる。また, 体制の構築により常に治療成績向上への検討・工夫がなされ, 鏡視下手術の適応

拡大を推進することにより, 低侵襲という優しい手術が提供される病態が拡大することが期待される。 
 集学的治療の開発においては, 抗癌薬・分子標的薬・免疫治療薬・手術による Personalized Medicine(個
別化治療)・Precision Medicine(精密治療)の標準化への期待から, 新たなエビデンスの発信に寄与し, よ
り進行した癌に対する治療成績の向上が図られると考える。 
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（17）保健管理センター 

1．研究の概要 
1）大学生および大学教職員を対象, フィールドとした健康管理・ヘルスプロモーション(フィジカルヘル

ス・メンタルヘルス)に関する研究を, 本学レベル, 全国レベル, 国際比較研究レベルで進めている 
2）ホームレスにおける障害の有病率, それらがホームレス生活に与える影響について研究を行なってい

る 

3）東南アジアにおける精神保健の成熟度を評価する指標を作成している 

4）岐阜市糖尿病実態調査, 岐阜県における市町の保健データ分析なども行っている 
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4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：福重八恵(阪南大学), 研究分担者：淺田孝幸(立命館大学), 山本眞由美, 前田利之(阪南

大学), 金ジェウク(広島大学)；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：医療におけるサービス品質の

測定と品質マネジメントへのフィードバックモデルの研究；平成 25－27 年度；3,700 千円(1,100：
1,600：1,000 千円) 

2） 研究代表者：水谷聖子(日本福祉大学), 研究分担者：長谷川真美(愛知医科大学), 松永昌宏(愛知医科
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大学), 水谷 勇(神戸学院大学), 西尾彰泰；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：生活困窮者のア
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14） 研究代表者：山本眞由美, 研究分担者：西尾彰泰, 堀田 亮；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)(一

般)：大学生における心身の健康度改善をめざした食育モデルを用いた前向き検証実験；平成 29－31
年度；3,500 千円(1,400：500：1,600 千円) 

15） 研究代表者：伊野陽子(岐阜薬科大学), 研究分担者：加納亜紀, 堺 千紘(岐阜薬科大学), 寺町ひとみ

(岐阜薬科大学), 舘 知也(岐阜薬科大学), 野口義紘(岐阜薬科大学)；文部科学省科学技術人材育成費

補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(連携型)」平成 29 年度連携型共同研究助成：

多職種連携による薬局薬剤師の地域住民への健康サポートに関する研究；平成 29 年度；1,000 千円 
15） 研究代表者：堀田 亮；岐阜大学活性化経費(地域連携)：いこまいサミット 2017 の開催－様々なニ

ーズのある学生に対する支援体制構築のための地域連携推進をめざして－；平成 29 年度；200 千円 
16） 研究代表者：堀田 亮；岐阜大学活性化経費(教育)：ピア・サポーターの養成とピア・サポート活動

の展開(岐大生基盤的能力向上特講～共に支え合い、共に学ぶ「ピア・サポート」演習～)；平成 29
年度；450 千円 

2）受託研究 
なし 
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3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
山本眞由美： 
1） 日本内科学会東海地方会評議員(～現在) 
2） 日本糖尿病学会学術評議員(～現在) 
3） 日本内分泌学会評議員(～現在) 
4） 日本内分泌学会監事(平成 29 年 4 月～現在) 
5） 日本内分泌学会倫理・利益相反委員会 副委員長(平成 29 年～現在) 
6） 日本内分泌学会教育育成部会 育成委員(平成 29 年～現在) 
7） 日本内分泌学会生涯教育委員会委員(平成 29 年～現在) 
8） 日本内分泌学会男女共同参画推進委員会副委員長, 女性医師応援小委員会委員長(平成 29 年～現在) 
9） 日本臨床栄養学会評議員(～現在) 

10） 日本病態栄養学会学術評議員(～現在) 
11） 日本油化学会東海支部常任幹事(～平成 29 年 2 月) 
12） 日本油化学会第 54 回年会実行委員(平成 27 年) 
13） 日本糖尿病情報学会評議員(～平成 29 年 8 月) 
14） 全国大学保健管理協会理事(～現在) 
15） 全国大学保健管理協会国際連携委員会委員長(～現在) 
16） 全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会幹事(～現在) 
17） 第 52 回全国大学保健管理研究集会運営委員会委員(平成 26 年 9 月～平成 27 年 3 月) 
18） 国立大学保健管理施設協議会理事・副会長(平成 27 年 9 月～現在) 
19） 国立大学保健管理施設協議会国際交流特別委員会委員長(～現在) 
20） 国立大学保健管理施設協議会総務企画委員会副委員長(～現在) 
21） 東海学校保健学会理事(～現在) 
 
西尾彰泰： 
1） 国際学校保健コンソーシアム事務局(～現在) 
2） 東海学校保健学会評議員(～現在) 
3） 全国大学保健管理協会国際連携委員会委員(～現在) 
4） 全国大学メンタルヘルス学会理事(～現在) 
 
堀田 亮： 
1） 日本自律訓練学会評議員・広報委員(平成 27 年 10 月～現在) 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
山本眞由美： 
1） 第 88 回日本内分泌学会学術総会(平成 27 年 4 月, 東京, シンポジウム「女性医師専門医育成・再教

育委員会企画：思春期の内分泌的課題」座長) 
2） 第 53 回全国大学保健管理協会 関東甲信越地方部会研究集会(平成 27 年 7 月, 東京, シンポジウム

「よくある健診結果の事後処理について 4)体重結果の事後措置－肥満を中心に－」シンポジスト) 
3） 第 53 回全国大学保健管理研究集会(平成 27 年 9 月, 盛岡, 教育講演「大学の国際化と保健管理」演
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者) 
4） International congress ecology and evolution of global communicable diseases(平成 28 年 3 月, 

Quito, Ecuador, 国際学会招聘講演「Effective infection control and surveillance in border 
communities.」演者) 

5） 第 89 回日本内分泌学会学術総会(平成 28 年 4 月, 京都, シンポジウム「JES We Can」座長) 
6） 第 34 回日本内分泌学会内分泌代謝学サマーセミナー(平成 28 年 7 月, 福岡・長崎, シンポジウム講

演「JES We Can(日本内分泌学会)と WE(米国内分泌学会)の国際交流」演者) 
7） 第 34 回日本内分泌学会内分泌代謝学サマーセミナー(平成 28 年 7 月, 福岡・長崎, 「JES We Can

企画シンポジウム」総合司会) 
8） 第 16 回日本糖尿病情報学会年次学術集会(平成 28 年 9 月, 鈴鹿, シンポジウム「エビデンスに基づ

いた食事療法」座長)  
9） 第 55 回全国大学保健管理協会 東海・北陸地方部会研究集会(平成 29 年 7 月, 金沢, パネルディスカ

ッション「大学国際化によって変わるヘルスサポート」パネリスト・司会者) 
 
堀田 亮： 
1） 第 39 回全国大学メンタルヘルス学会総会(平成 29 年 12 月, 刈谷, シンポジウム「学生支援に内包さ

れる発達障害学生支援」シンポジスト) 
2） 第 50 回全国 1 学生相談研究会議(平成 29 年 1 月, 大分県速見郡, シンポジウム「若手カウンセラー

から見る現代の学生とこれからの学生相談」シンポジスト) 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 山本眞由美：国立大学法人岐阜大学優秀教員表彰(平成 27 年度) 
2） 堀田 亮：第 53 回全国大学保健管理研究集会優秀演題賞(平成 27 年度) 
3） 磯村有希：第 53 回全国大学保健管理研究集会優秀演題賞(平成 27 年度) 

9．社会活動 
山本眞由美： 
1） 岐阜県大学保健管理研究会会長(～現在) 
2） 岐阜県医師会糖尿病対策委員会委員長(～現在) 
3） 岐阜県医師会男女共同参画委員会委員(～現在) 
4） 岐阜県医師会大学医師会代議員(～現在) 
5） 岐阜県糖尿病対策推進協議会幹事(～現在) 
6） 岐阜県糖尿病対策推進協議会世界糖尿病デー記念事業「糖尿病県民セミナー」ワーキンググループ

委員(～現在) 
7） 岐阜県糖尿病対策推進協議会「糖尿病性腎症重症化予防プログラム」ワーキンググループ委員(～現

在) 
8） 岐阜県食育推進会議委員(～現在) 
9） 一般社団法人岐阜医学研究協議会専務理事(～現在) 

10） 岐阜県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会委員(～現在) 
 
西尾彰泰： 
1） 岐阜県ひきこもり地域支援連携会議議長(～現在) 
 
堀田 亮： 
1） 岐阜大学活性化経費(地域連携)事業シンポジウム「発達障害学生支援における大学と地域の連携体制

構築をめざして」主催(平成 29 年 9 月) 
 

10．報告書 
1） 山本眞由美：若い男女の結婚・妊娠時期計画支援に関するプロモーションプログラムの開発に関す

る研究：平成 25－26 年度厚生労働科学研究費補助金政策科学総合研究事業総合研究報告書：1－
187(平成 27 年 3 月) 

2） 山本眞由美：若い男女の結婚・妊娠時期計画支援に関するプロモーションプログラムの開発に関す
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る研究：平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金政策科学総合研究事業総括・分担研究報告書：1－
164(平成 27 年 3 月) 

3） 佐渡忠洋, 堀田 亮, 西尾彰泰：結婚と子ども持つことを望む高校生および大学生の心理－質問紙結

果から－：平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金政策科学総合研究事業総括・分担研究報告書：98
－105(平成 27 年 3 月) 

4） 西尾彰泰, 堀田 亮, 佐渡忠洋：高校生と大学生における結婚, 挙児希望に関する意識調査－高校生

と大学生で異なるか？－：平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金政策科学総合研究事業総括・分担

研究報告書：82－90(平成 27 年 3 月) 
5） 堀田 亮, 佐渡忠洋, 西尾彰泰：高校生・大学生の妊娠・出産に関する知識量と教育用 DVD「知っ

ていますか？男性のからだのこと, 女性のからだのこと—健康で充実した人生のための基礎知識−」
の視聴効果：平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金政策科学総合研究事業総括・分担研究報告書：

144－152(平成 27 年 3 月) 
6） 山本眞由美：大学の保健管理担当職という誇らしい仕事と役割：全国大学保健管理協会 東海・北

陸地方部会報告書 保健管理担当職研究会：5(平成 27 年 3 月) 
7） 山本眞由美：私は社会でこう生きてきた：未来を切り開き明日にはばたく－2014 キャリア・就職白

書 岐阜大学：54－55(平成 27 年 3 月) 
8） 赤羽貴美子, 草田典子, 村上雅子, 脇 昌子, 山本眞由美：女性医師専門医育成・再教育(Jes We Can)

便り－JES We Can 支部会活動報告：日本内分泌学会雑誌 Vol.91：23－24(平成 27 年 4 月) 
9） 山本眞由美：平成 26 年度第 62 期卒業生を祝う会開催報告：岐阜大学医学部記念会館だより第 107

号：33(平成 27 年 6 月) 
10） 山本眞由美：女性医師専門医育成・再教育(Jes We Can)便り－Women in Endocrinology 2015 の報

告：日本内分泌学会雑誌 Vol.91：69－70(平成 27 年 10 月) 
11） 西尾彰泰：ひきこもり／不登校に対する支援：全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会報告書

2015：22－23(平成 28 年) 
12） 丸谷俊之, 西尾彰泰：中部アフリカ・ガボン共和国の精神科医療：精神医学 58(4)：327－329(平成

28 年 2 月) 
13） 山本眞由美：日本の健康増進につながる今の研究にやりがい：文部科学省科学技術人材育成費補助

事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(連携型)「清流の国 輝くギフジョ 支援プロジェ

クト」女性研究者ロールモデル集：7(平成 28 年 3 月) 
14） 山本眞由美：大学の国際化と保健管理：CAMPUS HEALTH 53(1)：57－60(平成 28 年 3 月) 
15） 堀田 亮, 西尾彰泰, 磯村有希, 宮地幸雄, 加納亜紀, 高井郁恵, 邦千冨, 野邑真子, 堀田容子, 山口

美紀, 山本眞由美：大学生の基礎学力の実態と生活習慣との関連：2 年間の追跡調査を用いて：

CAMPUS HEALTH 53(1)：123(平成 28 年 3 月) 
16） 磯村有希, 西尾彰泰, 堀田 亮, 高井郁恵, 邦千冨, 野邑真子, 堀田容子, 山口美紀, 加納亜紀, 宮地

幸雄, 山本眞由美, 公益社団法人岐阜県栄養士会：大学生の食生活に関する実態調査：CAMPUS 
HEALTH 53(1)：187(平成 28 年 3 月) 

17） 山本眞由美：平成 27 年度第 63 期卒業生を祝う会開催報告：岐阜大学医学部記念会館だより第 110
号：33－35(平成 28 年 5 月) 

18） 佐々木恵理, 山本眞由美, 西尾彰泰, 堀田 亮, 磯村有希：平成 27 年度連携型共同研究成果紹介「女

子大学生の首尾一貫感覚(SOC)の特徴－女性の活躍を促進する心理的要因の検討－」：文部科学省科

学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(連携型)清流の国 輝くギ

フジョ支援プロジェクト通信(https://diversity.gifu-u.ac.jp)No.2：2(平成 28 年 6 月) 
19） 西尾彰泰：世界の現場で見えてきたこと－フィールドワーカーが見た”学校保健” 第 10 回カンボ

ジアの学校保健：健 527(5)：74－75(平成 28 年 7 月) 
20） 山本眞由美：「Women in Endocrinology の 40 年に渡る歴史」第 89 回日本内分泌学会学術総会(於：

京 都 ) に お け る 招 聘 講 演 記 録 ： 日 本 内 分 泌 学 会 会 員 ペ ー ジ

(https://plaza.umin.ac.jp/~endosoc/cgi-bin/login_02.cgi?link131,link00)(平成 28 年 7 月) 
21） 山本眞由美：ヘルスサポート事業 支援・評価委員も応援しています：岐阜の国保 No.323：5(平成

28 年 10 月) 
22） 堀田 亮, 西尾彰泰, 磯村有希, 宮地幸雄, 加納亜紀, 舩越高樹, 山本眞由美：学部新入生のストレス

対処行動の実態とその影響因：対処行動エゴグラムを用いた検討：CAMPUS HEALTH54(1)：409(平
成 29 年 3 月) 

23） 堀田 亮：若手カウンセラーから見る現代の学生とこれからの学生相談：第 50 回全国学生相談研究
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会議(別府湾シンポ)報告書：10(平成 29 年 3 月) 
24） 山本眞由美：女性医師専門医育成・再教育(JES We Can)便り－日本医師会 女性医師支援センター

大学医学部・医学会女性医師支援担当者連絡会の報告：日本内分泌学会雑誌 JES News 93：58－59(平
成 29 年 4 月) 

25） 山本眞由美：平成 28 年度第 64 期卒業生を祝う会開催報告：岐阜大学医学部記念会館だより第 113
号：27－29(平成 29 年 5 月) 

26） 山本眞由美：外国人留学生・研究者に向けた対応：岐阜大学国際交流年報 JES News 2016 vol.2：
50(平成 29 年 6 月) 

27） 山本眞由美：福島県「県民健康調査」甲状腺検査説明医師支援の報告：日本内分泌学会雑誌 93：114
－115(平成 29 年 10 月) 

28） 山本眞由美：Women in Endocrinology (WE) 2017 年年次集会とディナーパーティーの報告：日本

内分泌学会雑誌 JES News 93：115－117(平成 29 年 10 月) 
29） 西尾彰泰, 友川 幸, 小林 潤, 溝上哲也, 堀田 亮, 山本眞由美：「School Health」掲載論文の抄

録：学校保健研究 59：382(平成 29 年 12 月) 

11．報道 
1） 山本眞由美：岐阜大生の食生活管理栄養士が指導 －全員対象に始める－：中日新聞(2015 年 2 月) 
2） 山本眞由美：学生の健康サポート－県大学研究会 啓発本を発行－：岐阜新聞(2015 年 3 月) 
3） 山本眞由美：海外医療見て学んで－岐阜大 米・大学院教授講演：中日新聞(2015 年 4 月) 
4） 堀田 亮：研究室から 大学はいま：岐阜新聞(2015 年 5 月) 
5） 西尾彰泰：名古屋のホームレス 6 割が「心の病」：毎日新聞(2015 年 6 月) 
6） 山本眞由美：岐阜大学保健管理センター 学生相談対応者研修会(FD/SD)を開催：文教ニュース(2015

年 8 月) 
7） 山本眞由美：岐阜大, 学生相談対応者研修会を開催：文教速報(2015 年 8 月) 
8） 山本眞由美：健康増進月間特集 健診の重要性を専門医に聞く：岐阜新聞(2015 年 8 月) 
9） 山本眞由美：留学生に健康アドバイス英語版ガイドを刊行：岐阜新聞(2016 年 8 月) 

10） 山本眞由美：岐阜大が南フロリダ大と部局間交流協定：文教速報(2016 年 11 月) 
11） 山本眞由美：南フロリダ大と部局間交流協定：文教ニュース(2016 年 11 月) 
12） 山本眞由美：岐阜大, 学生相談対応者研修会を開催：文教速報(2016 年 7 月) 
13） 山本眞由美：南フロリダ大と学生交流の協定：中日新聞(2016 年 10 月) 
14） 山本眞由美：米州立大と交流促進：岐阜新聞(2016 年 10 月) 
15） 山本眞由美：岐阜大, 学生対象に安全・衛生セミナー：文教速報(2017 年 5 月) 
16） 山本眞由美：岐阜大 安全・衛生セミナー：文教ニュース(2017 年 5 月) 
17） 山本眞由美：岐阜大保健管理センターで学生相談対応者研修会：文教速報(2017 年 7 月) 
18） 山本眞由美：健康づくりフォーラム：岐阜新聞(2017 年 9 月) 

12．自己評価 
評価 
1）研究成果は確実に蓄積し成果を上げており, 国際学会等を含め公表を進めてきた。さらに国際雑誌へ

の公表へつなげたい。 
2）おおむねデータの論文化は終了した。 

3）現在, データが揃いつつあり, 論文化が進んでいるところである。 
4）研究成果は上がりつつある。 

 
現状の問題点及びその対応策 
センターという性格上, 業務と研究活動の両立については常に悩ましく, 難しい問題である。業務ならび

に研究活動の効率化を図り, 成果の向上に努めたい。 
 

今後の展望 
1） 国際比較研究を含む, スケールの大きい研究対象へと広げていきたい。 
2） 本研究については, 当初の目標を達成したので一旦終了とするも, 新しい研究フィールド確立への

基礎としていく。 

3） 本研究結果と成果を踏まえて社会実装の段階へ進むために, 現地の対象者に対して, トレーニング
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コースを実施する予定である。 

4） 前向き研究として, 今後とも継続してフィールドを大切にし, 継続的に研究成果を出していきたい。 
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（18）生命科学総合研究支援センター（ゲノム研究分野） 

1．研究の概要 
 ペルオキシソーム病の診断・病態解明・治療法開発 (下澤)：細胞内小器官の 1 つであるペルオキシソ

ームの代謝異常症の研究に長年携わり，国内唯一のペルオキシソーム病（指定難病 234）診断センターと

して国内外より多くの患者解析依頼を受け，特に副腎白質ジストロフィー（指定難病 20）に関しては迅

速に診断結果と診療情報を提供して，医療・社会に貢献しています。さらに診断時に同意を得て集積した

多くの患者試料を用いて，複数の新規遺伝子病や温度感受性現象の発見，ペルオキシソーム形成異常症で

は岐阜大学の分類を世界に提唱しています。ペルオキシソームの生体内における機能や病態に関しては，

ほとんどが未解明なため，ゲノミクス，プロテオミクスに GC/MS，LC-MS/MS を中心とした生体の代謝

産物を解析する“メタボロミクス”も加えた解析システムを構築して単一遺伝子病から生活習慣病にいた

るペルオキシソーム代謝疾患の総合研究分野を確立し，難病克服に繋がる研究成果を排出したいと考えて

います。さらにペルオキシソームは酵母から植物，動物に至るまで広く存在し，共通の生理的機能を有し

ており，学内外の多くの先生と協力して大型の研究プロジェクトを企画できればと考えています。 
 植物病原性糸状菌における病原性機構の解明 (須賀)：近年，食料の安全性や世界規模で見た場合の食

糧不足，農薬の環境への影響が問題化しています。それらを解決するためには作物病害を適切に防ぐこと

が重要で，特に病原菌の性状について深く理解していることが求められています。本研究室では植物病原

菌として良く知られたフザリウム菌のゲノム解析により植物病原性糸状菌における病原性の分子機構な

らびに進化機構の解明を目指しています。 
 ペルオキシソーム病発症機構の基礎生物学的研究 (高島)：ペルオキシソーム病は細胞内小器官である

ペルオキシソームの異常に起因する遺伝性疾患です。原因となる遺伝子が同定されているものの発症の具

体的な細胞内，生体内のメカニズムはわかっていません。ペルオキシソーム病患者に由来する培養細胞の

状態を詳しく調べることで病態が発症するに至る細胞生物学的な原因を探っています。  
一方でペルオキシソーム病は多くの組織，器官に異常が見られる複雑な疾患なため病態を再現する小型脊

椎動物 (ゼブラフィッシュ，メダカ，マウスなど) を使って組織，器官レベルでの発症機構を明らかにす

るための研究も行っています。 

2．名簿 
教授： 
准教授： 
助教： 

下澤 伸行 
須賀 晴久 
高島 茂雄 

Nobuyuki Shimozawa 
Haruhisa Suga 
Shigeo Takashima 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 下澤伸行. ペルオキシソーム病(ペルオキシソーム形成異常症). こどもの病気 遺伝について聞かれたら, 
東京：診断と治療社；2015 年：68－69. 

2） 下澤伸行. 副腎白質ジストロフィー. こどもの病気 遺伝について聞かれたら, 東京：診断と治療社；2015
年：137－139. 

3） 厚生労働省難治性疾患等政策研究事業「ライソゾーム病(ファブリー病を含む)に関する調査研究班」編.ラ
イソゾーム病・ペルオキシソーム病 診断の手引き. 診断と治療社, 東京：2015 年. 

4） 下澤伸行. 副腎白質ジストロフィー：尾崎承一編. 難病辞典, 東京：学研メディカル秀潤社；2015 年：485
－489. 

5） 下澤伸行. ペルオキシソーム病：尾崎承一編. 難病辞典, 東京：学研メディカル秀潤社；2015 年：490－492. 
6） 下澤伸行. 副腎白質ジストロフィー：成瀬光栄, 平田結喜緒, 田辺晶代編. 内分泌シリーズ 難治性内分泌

代謝疾患 Update, 東京：診断と治療社；2015 年：78－80. 
7） 下澤伸行. ペルオキシソーム病(副腎白質ジストロフィーを中心に)：奥山虎之, 山本俊至編. 遺伝学的検

査・診断・遺伝カウンセリングの上手な進めかた, 東京：診断と治療社；2016 年：69－73. 
8） 下澤伸行. ペルオキシソーム病: 別冊日本臨床. 新領域別症候群シリーズ 37 精神医学症候群(第２版)Ⅰ東

京：日本臨床社；2017 年：190－195. 
9） 厚生労働省難治性疾患等政策研究事業「ライソゾーム病(ファブリー病を含む)に関する調査研究班」監修. 

副腎白質ジストロフィー(ALD)診療ガイドライン 2017. 東京：日本臨床社；2017 年. 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
1） 福田冬季子, 下澤伸行. 特集・第 56 回日本小児神経学会学術集会 シンポジウム 5：見逃してはならない
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治療法のある, あるいは今後期待できる小児神経疾患：診断と治療の最前線 序論，脳と発達 2015 年；

47 巻：105.  
2） 下澤伸行. 特集・第 56 回日本小児神経学会学術集会 シンポジウム５：見逃してはならない治療法のある, 

あるいは今後期待できる小児神経疾患：診断と治療の最前線 副腎白質ジストロフィー, 脳と発達 2015
年；47 巻：117－121.  

3） 下澤伸行. リレー随想「小児希少疾患の診断と研究の大切さ」, 小児科臨床 2015 年；68 巻：1948－1951.  
4） 下澤伸行. 小児希少疾患 —診断と難病対策—, 小児科臨床 2015 年；68 巻(増刊号)これからの小児医療：

2249－2252.  
5） 須賀晴久. Fusarium fujikuroi 種複合体のフモニシン生合成遺伝子クラスターの進化：JSM Mycotoxins 

2015 年；65 巻：121－130. 
6） 下澤伸行. 副腎白質ジストロフィー：小児科診療 特集 先天代謝異常症-エキスパートによる最新情報- 

2016 年；79(6)巻： 825－831.  
7） 下澤伸行. ペルオキシソーム病 診断と治療の最前線 —拡大する疾患概念と副腎白質ジストロフィー—：日

本小児科学会雑誌 2016 年；120(9)巻：1308－1319. 
8） 下澤伸行. ペルオキシソーム病(副腎白質ジストロフィー). 小児内科 特集 慢性疾患児の一生を診る

2016 年；48(10)巻：1431－1434. 
9） 下澤伸行. ペルオキシソーム病：小児内科 48 増刊号, 小児疾患診療のための病態生理 3, 2016 年：139－

148. 
10） 須賀晴久. イチゴ萎黄病菌など分子マーカーによる Fusarium oxysporum の分化型・レースの診断法：植

物防疫 2016 年；70 巻：45－49. 
11） 下澤伸行. 副腎白質ジストロフィー(ALD)新生児マススクリーニングの意義と課題：日本マススクリーニン

グ学会誌 2017 年；27(3)巻：239－242. 
 

総説（欧文） 
1） Takashima S. Drosophila as a Model to Study Intestinal Stem Cells. eLS. Published Online: 16 NOV 

2015. DOI: 10.1002/9780470015902.a0022526. 
 

原著（和文） 
1） 五十嵐千佳, 浅野雄二, 西岡友樹, 須賀晴久, 百町満朗, 清水将文. ネギ類の混植によるホウレンソウ萎凋

病の抑制：日本植物病理学会報 2017 年；83 巻：87－94. 
 

原著（欧文） 
1） Sasai H, Shimozawa N, Kawamoto N, Yamamoto T, Kimura T, Kawamoto M, Matsui E, Fukao T.  

Successive MRI findings of reversible cerebral white matter lesions in a patient with cystathionine 
-synthase deficiency. chondrodysplasia punctata. Tohoku J Exp Med. 2015;237:323-327.  CS 1.47 

2） Komatsuzaki S, Ogawa E, Shimozawa N, Sakamoto O, Haginoya K, Uematsu M, Hasegawa Y, 
Matsubara Y, Ohura T. First Japanese case of Zellweger syndrome with a mutation in PEX14. Pediatr 
Int. 2015;57:1189-1192. CS 0.96 

3） Rahman MZ, Abdelzaher H, Mingzhu L, Motohashi K, Suga H, Kageyama K, Pythium rishiriense sp. 
nov. from water and P. alternatum sp. nov. from soil, two new species from Japan. FEMS Microbiology 
Letters 2015;362:fnv086. CS 1.76 

4） Rahman MZ, Uematsu S, Kimishima E, Kanto T, Kusunoki M, Motohashi K, Ishiguro Y, Suga H, 
Kageyama, Two plant pathogenic species of Phytophthora associated with stem blight of Easter lily 
and crown rot of lettuce in Japan. Mycoscience, 2015;56:419-433. CS 0.89 

5） Rahman MZ, Uematsu S, Suga H, Kageyama K, Diversity of Phytophthora species newly reported 
from Japanese horticultural production. Mycoscience, 2015;56:443-459. CS 0.89 

6） Wenzhuo F, Ishiguro Y, Hotta K, Watanabe H, Suga H, Kageyama K, Simple detection of Pythium 
irregulare using loop-mediated isothermal amplification assay. FEMS Microbiology Letters, 
2015;362:fnv174. CS 1.76 

7） Tateishi H, Suga H, Species composition, gibberellin production and sensitivity to ipconazole of the 
Fusarium fujikuroi species complex isolates obtained before and after its launch. Journal of Pesticide 
Science, 2015;40:124-129. CS 0.81 

8） Matsunami M, Shimozawa N, Fukuda A, Kumagai T, Kubota M, Chong PF, Kasahara M: Living-donor 
liver transplantation from a heterozygous parent for infantile Refsum disease. Pediatrics, 2016; 
137(6): e20153102. CS 5.09 

9） Masashi Morita, Shun Matsumoto, Airi Okazaki, Kaito Tomita, Shiro Watanabe, Kosuke Kawaguchi,  
 Daishiro Minato, Yuji Matsuya, Nobuyuki Shimozawa, Tsuneo Imanaka. A novel method for 

determining peroxisomal fatty acid β-oxidation. J Inherit Metab Dis 39(5): 725-31, 2016. CS 3.17 
10） Motobayashi M, Morita D, Kurata T, Shigemura T, Nakazawa Y, Shimozawa N, Inaba Y. Serial 

Monitoring of Plasma Levetiracetam Levels in a Child With Epilepsy Undergoing Cord Blood 
Transplantation. Pediatric Neurology 2016; 64: e5-6. CS 1.59 

11） Suga H, Kageyama K, Shimizu M, Hyakumachi M, A natural mutation involving both pathogenicity 
and perithecium formation in the Fusarium graminearum species complex. G3: Genes, Genomes, 
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Genetics 2016; 6:3883-3892. CS 2.19 
12） Nishioka T, Elsharkawy MM, Suga H, Kageyama K, Hyakumachi M, Shimizu M, Development of 

culture medium for the isolation of Flavobacterium and Chryseobacterium from rhizosphere soil. 
Microbes and Environments 2016;31:104-110. CS 2.71 

13） Hieno A, Naznin HA, Suga H, Yamamoto YY, Hyakumachi M, Specific detection of Type 1 and Type 2 
isolates of Pyrenochaeta lycopersici by loop-mediated isothermal amplification reaction. Acta 
Agriculturae Scandinavica Section B: Soil and Plant Science 2016;66:353-358. CS 0.89 

14） Shigeo Takashima, Kayoko Toyoshi, Takahiro Itoh, Naomi Kajiwara, Ayako Honda, Akiko Ohba, 
Shoko Takemoto, Satoshi Yoshida, Nobuyuki Shimozawa. Detection of unusual very-long-chain fatty 
acid and ether lipid derivatives in the fibroblasts and plasma of patients with peroxisomal diseases 
using liquid chromatography-mass spectrometry. Molecular Genetics and Metabolism 2017: 
S1096-7192(16): 30180-9. CS 2.84 

15） Takashima S, Aghajanian P, Younossi-Hartenstein A, Hartenstein V. Origin and dynamic lineage 
characteristics of the developing Drosophila midgut stem cells. Dev Biol. 2016 Aug 416(2):347-60. CS 2.85 

16） Aghajanian P, Takashima S, Paul M, Younossi-Hartenstein A, Hartenstein V. Metamorphosis of the  
 Drosophila visceral musculature and its role in intestinal morphogenesis and stem cell formation. Dev 

Biol. 2016 Dec 1;420(1):43-59.  CS 2.85 
17）  Yamashita T, Mitsui J, Shimozawa N, Takashima S, Umemura H, Sato K, Takemoto M, Hishikawa N, 

Ohta Y, Matsukawa T, Ishiura H, Yoshimura J, Doi K, Morishita S, Tsuji S, Abe K. Ataxic form of 
autosomal recessive PEX10-related peroxisome biogenesis disorders with a novel compound 
heterozygous gene mutation and characteristic clinical phenotype. J Neurological Sciences 
2017:375:424-429. CS 1.98 

18） Horikawa Y, Enya M, Yoshikura N, Kitagawa J, Takashima S, Shimozawa N, Takeda J. A first case of 
adrenomyeloneuropathy with mutation Y174S of the adrenoleukodystrophy gene. Neuro Endocrinol 
Lett 2017:38(1):13-18.  CS 1.09 

19） Tsuboi T, Tanaka Y, Yoshida Y, Nakamura T, Shimozawa N, Katsuno M. Highly asymmetric and 
subacutely progressive motor weakness with unilateral T2-weighted high intensities along the 
pyramidal tract in the brainstem in adrenomyeloneuropathy. J Neurol Sci 2017:381: 07-109.  CS 1.98 

20） Hartenstein V, Takashima S, Hartenstein P, Asanad S, Asanad K. bHLH proneural genes as cell fate 
determinants of entero-endocrine cells, an evolutionarily conserved lineage sharing a common root 
with sensory neurons. Dev Biol. 2017 Nov 1;431(1):36-47.  CS 2.85 

21） Tanishima M, Takashima S, Honda A, Yasuda D, Tanikawa T, Ishii S, MaruYama T. Identification of 
optineurin as an Interleukin-1 receptor-associated kinase 1-binding protein and its role in regulation 
of MyD88-dependent signaling. J Biol Chem. 2017 Oct 20;292(42):17250-17257.  CS 4.17 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：下澤伸行；文部科学省科学研究費基盤研究(B)：網羅的ペルオキシソーム機能解析によ

る神経・代謝性疾患の病態解明；平成 24－26 年度；13,200 千円 
2） 研究代表者：下澤伸行；文部科学省科学研究費挑戦的萌芽研究：多角的アプローチによる副腎白質

ジストロフィーの脱髄発症・病型規定因子の同定；平成 24－26 年度；2,900 千円 
3） 研究代表者：高島茂雄；文部科学省科学研究費若手研究(B)：ゼブラフィッシュを用いたペルオキシ

ソーム病発症メカニズムの解明；平成 25－27 年度；3,200 千円 
4） 研究代表者：下澤伸行：平成 27－29 年度 文部科学省科学研究費基盤研究(B) 患者リソースと疾患

モデルを融合した副腎白質ジストロフィー病型診断・治療法の創出：平成 27－29 年度；13,000 千

円(6,600 千円) 
5） 研究代表者：下澤伸行；文部科学省科学研究費挑戦的萌芽研究：ペルオキシソーム病患者幹細胞・

疾患モデル生物を用いた発生異常・病態解明と創薬研究：平成 27－29 年度；2,800 千円 
6） 研究分担者：須賀晴久；文部科学省科学研究費基盤研究(B)特設分野研究：根分泌物質への走化性に

基づく有用土壌細菌と植物相互作用成立機構の解明；平成 27－30 年度；2,719 千円(但し, 平成 27
－29 年度分の額) 

7） 研究代表者：須賀晴久；文部科学省科学研究費補助金基盤研究(C)：ムギ類赤かび病菌における新規

宿主内伸長遺伝子の解明；平成 28－30 年度：2,826 千円(但し, 平成 28－29 年度分の額) 
8） 研究代表者：高島茂雄；文部科学省科学研究費基盤研究(C)：疾患モデルフィッシュを用いたペルオ

キシソーム病発病因子の特定と治療法の開発 ; 平成 28－30 年度；3,500 千円(1,600：1,200：700
千円) 

9） 研究代表者：高島茂雄；一般財団法人越山科学技術振興財団研究助成：平成 28－29 年度；1000 千円 
10） 研究代表者：高島茂雄；公益財団法人高橋産業経済研究財団研究助成：平成 29 年度；1000 千円 
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2）受託研究 
1） 分担研究者：下澤伸行；厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服研究事業)：ライソゾーム病(フ

ァブリ病含む)に関する調査研究；平成 27－29 年度；2,100 千円 
2） 研究代表者：須賀晴久；農林水産省委託プロジェクト研究(カビ毒動態と生産低減技術の開発)：イネ

におけるフモニシン産生フザリウム菌の実態と生産管理がフモニシン汚染に与える影響の解明；平

成 25－29 年度；15,239 千円 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
下澤伸行： 
1） 日本小児神経学会評議員(～現在) 
2） 日本人類遺伝学会評議員(～現在) 
3） 日本先天代謝異常学会評議員(～現在) 
 
須賀晴久： 
1） 日本マイコトキシン学会幹事(～現在) 

2）学会開催 
須賀晴久： 
1） 日本土壌微生物学会 2016 年度大会 実行委員(2016 年 6 月岐阜大学) 
2） International Symposium of Mycotoxicology 2016 組織役員(2016 年 12 月東京大学) 

3）学術雑誌 
下澤伸行： 
1） Journal of Human Genetics；Editorial Board(～現在) 
2） Brain & Development；Managing Editor(～現在) 
 
須賀晴久： 
1） Journal of General Plant Pathology； Associate Editors(～現在) 
2） JSM Mycotoxins；Editors(～現在) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
下澤伸行： 
1） ライソゾーム病に関する調査研究班 市民フォーラム 2015(平成 27 年１月, 東京, 「ALD＆ペルオ

キシソーム病の診断ガイドラインから早期診断, 治療に向けて」パネリスト) 
2） 日本薬学会第 135 年会(平成 27 年 3 月, 神戸, シンポジウム「ペルオキシソームと難治性疾患」ペル

オキシソーム機能・代謝異常と疾患, シンポジスト) 
3） 第 57 回日本先天代謝異常学会・第 13 回アジア先天代謝異常症シンポジウム(平成 27 年 11 月, 大阪, 

シンポジウム「脳を標的とした先天代謝異常症の治療戦略」副腎白質ジストロフィーの造血幹細胞

移植療法の現状と問題点, シンポジスト) 
4） The 1st International Plasmalogen Symposium. (2016 Nov, Fukuoka. Diagnosis and treatment of 

Peroxisomal diseases in Japan. Invited speaker) 
5） 第 119 回日本小児科学会学術集会(平成 28 年 5 月, 札幌, 分野別シンポジウム「先天代謝異常症の早

期診断・治療に向けた診療ネットワーク」ペルオキシソーム病の診療ネットワーク. 座長・シンポジ

スト)  
6） 第 13 回九州先天代謝異常研究会(平成 28 年 7 月, 福岡, ペルオキシソーム病 —拡大する疾患概念と

副腎白質ジストロフィー—, 特別講演) 
7） 第 21 回日本ライソゾーム病研究会(平成 28 年 10 月１日, 東京, 副腎白質ジストロフィー(ALD)診療

ガイドライン作成に向けて, 特別シンポジウム, シンポジスト) 
8） 第 20 回広島先天代謝異常研究会(平成 29 年 2 月, 広島, ペルオキシソーム病 —拡大する疾患概念と
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副腎白質ジストロフィー—, 特別講演) 
9） 第 44 回日本マススクリーニング学会(平成 29 年 8 月, 秋田, 副腎白質ジストロフィー(ALD)新生児

マススクリーニングの意義と課題, 教育セッション「新分野のマススクリーニング」招待講演) 
10） 第 271回 日本小児科学会東海地方会(平成 29年 10月, 岐阜, 小児で鑑別すべき重要な代謝性神経疾

患－副腎白質ジストロフィーとペルオキシソーム病－, 特別講演) 
 
須賀晴久： 
1） International Symposium of Mycotoxicology 2016 ( 平成 28 年 11 月 , 東京 , The gene 

polymorphisms involving fumonisin producibility in Fusarium fujikuroi. シンポジスト) 
 
高島茂雄： 
1） 第 42 回日本医用マススペクトル学会年会 (平成 29 年 9 月, 東京, 質量分析を応用したペルオキシソ

ーム病代謝解析法の開発, シンポジスト) 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
下澤伸行： 
1） 岐阜県児童福祉審議会児童処遇専門部会委員(～現在) 
2） 独立行政法人医薬基盤研究所基礎的研究評価委員会専門委員(～現在) 
3） NPO 法人「ALD 未来を考える会」顧問医(～現在) 

10．報告書 
1） 下澤伸行：ペルオキシソーム病診断実績と副腎白質ジストロフィーガイドラインの作成： 平 成 27

年度 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服研究事業)：「ライソゾーム病(ファブリ病含む)に関

する調査研究」(分担研究者). (2016 年 3 月) 
2） 下澤伸行：ペルオキシソーム病診断実績と副腎白質ジストロフィーガイドラインの作成： 平 成 28

年度 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服研究事業)：「ライソゾーム病(ファブリ病含む)に関

する調査研究」(分担研究者). (2017 年 3 月) 

11．報道 
ゲノム研究分野： 
1） 中学生が DNA 鑑定：岐阜新聞(2015 年 8 月 10 日) 
2） コメ DNA を鑑定：中日新聞(2015 年 8 月 12 日) 
3） 遺伝子組み換え学ぶ：中日新聞(2015 年 8 月 19 日) 
4） 高校生, DNA に驚き：岐阜新聞(2015 年 8 月 22 日) 
5） 遺伝子組み換え 器具を使い実験：中日新聞(2016 年 8 月 20 日) 
6） 高校生が遺伝子の不思議を学ぶ：ぎふチャン「Station」(2016 年 8 月 18 日) 
7） DNA を鑑定：中日新聞(2017 年 8 月 11 日) 
8） 遺伝子の働き 実験で学ぶ：岐阜新聞(2017 年 8 月 18 日) 
9） 遺伝子組み換えを体験：中日新聞(2017 年 8 月 24 日) 

12．自己評価 
評価 

医薬獣における基礎と臨床の融合を視野に，医学部を含めた全学的な研究基盤の整備による岐阜大学

の生命科学研究の展開を進めている。また国内唯一のペルオキシソーム病診断研究センターとして全国

の医療機関に迅速かつ正確な診断結果を提供するとともに，患者リソースをもとに国内の研究機関と共

同で病態解明・治療法開発研究を行っている。 
1） ゲノム研究分野における全学的生命科学研究基盤整備：従来の DNA 受託解析に加えて，平成 28 年

度より RNA 受託解析として RNA の抽出からマイクロアレイ解析を開始している。またゲノム編集

技術の学内普及を目的に，細胞，ゼブラフィッシュなどを用いた疾患モデルの作成から，動物実験分

野と共同でモデルマウスの作成受託も開始している。さらにリアルタイム PCR，遺伝子導入装置，
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質量分析装置 UPLC-MS/MS や，細胞解析装置として共焦点レーザー顕微鏡，セルソーター，セル

アナライザー，インセルアナライザーを整備し，講習会，トレーニングコース，技術指導を実施し，

より多くの研究者への研究基盤の提供を行っている。 
 ゲノム研究分野ホームページ参照：http://www1.gifu-u.ac.jp/~lsrc/dgr/portal/ 

2） 医学地区への研究基盤の提供：医学部棟 5 階の医学系研究科共通機器センターに DNA シークエンス

受託サンプル用の冷蔵庫を設置し，毎朝，サンプルを回収して解析し，翌日午前中には解析結果をフ

ァイルサーバーにて提供している。さらにRNA受託解析では研究室までサンプル回収に伺っている。

医学部の DNA シーケンス受託解析数は平成 26 年度 6,016 件，27 年度 9,352 件，28 年度 16,933 件

と年々，増加している。また学内で距離的な問題はあるものの，共焦点レーザー顕微鏡，リアルタイ

ム PCR，セルソーター，セルアナライザー，UPLC-MS/MS などゲノム研究棟内にある解析装置を

多くの医学部研究者に利用頂いている。 
3） 医学部・医学系研究科教育への参加：従来のテュトーリアル「成育」コースの講義担当に加えて，平

成 26 年度よりテュトーリアル選択配属に参加し，毎年 3〜４人の医学部生を受入れている。対象は

ペルオキシソーム病研究だが，将来，どの分野に進んでも役立つよう，分子生物学の基礎的な実験手

技から最新の遺伝子解析・ゲノム編集技術の理解・習得を目指して取り組んでいる。また平成 29 年

度より生命科学実習の特別講義も担当している。 
4） 研究・社会貢献としては，指定難病に認定されている副腎白質ジストロフィーとペルオキシソーム病

の国内唯一の診断施設として，迅速な診断から最新の医療情報を主治医に提供し，多くの患者の早期

治療に繋げている。また厚生労働省難治性疾患克服事業研究班に参画し，概要，診断指針，調査票，

ガイドラインの作成に貢献している。また患者会活動にも顧問医として参画している。併せて，多く

の患者の試料や疾患モデルを用いて，ゲノム研究棟内にある解析機器を用いて，副腎白質ジストロフ

ィーとペルオキシソーム病病因，病態解明，治療法の開発に関する独自，ならびに共同研究を展開し，

その成果を国内外に発信している。さらに平成 29 年度より，生活習慣病における脂質代謝異常の病

態解明を目的に，消化器病態学，内分泌代謝病態学との共同研究を開始している。 
5）国際貢献としてアジア，アラブ地域におけるペルオキシソーム病診断支援も継続している。 
 
現状の問題点及びその対応策 
1） 厳しい財政状況下で学内における生命科学の教育研究水準を高度に維持するためには，集約化した施

設に設備や大型機器を設置・更新して利用を広げ，学内におけるソフトやハード面での研究情報シス

テムを整備して部局の垣根を越えた全学的な教育研究の推進が望まれる。 
2） 全学的研究基盤整備に従事しながら研究者としてのモチベーションを保つためには，自らが率先して

研究テーマを設定して学内外との共同研究を展開し，大学院も含めた研究者の教育・育成に関わる姿

勢が必要と思われる。 
 
今後の展望 
1） 柳戸地区に医・薬・工・応用生物・獣医が集結した生命科学研究の拠点形成を目指し，施設，設備，

組織を含めて研究しやすい環境を整備しつつ，学内外の共同研究を支援して基礎と臨床の架け橋を目

指す。 
2） 指定難病である副腎白質ジストロフィーとペルオキシソーム病の診断研究拠点として，国内研究者を

集結し，チームジャパンとして大型研究費を獲得し，病態解明，治療法の開発を行い，岐阜大学より

「ペルオキシソーム」を発信していく。 
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（19）生命科学総合研究支援センター（嫌気性菌研究分野） 

1．研究の概要 
嫌気性菌研究分野は主にヒト・動物に由来する偏性嫌気性菌（酸素存在が生存に不利に働く細菌）を幅広

く扱っている国内で唯一の研究施設である。始まりは我が国における臨床嫌気性菌研究のパイオニアであ

る故鈴木祥一郎, 故上野一惠の両岐阜大学名誉教授の業績に対して 1978 年（昭和 53 年）に省令設置され

た医学部附属嫌気性菌実験施設である。初代施設長の故上野一惠教授以来, 岐阜大学の特色ある施設とし

て, 我が国における臨床嫌気性菌学の発展に寄与してきた。現在では, 生命科学総合研究支援センターの

一分野として学内外を問わず嫌気性菌の培養, 菌株提供, 嫌気性菌感染症に関する相談, 診断支援, 院

内感染に関する調査などの支援を行っている他, 臨床細菌以外についても, 嫌気的環境での実験につい

てのコンサルテーション, 機器の供与, 偏性嫌気性菌の分譲等を行い, 感染症領域とライフサイエンス研

究に関わる嫌気性菌のレファレンスセンター機能を持つ施設として, 全国的な支援を行っている。研究面

では, 臨床微生物学の立場から, 嫌気性菌・嫌気性菌感染症に関する研究を進めている。また, 系統保存

の立場から, 嫌気性菌を中心に主に感染症材料からの分離菌の収集・維持を行っている。 

 

2．名簿 
教授： 
助教： 
助教： 

田中香お里 
後藤隆次 
林将大 

Kaori Tanaka 
Takatsugu Goto  
Masahiro Hayashi 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 後藤隆次, 田中香お里, 渡邉邦友. ペプトストレプトコッカス科：新居 志郎(代表)・倉田 毅・林 英生・

本田 武司・小田 紘・松本 明編集委員. 病原細菌･ウイルス図鑑. 札幌：北海道大学出版；2017 年：313
－318 

2） 田中香お里, 渡邉邦友. フソバクテリア科：新居 志郎(代表)・倉田 毅・林 英生・本田 武司・小田 紘・

松本 明編集委員. 病原細菌･ウイルス図鑑. 札幌：北海道大学出版；2017 年：461－465 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
なし 
 

総説（欧文） 
なし 
 

原著（和文） 
1） 川島千亜紀, 佐久間彩加, 山崎裕貴, 横山明孝, 澤村治樹, 川上徹, 林将大, 田中香お里. 嫌気性有芽胞グ

ラム陽性桿菌 Robinsoniella peoriensis による下腿開放性骨折創部感染症の 1 例. 日本嫌気性菌感染症学会雑

誌, 2016 年；46 巻：75－82. 
2） 後藤隆次, 森田雄二, 林将大, 田中香お里. メロペネム中等度耐性 Bacteroides fragilis GAI92214 株ゲノ

ムライブラリーを用いた新規メロペネム耐性因子の同定, 日本嫌気性菌感染症学会雑誌, 2016 年；46 巻：

68－74. 
3） 佐久間彩加, 川島千亜紀, 山崎裕貴, 横山明孝, 澤村治樹, 川上徹, 林将大, 田中香お里. Faecalitalea 

cylindereds 菌血症の 1 例. 日本嫌気性菌感染症学会雑誌, 2017 年；47 巻：76－82.  
 
原著（欧文） 

1） Goto T, Nagano K, Hirakawa H, Tanaka K, Yoshimura F. Draft genome sequence of Porphyromonas 
gingivalis strain Ando expressing a 53-kilodalton-type fimbrilin variant of Mfa1 fimbriae. Genome 
Announcements. 2015;3:e01292-15. CS 0.41 

2） Sato T, Tomida J, Naka T, Fujiwara N, Hasegawa A, Hoshikawa Y, Matsuyama J, Ishida N, Kondo T, 
Tanaka K, Takahashi N, Kawamura Y. Porphyromonas bronchialis sp. nov. isolated from 
intraoperative bronchial fluids of a patient with non-small cell lung cancer. The Tohoku Journal of 
Experimental Medicine. 2015;237:31-37. CS 1.47 

3） Inagaki R, Ninomiya M, Tanaka K, Koketsu M. Synthesis, characterization, and antileukemic 
properties of naphthoquinone derivatives of lawsone. Chem Med Chem. 2015;10:1413-1423. CS 3.00 

4） Kato K, Ninomiya M, Tanaka K, Koketsu M. Effects of Functional Groups and Sugar Composition of 
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Quercetin Derivatives on Their Radical Scavenging Properties. Journal of Natural Products. 
2016;79:1808-1814. CS 4.14 

5） Pardede A, Mashita K, Ninomiya M, Tanaka K, Koketsu M. Flavonoid profile and antileukemic 
activity of Coreopsis lanceolata flowers. Bioorganic and Medicinal Chemistry Letters. 
2016;26:2784-2787 CS 2.55 

6） Adfa M, Rahmad R, Ninomiya M, Yudha S, Tanaka K, Koketsu M. Antileukemic activity of lignans 
and phenylpropanoids of Cinnamomum parthenoxylon. 2016; 26: 761-764 CS 2.55 

7） Goto T, Hirakawa H, Morita Y, Tomida J, Sato J, Matsumura Y, Mitani A, Niwano Y, Takeuchi K, 
Kubota H, Kawamura Y. Complete genome sequence of Moraxella osloensis strain KMC41, a producer 
of 4-methyl-3-hexenoic acid, a major malodor compound in laundry. Genome Announcements. 
2016;4:e00705-16. CS 0.41 

8） Yamakawa H, Hayashi M, Tanaka K, Kuwano K. Empyema due to Gemella morbillorum Is Diagnosed 
by 16S Ribosomal RNA Gene Sequencing and a Phylogenetic Tree Analysis: A Case Report and 
Literature Review. Intern Med. 2015;54(17):2231-4 CS 0.84 

9） Hata H, Natori T, Mizuno T, Kanazawa I, Ibrahim E, Hayashi M, Miyata M, Fukunaga H, Ohji S, 
Hosoyama A, Aono E, Yamazoe A, Tsuchikane K, Fujita N, and Ezaki T. Phylogenetics of family 
Enterobacteriaceae and proposal to reclassify Escherichia hermannii and Salmonella subterranea as 
Atlantibacter hermannii and Atlantibacter subterranea gen. nov., comb. nov. Microbiol Immunol 2016; 
60: 303–311. CS 1.47 

10） Ezaki T, Kanzawa I, Hayashi S, Hayashi M, Eldesoky I, Fukunaga H. A cocktail PCR and DNA 
stripmethod for quick confirmation of multiple pathogenic factors in BSL3 stock cultures. Microb. 
Resour. Syst. 2016;32:123-131 

11） Yamakawa H, Hagiwara E, Hayashi M, Katano T, Isomoto K, Otoshi R, Shintani R, Tanaka K. A case 
of relapsed lung abscess caused by Eubacterium brachy infection following an initial diagnosis of 
pulmonary actinomycosis. Respiratory Medicine Case Reports. 2017;22:171-174.  CS 0.47 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：後藤隆次, 研究分担者：田中香お里；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：新規カル

バペネム耐性因子(バクテロイデス・フラジリス由来)の網羅的同定と機能解析；平成 26－28 年度；

3,100 千円(1,000：900：1,200 千円) 
2） 研究代表者：佐藤拓一(東北大学), 研究分担者：田中香お里；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：

根管内細菌叢メタゲノム解析に基づく､新しい根尖性歯周炎の臨床診断法の開発；平成 26－28 年

度；4,940 千円(2,730：1040：1,170 千円) 
3）研究代表者：後藤隆次, 研究分担者：田中香お里；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：バクテロ

イデス・フラジリス由来の新規カルバペネム耐性遺伝子の網羅的発現と機能解明；平成 29－32 年

度；3,770 千円(700：700：700：800 千円) 

2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
田中香お里： 
1） 日本化学療法学会評議員(～現在) 
2） 日本臨床微生物学会評議員(～現在) 
3） 日本細菌学会中部支部評議員(～現在) 
4） 日本嫌気性菌感染症学会幹事(平成 27 年〜現在) 
5） 日本臨床微生物学会検査法マニュアル作業委員会委員(～現在) 
6） 日本臨床微生物学会学術奨励賞委員会委員(～平成 27 年) 
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林 将大： 
1） 日本微生物資源学会理事(平成 26 年～平成 29 年) 

2）学会開催 
田中香お里： 
1） 第 47 回日本嫌気性菌感染症学会(平成 29 年 3 月, 岐阜) 
 

3）学術雑誌 
田中香お里： 
1） 日本嫌気性菌感染症学会誌, 編集委員(平成 25 年〜現在) 
2） Anaerobe, Associate Editor(平成 28, 29 年) 
 
林 将大： 
1） 日本微生物資源学会, 編集委員(平成 26 年〜平成 29 年) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
田中香お里： 
1） 第 45 回日本嫌気性菌感染症学会学術集会(平成 27 年 2 月, 東京, 教育講演「嫌気性菌の分離･同定」

演者) 
2） 第 85 回日本感染症学会西日本地方会学術集会･第 58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会・第

63 回日本化学療法学会西日本支部総会(平成 27 年 10 月, 奈良, シンポジウム「嫌気性菌感染症の

clinical practice」シンポジスト) 
3）第 46 回日本嫌気性菌感染症学会学術集会(平成 28 年 3 月, 長崎, シンポジウム「外科感染症領域」

シンポジスト) 
4） 第 28 回日本臨床微生物学会学術集会(平成 29 年 1 月, 長崎, 日本嫌気性菌感染症学会合同シンポジ

ウム「Antimicrobial stewardship 時代における嫌気性菌の臨床的意義と薬剤耐性嫌気性菌」司会, 
基調講演) 

5） 第 90 回日本細菌学会総会(平成 29 年 3 月, 仙台, シンポジウム「嫌気性病原細菌の up-to-date」シ

ンポジスト) 
6） 第 65 回日本化学療法学会西日本支部総会・第 60 回日本感染症学会中日本地方会学術集会・第 87

回日本感染症学会西日本地方会学術集会(平成 29 年 10 月, 長崎, シンポジウム「嫌気性菌感染症の

新展開に向けて―トランスレーショナルリサーチの探求―」シンポジスト) 
 
林 将大： 
1） 第 88 回日本細菌学会総会(平成 27 年 3 月, 岐阜, ワークショップ 「ゲノム解析から得られた種及び

属の新しい分類基準」演者) 
2） 第 27 回日本病院薬剤師会東海ブロック学術大会・第 29 年度 日本薬学会東海支部例会 (平成 29 年

11 月, 鈴鹿市, シンポジウム「創薬・育薬に挑む薬剤師・研究者」シンポジスト) 
 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 林 将大：日本微生物資源学会第 22 回大会 ポスター賞(平成 27 年度) 

9．社会活動 
田中香お里： 
1） 岐阜県建築審査会委員(～現在) 

10．報告書 
なし 

11．報道 
なし 
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12．自己評価 
評価 
前身の医学部附属嫌気性菌実験施設の時代から, 臨床嫌気性菌学中心とした研究, 診断支援を主体とし, 
医学教育においては微生物分野のサポートを行っている。組織が移行したことと教室員の減少により, 
以前に比べ臨床細菌学領域での共同研究が後退している点は否めないが, 学内外から依頼のある感染症

検体の解析, 同定困難菌の同定, 薬剤感受性情報の提供を行い, 診療支援を続けている。こういった支援

は症例報告にもつながっており, 一般好気性菌に比べて情報が不足している嫌気性菌感染症の疫学情報, 
薬剤感受性情報の補完に寄与するものと考えられる。また, 医学領域以外への研究サポート, 共同研究も

少しずつではあるが進めている。このほか, 系統保存施設として主要な嫌気性菌, 主に感染症から分離

された新菌種の標準株を購入し研究用試料, 同定の際の比較標準株として保管維持するとともに, 分離

株の収集・保存に努め, 現在までに, 広範な菌種をカバーした偏性嫌気性菌の臨床分離株を多数維持し

ており, 多様性の点で国内に類を見ないコレクションと自負している。これらの菌株については, 学内

外の研究を目的とした分譲依頼に対し無償提供を行っている。 
 

現状の問題点及びその対応策 
当分野は学内研究支援センターに所属しているが, 特殊な分野であるため実質的な研究, 診断支援の需

要は学内よりも学外に多い。支援業務はセンターの他分野で主に行っている機器, 施設の提供による支

援とは性質が異なり, 知識, 技術, 作業を提供する支援が主体となっている。系統保存に加え, これらの

支援を安定的提供していくためには, 経験を積んだスタッフが業務に従事できる態勢が必須である。こ

れらの支援業務は時間と労力を要する反面, 研究に繋がりにくいことから, 経験のあるスタッフが少な

い状況で教員が支援と研究, 教育のいずれも不足なく行っていくのは容易ではない。現状では, 支援, 研
究, 教育の何れにおいても限られた範囲でしか実施できていない。このため, 教員の指導の下, 支援業務

に従事できる, 高い専門性を有する技術職員の育成と継続的確保が必要である。 
 

今後の展望 
臨床嫌気性菌学を行っている国内では希な基礎の講座として, 対外的にはレファレンスセンターとして

の機能を期待されている。スタッフの努力により, 一時期よりレファレンス機能は向上しているが, 今後, 
遺伝資源保存に加え分譲業務の拡充が期待されるなか, これらの機能の安定的な維持と拡充については, 
厳しい状況にある。当面は現状を維持しながら, 機能の拡充に向けての体制作りに努力したい。 
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（20）大学院連合創薬医療情報研究科（医療情報学専攻） 

1．研究の概要 
低分子シャペロンを用いたプリオン病治療薬の開発を推進し、PMDA に対する治験相談を行う直前まで

研究開発を進めることができた。本化合物のアメリカ合衆国におけるプリオン病治療薬としての物質特許

（US9,809,563 B2）を取得できたため、今後 20 年間有効である。 
またその理論的基盤として、低分子の結合に伴うタンパク質天然構造の熱安定性の変化を定式化するとと

もに、実験的に検証した。これにより、低分子が、どのように蛋白質機能に影響するかを解明できた。 
また、プリオン蛋白質研究では、プリオン蛋白質天然構造が、プリオン蛋白質の凝集体（アミロイド等）

形成に対して抑制的に相互作用することを証明した。 
Pygo2 に基づく抗がん剤開発では、合成展開を進め、新規化合物の抗がん効果を確認し、現在、AMED に

おいて、開発を推進しているところである。 

2．名簿 
教授： 
助教： 

氏名 桑田 一夫 
氏名 本田 諒 

Kazuo Kuwata 
Ryo Honda 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 西城卓也, 鈴木康之, 藤崎和彦, 丹羽雅之, 吉田素文編. 新しい医学教育の流れ‘14 秋．第 54 回セミナー

とワークショップの記録，名古屋：三恵社；2015 年：1－168. 
 

総説（和文） 
1） 桑田一夫. 研究と臨床をつなぐ―プリオン病治療薬開発における基礎から前臨床まで―, 医薬品医療機器

レギュラトリーサイエンス 2015 年；46 巻：428－432. 
2） 桑田一夫. 神経変性疾患と‘かたち’の制御, Clinical Neuroscience 月刊 臨床神経科学 言語の起源と

脳の進化 2015 年；33 巻：962－963. 
 

原著（和文） 
なし  
 

原著（欧文） 
1） Kobayashi K, Niwa M, Hoshi M, Saito K, Hisamatsu K, Hatano Y, Tomita H, Miyazaki T, Hara A. Early 

microlesion of viral encephalitis confirmed by galectin-3 expression after a virus inoculation. Neurosci 
Lett. 2015;592:107-112. CS 2.21 

2） Hosokawa-Muto J, Yamaguchi KI, Kamatari YO, Kuwata K. Synthesis of double-fluorescent labeled 
prion protein for FRET analysis. Biosci Biotechnol Biochem. 2015;79:1802-1809. CS 1.19 

3） Oroguchi T, Sekiguchi Y, Kobayashi A, Masaki Y, Fukuda A, Hashimoto S, Nakasako M, Ichikawa Y, 
Kurumizaka H, Shimizu M, Inui Y, Matsunaga S, Kato T, Namba K, Yamaguchi K, Kuwata K, Kameda 
H, Fukui N, Kawata Y, Kameshima T, Takayama Y, Yonekura K, Yamamoto M. Cryogenic coherent X-
ray diffraction imaging biological non-crystalline particles using the KOTOBUKI-1 diffraction 
apparatus at SACLA. J. Phys. B. 2015;48:184003. CS 1.19 

4） Honda RP, Xu M, Yamaguchi KI, Roder H, Kuwata K. A native-like intermediate serves as a branching 
point between the folding and aggregation pathways of the mouse prion protein. Structure. 
2015;23:1735-1742. CS 4.89 

5） Ma B, Yamaguchi K, Fukuoka M, Kuwata K. Logical design of anti-prion agents using NAGARA. 
Biochem Biophys Res Commun. 2016;469(4):930-935. CS 2.39 

6） Sriwilaijaroen N, Magesh S, Imamura A, Ando H, Ishida H, Sakai M, Ishitsubo E, Hori T, Moriya S, 
Ishikawa T, Kuwata K, Odagiri T, Tashiro M, Hiramatsu H, Tsukamoto K, Miyagi T, Tokiwa H, Kiso 
M, Suzuki Y, A Novel Potent and Highly Specific Inhibitor against Influenza Viral N1–N9 
Neuraminidases: Insight into Neuraminidase–Inhibitor Interactions, Journal of medicinal chemistry, 
2016;26;59(10):4563-4577. CS 5.66 

7） Ali F, Yamaguchi K, Fukuoka M, Elhelaly AE, Kuwata K, Logical design of an anti-cancer agent 
targeting the Plant Homeodomain (PHD) in Pygopus2, Cancer Science, 2016;107(9):1321-1328. CS 3.82 

8） Kabir A, Honda RP, Kamatari YO, Endo S, Fukuoka M, Kuwata K, Effects of ligand binding on the 
stability of aldo-keto reductases (AKR), Protein Science, 2016;25(12):2132-2141. CS 2.99 

9） Kabir A, Endo S, Toyooka N, Fukuoka M, Kuwata K, Kamatari YO. Evaluation of compound 
selectivity of aldo-keto reductases using differential scanning fluorimetry.  Journal of biochemistry. 
2017 Feb 1;161(2):215-222. CS 2.18 
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10） Endo S, Takada S, Honda RP, Müller K, Weishaupt JH, Andersen PM, Ludolph AC, Kamatari YO, 
Matsunaga T, Kuwata K, El-Kabbani O, Ikari A. Instability of C154Y variant of aldo-keto reductase 
1C3. Chemico-biological interactions. 2017 Oct 1;276:194-202. CS 3.26 

11） Honda RP, Kuwata K. The native state of prion protein (PrP) directly inhibits formation of PrP-
amyloid fibrils in vitro. Scientific reports. 2017 Apr 3;7(1):562. CS 4.63 

12） Tahoun A, Masutani H, El-Sharkawy H, Gillespie T, Honda RP, Kuwata K, Inagaki M, Yabe T, NomuraI, 
Suzuki T. Capsular polysaccharide inhibits adhesion of Bifidobacterium longum 105-A to enterocyte-
like Caco-2 cells and phagocytosis by macrophages.  Gut Pathogens. 2017 May 1;9:27. CS 3.12 

13） Endo S, Xia S, Suyama M, Morikawa Y, Oguri H, Hu D, Ao Y, Takahara S, Horino Y, Hayakawa Y, 
Watanabe Y, Gouda H, Hara A, Kuwata K, Toyooka N, Matsunaga T, Ikari A. Synthesis of Potent and 
Selective Inhibitors of Aldo-Keto Reductase 1B10 and Their Efficacy against Proliferation, Metastasis, 
and Cisplatin Resistance of Lung Cancer Cells. Journal of medicinal chemistry. 2017 Oct 
26;60(20):8441-8455. CS 6.06 

14） Yamaguchi KI, Kuwata K. Formation and properties of amyloid fibrils of prion protein. Biophysical 
reviews. 2017 Dec 4. doi:10.1007/s12551-017-0377-0. CS 1.81 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：桑田一夫, 研究分担者：鎌足雄司；科学研究費補助金基盤研究(B)：マイクロ流路超高

速パルスラベル NMR 装置の開発及びプリオン自己複製過程の解明；平成 26－28 年度；16,510 千

円(5,850：5,330：5,330 千円) 
2） 研究代表者：水澤英洋(国立精神・神経医療研究センター), 研究分担者：桑田一夫；プリオン病のサ

ーベイランスと感染予防に関する調査研究班；平成 26-28 年度；1,400 千円(500：500：400 千円) 
3） 研究代表者：水澤英洋(国立精神・神経医療研究センター), 研究分担者：桑田一夫；プリオン病のサ

ーベイランスと感染予防に関する調査研究；平成 28-29 年度；700 千円(400：300 千円) 
 
2）受託研究 
1） 研究代表者：中迫雅由(慶応義塾大学), 研究分担者：山本雅貴, 亀島 敬, 高橋幸生, 難波啓一, 桑田

一夫, 河田康志, 松永幸大, 池口満徳；独立行政法人理化学研究所 SACLA 共用ビームライン 利用

研究課題(重点戦略課題)：SACLA における低温 X 線回折イメージング実験の展開と標準化；平成 24
－28 年度；41,030 千円(9,900：9,900：7,700：7,700：5,830 千円)：独立行政法人理化学研究所 

2） 研究代表者：桑田一夫, PB2 を標的とする抗インフルエンザウイルス薬の開発；平成 27-28 年度；

69,000 千円(42,000：27,000 千円) 
3） 研究代表者：山田正仁(金沢大学医薬保健研究域医学系・教授), 研究分担者：桑田一夫；プリオン病

及び遅発性ウイルス感染症の分子病態解明・治療法開発に関する研究；平成 28-29 年度；975 千円

(975 千円：未定) 
4） 研究代表者：桑田一夫, 研究分担者：水澤英洋, 西田教行, 三條伸夫, 小野文子, 柴田宏昭；厚生労働

省難治性疾患等克服研究事業：プリオン病に対する低分子シャペロン治療薬の開発；平成 27-29 年

度；398,378 千円(172,148：171,147 千円：55,083 千円)  
5） 研究代表者：桑田一夫, 「橋渡し研究戦略的推進プログラム」Pygo2 を標的とする新規抗がん剤開

発；平成 29 年度；2,500 千円 
 
3）共同研究 

1） 研究代表者：鈴木正嗣(岐阜大学応用生物科学部 附属野生動物管理学研究センター), 研究分担者：

桑田一夫；北海道大学 人獣共通感染症リサーチセンター 特定共同研究：研究課題「人獣共通感染

症の診断・予防・治療法の開発研究」；平成 22－27 年度；25,100 千円(18,000：4,000：1,400：700：
500：500 千円)：北海道大学 人獣共通感染症リサーチセンター 

5．発明・特許出願状況 
1） 桑田一夫, 福岡万佑子：テトラゾール誘導体及び抗インフルエンザウイルス剤；平成 27年(特願 2015-

10467) 
2） 桑田一夫, アリ・フェルダウシ：抗がん剤；平成 28 年(特願 2016-20586) 
3） Kazuo Kuwata ： MALEIC ACID SALT OF ANTI-PRION COMPOUND, METHOD FOR 

PRODUCING. THE SAME AND PHAMACEUTICAL COMPOSITION OF THE SAME；Nov. 7, 
2017(US 9,809,563 B2)  
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6．学会活動 
1）学会役員 
桑田一夫 
1） APPS 2016 President(～現在) 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
桑田一夫： 
1） プリオン病治験体制の整備 革新的医療研究開発で挑む神経変性疾患―プリオン病治験体制確立に

向けて―(平成 27 年 2 月, 愛知, 招待講演, 座長) 
2） 新しい in-silico 創薬の方法と実際、一網打尽創薬への挑戦、希少難病治療から始まる真の個別医療

の未来へ TRI 講演会(平成 27 年 5 月, 兵庫, 招待シンポジスト) 
3） Toward the First in Human Clinical Trial of Medical Chaperone for Prion Diseases 第 56 回日

本神経学会学術大会(平成 27 年 5 月, 新潟, 招待講演) 
4） Elucidation of the pathogenic conversion mechanism of a prion protein, diagnosis and treatment

第 15 回日本蛋白質科学会年会(平成 27 年 6 月, 徳島, 特別講演, 座長) 
5） Therapeutic approaches to prion disease and other neurodegenerative conditions associated with 

protein misfolding. Toward a first in human trial of a medical chaperone for prion diseases. (平成

27 年 9 月, アメリカ, 招待講演) 
6） 戦略的 in silico 創薬によるプリオン病治療薬開発 革新的医療技術創出拠点プロジェクト統合戦略

会議(平成 27 年 11 月, 東京, 招待シンポジスト) 
7） PB2 を標的とする新規抗インフルエンザウイルス薬の開発 第９回中部橋渡し研究支援シンポジ

ウム (平成 27 年 12 月, 愛知, 招待講演) 
8） 統合創薬ソフト NAGARA の開発、論理的創薬機医学の創始、及び論理的医療の実践 インシリコ

創薬の展望 2016 年 4 月 15 日 神戸臨床研究情報センター 
9） Logical design of a therapeutic agent for prion diseases, PRION 2016 Tokyo(平成 28 年 5 月,東

京, 特別講演, 座長) 
10） プリオン病治療薬の開発 日本アミロイド―シス研究会学術集会(平成 28 年 8 月, 東京, 特別講演) 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
桑田一夫： 
1）長崎大学客員教授(平成 27 年)  
2）東京大学登録研究員(平成 28 年) 

10．報告書 
1） 桑田一夫：厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等克服研究事業(難治性疾患克服研究事業)プリオン

病に対する低分子シャペロン治療費の開発：平成 24～26 年度総合研究報告書(平成 27 年 3 月) 
2） 桑田一夫：厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等克服研究事業(難治性疾患克服研究事業)プリオン

病に対する低分子シャペロン治療費の開発：平成 26 年度総括・分担研究報告書(平成 27 年 3 月) 
3） 桑田一夫：プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究：平成 26 年度総括・分担研究

報告書：91－92(平成 27 年 3 月) 
4） 桑田一夫：プリオン病及び遅発性ウイルス感染症の分子病態解明・治療法開発に関する研究：平成

26 年度委託業務成果報告書：30－31(平成 27 年 3 月) 
5） 桑田一夫：プリオン病及び遅発性ウイルス感染症の分子病態解明・治療法開発に関する研究：平成

27 年度委託業務成果報告書：(平成 28 年 3 月) 
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6） 桑田一夫：プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究：平成 27 年度総括・分担研究

報告書：91－92(平成 28 年 3 月) 
7） 桑田一夫：日本医療研究開発機構研究費(難治性疾患実用化研究事業)プリオン病に対する低分子シャ

ペロン治療費の開発：平成 27 年度 総括・分担研究報告書(平成 28 年 5 月) 
8） 桑田一夫：プリオン病及び遅発性ウイルス感染症の分子病態解明・治療法開発に関する研究：平成

28 年度委託業務成果報告書：(平成 29 年 3 月) 
9） 桑田一夫：プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究：平成 28 年度総括・分担研究

報告書：91－92(平成 29 年 3 月) 
10） 桑田一夫：日本医療研究開発機構研究費(難治性疾患実用化研究事業)プリオン病に対する低分子シャ

ペロン治療費の開発：平成 28 年度 総括・分担研究報告書(平成 29 年 5 月) 
 

11．報道 
1） 桑田一夫：岐阜大, 治験薬製造へ ヤコブ病、来月に設備完成：岐阜新聞(2015 年 2 月 3 日) 
2） 桑田一夫：プリオン病抑制新薬、岐阜大が世界初の治験：読売新聞(2015 年 2 月 12 日) 
3） 桑田一夫：プリオン病治験体制テーマ 岐阜大が 14 日シンポ：岐阜新聞(2015 年 2 月 12 日) 
4） 桑田一夫：プリオン病薬、治験段階に 岐阜大が医薬品製造施設を公開：中日新聞(2015 年 2 月 13

日) 
5） 桑田一夫：認知症起こす「プリオン病」岐阜大が新薬治験へ：毎日新聞(2015 年 2 月 22 日) 
6） 桑田一夫：「プリオン病新薬開発桑田シニア教授着々」：朝日新聞朝刊 (2017 年 5 月 4 日) 

12．自己評価 
評価 
プリオン病の治験薬開発に向けて, 大きく前進した。またプリオン病のみでなく, 論理的創薬法により, 

抗がん剤, 抗統合失調症薬, 抗老化薬などの開発も進めており, 論理的創薬法が難治性疾患の克服に役立

つことが実証できる段階にまで達した。 
 
現状の問題点及びその対応策 
プリオン病が希少疾患であることもあり, 実際の治験の実施には, 様々の困難が伴う。今後, これらの問

題を, 全国の主要大学病院との共同により, ひとつずつ克服し, オールジャパン体制で治験に臨みたい。 
 

今後の展望 
量子力学に基づく基礎研究から臨床試験にいたるまでの, 医薬品・医療機器開発の首尾一貫した開発体

制を構築する計画である。 
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